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　　　プロローグ







　十二月になると朝の風は嫌いやがらせのように冷たくなって、布ふ団とんから出るのが段々と辛つらくなってくる。しかもこの学校と寮りようは山の中に建っているので余計に寒い。そろそろ雪でも降るのではないかと思う。

　統とう吾ごは一週間ほど前からブレザーの制服の上にコートを羽は織おって登校している。それでも首筋を撫なでる風が体を震ふるえさせた。

「さみー……」

　靴くつを履はいて寮を出ると、無む意い識しきにそんな言葉が漏もれてしまう。

　統吾は朝が嫌きらいだ。この学校に来てから嫌いになった。その理由が、統吾の前を歩いている。

「ねえ、今度私と映画観にいかない？」

「ちょっとぉ、私だって前から誘ってるのにー」

「はは。まあまあ、そのうちね」

　さっきまで一いつ緒しよに朝ご飯を食べていたルームメイトの明あき道みちは、二人ふたりの女子に挟はさまれて学校への道を歩いていた。

　毎朝、明あき道みちは女子と一いつ緒しよに登校している。女子の中ではちゃんとローテーションが組まれているようで、朝から明道を取り合ってもめるようなことはない。

「…………」

　統吾は朝が嫌いだ。何が悲しくて、明道がモテているところを見ながら登校しなければいけないのか。学校までは一本道で、嫌いやでも視界に入る。

　ぽん、と肩を叩たたかれた。

「統吾くんっ、おはよっ」

「お、おはよー朱音」

　統吾は朝が好きだ。今好きになった。クラスメイトの朱あか音ねが、白い息を吐はきながら今日きよう一回目の笑え顔がおを見せる。まぶたのあたりに張り付いていた眠気がきれいに消えてなくなった。今日も清すが々すがしい朝だ。

「一緒に行こ？」

「もちろん。ディズニャーランドでいい？　シーでもいいぞ」

「もうっ、ダメだよー。学校に行かないとだよっ」

　いつもは統吾より早く学校に行っているはずの朱音だが、今日は寝ね坊ぼうしたらしい。その証しよう拠こにまだ髪が跳はねている。一いつ生しよう懸けん命めい手で整えている姿もまたかわいい。

　歩き始めてすぐ、朱あか音ねが「訊きいてもいい？」と口を開いた。

「『クリスマス』っていう日が来るってテレビで観たんだけど、この国のお祭りなの？」

「ん？　あ、ああ。クリスマスな。なんつーか、そもそもはこの国じゃないんだが……」

　朱音がクリスマスを知らないのは当然のことなのだが、いざ説明しようとなると難むずかしい。この国で生まれ育った統とう吾ごにしてみれば、毎年当たり前のように訪れる日だから、宗教的な背景などの細かい部分までは詳くわしくない。

「そうなんだ。でも楽しみだねっ。クラスのみんなも楽しみにしてるみたいだよ。……あれ？　統吾くん、どうしたの？」

「ん？」

　朱音が首を傾かしげる。と同時に、統吾はやけに視し界かいが上下に揺ゆれることに気づいた。

「統吾くんはスキップしちゃうくらい学校が好きなんだねー」

「え……おわっ」

　知らない間に軽やかにスキップしていた。どおりで視界が揺れるわけだ。どうやら『クリスマス』とう単語に反応して足が勝手にスキップを始めたらしい。朱音は学校が好きだからだと勘かん違ちがいしているようだが。学校も好きだけど。隣となりの席が朱音だから。

　奇き妙みような現象ではあるが、統吾は妙みように納得していた。今年のクリスマスをどれくらい楽しみにしているか、体は知っているのだ。

　まあ、スキップなんて高校生はしないけどな。周まわりからの物もの珍めずらしげな視し線せんが統吾にチクチクと突つき刺ささる。何だよ。スキップってやってみると意外に難しいんだぞ。

「私も学校好きだよ。あ、日本史の宿題やってないよ。どうしよう……」

「四よん択たく問題が四問だろ？　大だい丈じよう夫ぶ。八割はウ、ア、イ、エの順番だから。そう書いとけよ」

「うんっ。統吾くんが言うならそうするねっ」

　にぱっと笑う朱音。この笑え顔がおを見ると代たい謝しやがよくなって寿じゆ命みようも伸びるのではないだろうか。心なしか肌はだに張りも出てきた。乾燥する季節だが唇くちびるも割れない。体内が浄じよう化かされていくようだ。統吾はこれを『朱音スマイルデトックス』と名付けることにした。

「おはよー朱音、雪ゆき村むらくん」

　その時、弾はずんだ声で二人ふたりを呼んだのはクラスメイトの真ま奈な花かだった。手には緑のリードを持っており、その先には銀の毛並みの小さな狼おおかみ、ラヒダがいた。真奈花は召しよう喚かん魔ま法ほう士し、そしてラヒダは真奈花の召しよう喚かん獣じゆうなのだ。二人は一度離れ離れになってしまったが、一か月ほど前に再会を果たしている。

「おはよー真奈花ちゃん」

「おう、おはよう柏かしわ木ぎ。ラヒダも」

「わぅっ」

　声を出すとその息が白く消えていく。

　真ま奈な花かは朝の散歩の帰りのようだ。日課にしていることは知っていたが、こんなに寒くなっても続けるなんて統とう吾ごには無理だ。

「じゃあラヒダ、おとなしくしてるんだよ」

　そう言って、真奈花はラヒダを小屋の中に入れた。ラヒダはここで放ほう課か後ごまで真奈花を待つことになる。

「ラヒダはお利口さんだから大だい丈じよう夫ぶだよねー」

　そう言って朱あか音ねはラヒダの頭を撫なでた。朱音も観かん念ねんしたのか、やっと「ラヒダ」と呼ぶようになった。その前までは「メンマ」というラーメンの具だった。

　統吾たち一年Ｂ組の寮りようの脇わきには、寮と同じ赤い屋根の小屋が建てられている。これは統吾たちが必死になって作ったラヒダの家で、ラヒダの体の大きさを考えるともったいないくらい大きな小屋だった。とはいっても素人しろうとが作った物で、完成から初めて雨が降った日、小屋の中にいたはずのラヒダがびしょ濡ぬれになって出てきたのはいい思い出だ。

「早く着替えて来ないと遅ち刻こくするぞ」

「あ、そうだね。それに、お二人の邪じや魔ましちゃいけないもんね」

「こ、こら！　怒りますよ！」

「真奈花ちゃんてばっ！」

「あははっ。お似に合あいだよ。クリスマスも二人はらぶらぶなのかな？」

「らぶらぶ？」

　朱音の頭の上にはクエスチョンマークが浮かんでいる。統吾は今までにない素早い動きで真奈花の腕を引き朱音から遠ざかった。

「かかか柏かしわ木ぎさん？　もしかしてクリスマスがどんな日かご存じで？」

「もっちろん。色々調べたからね。……もしかして、朱音ってまだ知らない感じ？」

「さようでございます。んで、その辺は俺おれがすでにプロジェクトを進行させておりますので、どうか空気をお読みくださいますようお願ねがい申し上げます」

　すると真奈花は目を細めジトっと統吾を見て、口の端はしをつり上げた。真奈花が空気を読み切った瞬しゆん間かんである。

「なあるほど。わかった。じゃ、私は静せい観かんってことで。いやあ、青春ですなあ」

「おほほほほ」とわざとらしく笑うと、自じ慢まんの長いポニーテールが揺ゆれた。

「お前いくつだよ……。っていうか、クリスマスのこと知ってるなら柏木も青春したらいいじゃねえか」

「残念ながら私には相手がいないのだよ。だから女の子の友達とパーティーでもしようかなって考え中」

「男から見て、柏木も結けつ構こういいと思うんだけどな。まあ、朱音にはまったく敵かなわないが。いやマジで」

「今の結けつ構こう傷つくから！」

　ビシっとツッコミ。こんなノリが通じる女子は貴重なのではないかと思う。

「頑がん張ばってねー」と真ま奈な花かは着替えるために寮りように戻もどっていった。

　ラヒダを撫なでていた朱あか音ねのところに戻ってくると、朱音の頭の上のクエスチョンマークはまだ浮かんだままだった。

「統とう吾ごくん、真奈花ちゃんと何話してたの？　その……らぶらぶって……」

「あ、いや、何でもないんだ。うん、ホントに何でもないから……な？」

　上う手まい言い訳が思い浮かばず、統吾は曖あい昧まいに濁にごすしかなかった。

　朱音はというと、頰ほおを染めながら無口になってしまった。寒かったはずなのに何な故ぜか暑い。真奈花の奴やつめ、意い識しきさせるようなこと言うから。でも、そうやって言われるのは実は嫌いやではない。だって、朱音とそういうふうに見られているということなのだから。あっちはからかっているだけなんだろうけど。

　学校に向かって歩き始めて数分、一度黙だまってしまった統吾と朱音は会話のきっかけが摑つかめずにいたが、ついに耐えかねた朱音が「そうだ。あのね」と統吾を見た。

「『モロヘイヤ』って十回言ってみて？」

　何の脈みやく絡らくもなく出てきたものは十回クイズだった。同じ言葉を言わせて、その後にひっかけ問題を出すというもの。初見は大たい抵ていひっかかる。朱音はきっと誰だれかに出題され、見事にひっかかったのだろう。だから今度は自分が問題を出したくなった、と。

　その気持ちはわかる。だがクイズの性質を知っている以上、そう簡単にはひっかからない。そして会話が再開できて助かった。

「おう。モロヘイヤモロヘイヤモロヘイヤモロヘイヤモロヘイヤモロヘイヤモロヘイヤモロヘイヤモロヘイヤモロヘイヤ……言ったぞ」

「じゃあ問題です。元気があれば？」

「何でもできる」

「正解っ」

「モロヘイヤは!?」

　今日も間違いなく楽しい一日が待っている。






　第１話　勇者たるもの、立派な像を作ってもらうべし







「うそっ!?　そうだったのー？」

「間違えがちなんだよな。いい機き会かいだから覚えておくといいぞ。最強線じゃなくて埼さい京きよう線せんなんだよ」

「ずっと勘かん違ちがいしてたよー」

　そんなことを話しながら統とう吾ごたちが教室に入るとすぐにチャイムが鳴って、同時に担任の先生が入ってきた。クラスメイトたちは慌あわただしく席につく。

「ん？」

　先生は一人の女子生徒を連れていた。このクラスの生徒ではない。教室がざわついた。

「転校生を紹介する。阿あ智ち原ばら眞ま緒おさんだ」

　黒板に名前を書いて、転校生に挨あい拶さつをするように促うながす。

　きれいな金きん髪ぱつだった。転校生が一礼すると、サラサラと髪かみが流れた。腰こしまで届きそうなそれを二つに結わき、瞳ひとみは宝石のような緑色。思わずため息が漏もれそうになったが、それは喉のどのあたりで止まってしまった。

　転校生は、なんというか、こう、全体的にちんまりしていた。身長は低く、起き伏ふくのない体のライン。ここは高校だが、制服を着ていても中学生、下へ手たすると小学生に見間違えられてしまいそうな姿をしていた。

「あ、あああ阿智原眞緒ですっ。こ、これからよろしくお願いしましゅっ……」

　嚙かんだ。相当緊きん張ちようしているようだ。女子たちから「かわいい」と声があがる。

「仲良くできるといいねっ」

　隣となりの席の朱あか音ねの声も弾はずんでいた。

　統吾は転校してきた時、最初の自己紹介で大失敗をしている。そうか、余計なこと言わずに普通に自己紹介すればよかったのか。今さら気づいても手遅れではあるが。

　転校生、阿智原眞緒は体を強こわ張ばらせながら教室を見み渡わたした。ありふれた表現だが、期待と不安が入り混じっているのだろう。

　そして統吾と目が合う。

　顔色が変わった。

「あ───っ！」
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　統吾を指差し、眞緒は叫さけんだ。隣の教室まで響ひびくような絶ぜつ叫きようともいえる声だった。

「な、なんだよ！　俺おれか？」

「統とう吾ごくん、知り合いなの？」

「いや、わけわからん」

　眞ま緒おは大おお股またで統吾の席まで歩いてくると、じっと統吾の顔を見つめる。人形のように整った顔立ち、白い肌はだ、そしてきれいな瞳ひとみに、思わず目を逸そらしてしまった。

「……やっぱり。お前、ユキムラトーゴだなっ！」

「そうだけど……何で俺おれの名前を……」

　知っているのか。その言葉を遮さえぎり、眞緒は言った。

「私は……私はアーチバールの魔ま王おう！　お前に倒たおされた魔王だっ！」







　夕暮れが早い季節。放ほう課か後ごを告げるチャイムが鳴る頃ころには、太陽はすっかりオレンジ色になって山の後ろに沈んでいこうとしていた。

「南部で有名な肉料理の名前は？」

「メンゴンの丸焼き風カロバソース煮に込こみ」

「子供の遊びの定番といえば？」

「それはもちろんニャスランごっこだ」

「王様は？」

「閉へい所しよ恐きよう怖ふ症しよう」

「全部正解だ。……信じられん」

　雪ゆき村むら統とう吾ごはせんべいを頰ほお張ばりながら呟つぶやいた。放ほう課か後ご、ぷれい部の部室である。机をくっつけてお菓か子しをひろげ、もはやこれがメインの活動なのではないかという雑談タイムだった。

「でも、統吾の名前を知っているし、アーチバールって世界のことも知っているんだろう？　じゃあ本当なんじゃないかな」

　向かいに座るのはクラスメイトにしてルームメイトの城しろ田た明あき道みち。雑誌の表紙を飾かざれるような整った顔立ちに細身の長身という、イケメンと呼ばれるにふさわしい要素を全て持った男である。校内にファンは多く、当然のようにストーカーもいる。

「それにしてもすごい偶ぐう然ぜんよね。勇者と魔ま王おうの運命ってやつかしら」

　明道の隣となりに座るのは穂ほ科しな瑞みず希き。今日も変わらず大好物のアイスを食べている。冬になって購こう買ばいのアイスコーナーが狭くなり、嘆いていた。

　薄うっすらと紫むらさきがかった髪かみにちょっときつそうな印象を受ける目の持ち主の美人で、クラスの男子からの人気は高い。しかし瑞希が男子と話している姿をあまり見かけることはなく、どちらかというと突っぱねているように見える。普ふ通つうに会話をしているのは統吾と明道くらいなものではないだろうか。

「統吾くんと眞緒ちゃんの話、たくさん聞きたいなー」

　隣でプリンを食べながら笑え顔がおを見せるのは夏なつ森もり朱あか音ね。茶色い髪も、それを結ぶリボンも、ぱっちりした目も、ちょっと天然なところも、ワインレッドの制服も全部がかわいい女の子。瑞みず希きと違って誰だれとでも分わけ隔へだてなく接するので、クラスの女子をはじめ、男子ともよくお喋しやべりをしている。朱音はどこか無防備なところがあるので、統吾としては心配でならない。

「まさかアーチバールから来る奴やつがいるとはな……」

　統吾は高校一年生の夏休み、アーチバールという別の世界に召しよう喚かんされ、そこで魔王を倒し勇者になった。そして偶然にも元の世界に戻もどってくることができ、他ほかにも世界はたくさん存在し、色んな人間がこの世界にやって来ていることを知る。そんな別世界の人間たちを国が集めて学校に通わせ、この世界で暮らせていけるように教育を行っているということも。統吾が転校してきたこの学校に普通の人間はいない。みんな、別世界から何かの偶然でやってきた人間なのだ。その中でも統吾は、この世界の出身ながら別世界に行って帰ってきたという稀まれな例である。帰き還かん組ぐみは、統吾の知る限り自分と二年生の先せん輩ぱいだけだ。

　明道も瑞希も朱音も、もちろんこの世界の出身ではない。魔ま法ほうや魔ま物ものが当たり前のように存在する世界からやってきた、統吾から言わせればゲームの中から飛び出してきたような人間なのだ。ちなみに明道は素す手でで戦う武道家、瑞希は商人、朱音は魔法使いである。

　統吾たちはかなり強引な方法でこの「ぷれい部」という部を設立し、部室を獲かく得とくした。これまでにした活動は合宿と犬小屋作りくらいで、またもやることがなくなってしまい、こうやって放ほう課か後ごにお菓か子しを食べながらお喋しやべりをする毎日を過ごしていた。そろそろ本格的に活動を決めないと生徒会どころか教師陣からもお叱しかりを受けてしまうかもしれない。

「正直、眞ま緒おもびっくりだぞ」

　そして、いわゆる誕生日席に座りお菓子を食べているのが、今け朝さ、アーチバールの魔ま王おうと名乗った阿あ智ち原ばら眞緒である。

　いきなり魔王だと名乗られて統とう吾ごは混乱した。何な故ぜなら、統吾はこの目で魔王が倒たおれるのを見たからだ。相棒の剣、トーゴカリバーで斬きった感かん触しよくも覚えている。それに、あの魔王はもっと大きく、黒い鎧よろいを纏まとっていた。それがこんな少女だと言われても信じられるはずもない。しかし、先ほどのアーチバールに関するクイズは全問正解。信じるしかない。

　詳くわしい事情を訊きこうと思ったのだが、眞緒は休み時間も昼の間も他ほかのクラスメイトに引っ張りだこにされ、統吾が話す暇ひまがなかった。転校生って、普ふ通つうはこうなるよなあ。統吾はまったく話しかけられなかった自分の転校初日を思い出していた。

　とにかく、放課後に眞緒を部室まで連れて来て、ようやくゆっくり話を聞けるようになったのだった。

「っていうかさ、お前、アーチバールの魔王だからその名前にしたのか？」

「そうだ。いい名前だろう？」

　それには首を傾かしげざるを得ない。

　統吾は本名であるが、朱あか音ねたちはこの世界で暮らしていくために新たに授かった名前である。別世界からやって来た人間たちには当然ながら戸こ籍せきなどない。しかしそこは背後に国がついているだけあって、戸籍を作成し、正しよう真しん正しよう銘めいの日本人として認められている。ちゃんと名前が漢字になっているのもそのためだ。一応、本名の音に近い名前をつけているらしいが、統吾は朱音たちの本名を知らない。でも、別にそこまで知りたいとも思っていない。

「いや、お前にだって名前あるだろ？　そっからつけりゃよかったじゃん」

「あるにはあるが、眞緒は自分があの世界で魔王であったことを忘れたくないのだ。これは眞緒なりの決意なのだ」

　そう話す眞緒の目は真しん剣けんで、ただのダジャレで名前をつけたわけではなさそうだ。

「眞緒ちゃんだってかわいいよっ。これからよろしくねっ」

　ちなみに、眞緒は寮りようで朱音と同じ部へ屋やになることが決まっている。寮は基本的に二人ふたり一部屋だが、瑞みず希きが一人ひとりで使っている関係で朱音も一人になってしまっていたのだ。そこに眞緒が転校してきたので、自然と朱音の部屋に入ることになった。

　前々からルームメイトを欲しがっていた朱音は、飛び上がるのではないかというほど喜んでいた。

「う、うん。よ……よろしく……」

　朝の自己紹介の緊張ぶりからしても、眞緒は人見知りするようだ。こうやって和なごやかに雑談している中でも、眞ま緒おの顔には緊きん張ちようが見える。統とう吾ごと比ひ較かく的てき緊張せずに話せているのは、少なからず統吾が顔見知りだったということが理由だろう。まあ、統吾は眞緒のことを知らないわけだが。

「それじゃあ、そろそろ教えてくれないか？　お前のこと。何でお前がアーチバールの魔ま王おうなのか」

「うむ。まずは、どうして眞緒が魔王になったのかというところから話そうと思う」

　ジュースを一口飲むと、眞緒は話し始めた。

　眞緒は、アーチバールの中でも王都から遠い、田舎いなか町まちで暮らしていた。そこは農業が盛んな地方で、眞緒の家も農家だった。

　ある日、眞緒は山菜を採りに一人ひとりで山に入った。通かよい慣なれている山だったので特に迷うこともなく、山菜採りは順調に進んでいた。

　そして眞緒は、山の奥でぽっかりと口を開いた洞どう窟くつを見つける。今までこんなところに洞窟などなかったはずなのだが、この前起きた地じ震しんが原因なのではないかと眞緒は思い至った。地じ盤ばんが動いて、洞窟が現れたのではないのかと。

　好こう奇き心しんには逆らえず、眞緒はその洞窟に入っていく。まだ日も高かったし、それほど深くないと高たかを括くくっていた。しかし洞窟は意外と深く、出口に辿たどり着つきそうな気け配はいもない。さすがに怖くなってきて引き返そうかと思った頃ころ、眞緒はかすかに光を見つける。

　そこは淡あわく発光する水すい晶しように囲まれた、どこか幻げん想そう的てきな場所だった。そこには、一つの大きな鎧よろいが置かれていた。黒光りする、王都の兵士が着けている物よりも頑がん丈じようそうな立派な鎧だった。

　眞緒は迷わずその鎧を着た。

「何で迷わず着ちゃうんだよ！　せめて躊躇ためらえよ！」

「むう。トーゴだって目の前に鎧があったら着るだろう？」

「そりゃあ……着るけどさ」

　鎧は男のロマン。そうなのだ。

「結局着るんじゃない」

　瑞みず希きが一つため息。

「その鎧っていうのが、あの魔ま王おうが着てた鎧ってことか」

　しっかり兜かぶとまでかぶっていたから、中に誰だれが入っているかなんて見えなかった。だが、あの時あの鎧の中には、この小さな少女が入っていたのか。眞緒と鎧では大きさが合わないが、眞緒は鎧の胴どうの部分に入っていたと考えるのが妥当だろう。

「そうだ。あの鎧には大量の魔ま力りよくと、着た者の心を乗っ取る力があったのだ」

　その黒い鎧を着てしまい、鎧に心を乗っ取られてしまった眞緒は、自らを魔王と称してアーチバールを支配しようと考えた。魔力を使って魔物を作り出し、人々を襲おそい、世界征せい服ふくに乗り出したのだ。

「それが、俺おれが来るちょっと前だな」

「うむ。トーゴがまだイケメンだった頃ころのことだ」

「俺はそんな異例の進化はしてねえよ！　生まれた時から人間だ！」

「あら、イケメンって言われたのに怒らなくてもいいじゃない」

　瑞みず希きはそう言うが、これはちょっと違うのだ。

「穂ほ科しな、アーチバール語で『イケメン』は『ウシガエル』のことなんだよ」

「……めんどくさ」

　あ、こいつ諦あきらめた。

　そこからは統とう吾ごも知っている。魔ま王おうは城を作り、そこを拠きよ点てんとした。もちろん人間たちも一方的にやられているわけではなく、軍を強化し魔ま物ものに立ち向かった。だが平和慣れしていたアーチバールの民は魔物に押され、城に差し向けた討とう伐ばつ部隊も結果は散さん々ざんなものだった。

「そこで、統吾の出番かい？」

「そうよ！　この勇者、雪ゆき村むら統吾が現れたのだ！」

　明あき道みちの言葉に胸を張る。

　兵士だけでは歯が立たないと悟さとった王は、アーチバールに伝わる禁きん忌きの魔ま法ほうを使い、別の世界から勇者を召しよう喚かんしようと試みる。それで召喚されたのが統吾だったのである。統吾は誰だれにも抜ぬけないと言われた伝説の剣をあっさりと抜き、強大な力を手に入れる。その力でもって魔物を追おい払はらい、ついには魔王を倒すのだ。

「勇者が現れたことは眞ま緒おも部下の調査で知った。まさかあの剣が抜かれるとは思わなかったぞ」

「ま、俺はなるべくして勇者になってわけよ」

「眞緒を操あやつっていた魔王も迎げい撃げき態勢を整えねばならんと思い、すぐに城の勝手口に鍵かぎをつけた」

「そっからか!?」

　それまで勝かつ手て口ぐちから出入り自由だったのか、魔王の城は。っていうか、勝手口は必要だったのだろうか。

「それから慰い安あん旅りよ行こう中ちゆうの部下を呼よび戻もどし……」

「呑のん気きだなおい！」

「もし勇者が城に乗のり込こんで来た時のために台本を書き……」

「あん時妙みように芝しば居いがかってたのはそれか！」

「慰安旅行中断の埋め合わせを考え……」

「ケアすげえ！」

「……ねえ」

　と、ぽつりと言ったのは瑞希だった。統吾と眞緒は「ん？」と、アイスを食べる瑞希に視線を向けた。

「何だ？」

「本当に危なかったの？　その世界」

　約三秒の間。統とう吾ごと眞ま緒おは顔を見合わせる。

「お、お前なんてこと言うんだよ！　大変だったんだぞ！　瑞みず希きはアーチバールに行ったことがないからそんなことが言えるんだ！　眞緒、お前の悪行を言ってやれっ」

「眞緒は、世界中の牛乳を低てい脂し肪ぼう乳にゆうにしてやったぞ」

「ほら！」

「『ほら』じゃないわよ！　それで世界の危き機きってどういうことよ」

　瑞希は知らない。アーチバールの人々の「濃こいのが飲みてえ、濃いのが飲みてえ……」という恨うらみの声を。

「た、大変だねっ。牛乳は濃いのがいいもんねっ」

「僕も同感だなあ」

　さすが朱あか音ねと明あき道みちは理解が早い。瑞希はまだ不満そうな顔をしているが。

「っていうか瑞希、濃いの飲まないからお前の胸も……」

「…………」

　無言で睨にらまれた。強制的に統吾の口が閉じる。

　胸にコンプレックスを持つ瑞希にこれ以上胸の話をすると氷こおり漬づけにされてしまうので、統吾は話を戻もどすことにした。

　実際、人的な被害も出ている。しかしそれをやった張ちよう本ほん人にんの前で言ってしまうことは、眞緒を追おい詰つめるようなことになってしまうので、敢あえて避けたのだ。

　しかし牛乳を低脂肪乳に変えたのは眞緒を乗っ取った鎧よろいの仕業なわけで、鎧は何を考えていたのだろうか。低脂肪乳が好きだったとしか考えられない。眞緒の話を聞く限り、魔ま王おうには世界を征せい服ふくしようとするいかにも魔王な部分と、勝手口だったり台本だったりというどこか抜ぬけた部分が混在していたようだ。これは統吾の推測だが、体ごと眞緒の心までも乗っ取った時に、眞緒の部分が少し残っていたのではないだろうか。この仮説が正しければ、眞緒はアホだ。

「それでまあ、なんだかんだで俺おれが魔王を倒たおしたんだよ」

「随ずい分ぶんとはしょったね」

「道中の話はまた今度な」

　魔王討とう伐ばつの旅は半年に及およんだ。その間、色んなことがあったのだが、それを話していると夜になってしまう。

　そして問題はこれからである。倒されたはずの眞緒が、どうやってこの世界にやって来ることになったのか。

「トーゴにやられたのは鎧だけで、中にいた眞緒は無事だったのだ。鎧が壊こわれたおかげで眞緒は心を取り戻すことができたのだ」

「そういうことだったのか」

　統とう吾ごは魔ま王おうを倒たおした時のことを思い出す。倒れた魔王が動かないから、完全にやっつけたと思って意い気き揚よう々ようと城を後にしたのだ。もっと入念に調べていれば、鎧よろいが壊こわれて眞ま緒おと対面していたかもしれない。決して、早く美女だらけの宴えん会かいに行きたかったからではない。決して。

　統吾が去った後、正気を取とり戻もどして鎧から出てきた眞緒だったが、魔王だった頃ころの記き憶おくはしっかりと残っていた。そしてこれからどうするか頭を抱かかえることになる。

　アーチバールの人々は魔王は滅ほろんだと思っていて、正体が眞緒であることなんて知らない。何事もなかったかのように生まれた町に帰ることもできる。両親も心配しているに違いない。だが、罪の意い識しきがつきまとう。いっそのことすべてを告白し、罰ばつを受けようか。しかし、これだけのことをした眞緒に待っている罰とは死刑に他ほかならない。鎧に心を乗っ取られていたと主張しても、信じてもらえるかなんてわからない。それを考えると自分が魔王だったと名乗り出ることもできず、眞緒はしばらくの間、城の中で一人ひとり、葛かつ藤とうすることになる。

「眞緒ちゃん……辛つらかったんだね……」

　朱あか音ねはお菓か子しを食べる手を止め、語る眞緒を見ていた。

「一度、様よう子すを見に城下町に行ったこともあった。すっかり平和になっていて、今ここで眞緒が出てきたりしたら、また混乱してしまうのではないかとも思った」

「城下町？　眞緒、城下町に行ったのか？」

「行ったぞ。どうかしたか？」

　統吾には気になっていたことがある。統吾は、魔王討とう伐ばつ成功の宴会の最さい中ちゆうに、転移魔ま法ほうのミスでこの世界に戻って来た。だから、その後のアーチバールを知らないのだ。

「俺おれの……勇者の像は作られてたか？」

「何かと思えば……そんなことどうでもいいじゃない」

　瑞みず希きは世界を救ったことがないからそんなことが言えるのだ。英えい雄ゆうになったなら、そこに望むのは立派な像。こんな勇者がいたのだと、ずっと語かたり継つがれて欲しいのだ。できればたくさん美化されて。

「あったぞ。城下町の広場に作られていた」

「おおっ！　作ってくれたんだな！」

「見事な一いつ刀とう彫ぼりであった」

「木像!?」

「風雨にさらされて、眞緒が見たときは何が何だかわからない状態だったぞ。台座に名前が書いてあったからギリギリでトーゴの像だとわかったくらいだ。それに一番生えてはいけないところにキノコが生えていたな。小さいのが」

「あいつら……俺がいないからって適当な仕事しやがって……。しかもキノコ小さいのかよ」

　浮かんでくるのは王様に村長、そしてお供の魔法使いラッカの顔。魔王討伐を引き受ける時、ちゃんと確約しておけばよかった。いい素材で像を作るようにと。純金で作れ純金で。

「でも、統とう吾ごくんの像なら見てみたいなー。ねえ眞ま緒おちゃん、どんなポーズだったの？」

　朱あか音ねが訊きくと、眞緒は立ちあがっておもむろにポーズをとった。

「確かこんな感じだったぞ」

「ちょっと待て！　お前その関節どうなってんだよ！」

「すごーい。眞緒ちゃん体柔やわらかいんだねー」

　どうしてアーチバールの連中はこんなポーズで像を作ろうと思ったのだろうか。前ぜん衛えい的てきにもほどがある。そしてそれを表現できる眞緒の体はどうなっているのか。

「それでこの辺にキノコが……」

「ほら、女の子がそんなことしちゃいけないよ」

　眞緒の手がよろしくないところにいく前に明あき道みちがたしなめた。眞緒は座り、話が再開する。

「トーゴの像はともかく、しばらくして、魔王の城を壊すことになって兵士たちがやって来たのだ」

　眞緒は焦あせった。ここにいることが兵士に見つかれば、問とい詰つめられ、自分が魔王だったことを告白しなくてはいけなくなる。その覚悟はまだなかった。今になってみれば、魔王に人ひと質じちにとられていたとか言っておけばよかったのだが、当時の眞緒はそこまで頭が回らなかった。

「それでどうしたんだ？」

「勇者が来た時用に魔ま法ほう仕じ掛かけの脱出装置を作っておいたのだ。それを使うことにした」

「そんなもんあったのか。じゃあ何で俺おれが来た時に使わなかったんだ？」

「お前が眞緒の部へ屋やに飛び込んで来た時、『こいつならバカそうだから勝てる』と思ったのだ」

　まったく、失礼な奴やつである。

「言ってくれるじゃねえか。負けたくせに」

「う、うるさい！　部屋の扉とびらを押して『これ開かねえぞ』なんて苦労している奴に負けるはずがないと思ったのだ！」

「魔王に通じる扉が引き戸だなんて誰だれが思うか！」

　ガラガラっと開いた時にはリアクションに困ったものである。

　兵士によって城が壊されていく中、眞緒は脱出装置を起動させる。しかしずっと放置していた装置は誤作動を起こし、眞緒を別の世界へと飛ばしてしまう。

「色々脱だつ線せんしたけど、ようやくここまで来たわね」

　瑞みず希きはちょうどアイスを食べ終えていた。

「俺がいなくなってから、そんなことになってたんだな」

　眞緒がこっちの世界に来たことで、事実上アーチバールから魔王はいなくなった。またあの鎧よろいのような物が出てこない限り、あの世界の平和は続く。後は統吾の像を作り直すだけだ。

「眞緒はこの世界に来て、言葉を学び、これからはこの世界の住人として生きていくと教えられた。きっとアーチバールには戻もどれない。だから眞ま緒おは決めたのだっ」

「この世界を征せい服ふくしようってか？」

　茶化してみても、眞緒の真しん剣けんな目は変わらない。

「違うっ。この世界では誠実に生き、いいことをたくさんしようと誓ちかったのだ！」

　眞緒は強く拳こぶしを握にぎる。ででーん、と、後ろに津つ波なみが迫せまるような演出がなんとなく見えた。

「でも眞緒ちゃん、悪いことをしたのはその鎧のせいだったんでしょ？　眞緒ちゃんがそれをしょい込むっていうか、罪つみ滅ほろぼしをするっていうのは……」

　朱あか音ねの語尾は沈んでいく。言いたいことはわかる。いくら魔ま王おうの正体が眞緒だったとはいえ、それは全部鎧がやったことで、媒ばい体たいとして乗っ取られていた眞緒に罪はない。眞緒はそんなことは忘れて、普ふ通つうの女子高生としてこの世界で生きたって誰だれも文句は言わないのに。

　そう、魔王だった時のことなど、忘れてしまえればよかったのに。記き憶おくを残しておくなんて、タチの悪い鎧だ。

「いや、眞緒はそういうのはダメなのだ。自分が納得いく形でケジメをつけないといけないのだ。そうでなければ、眞緒が傷つけたアーチバールの人たちに合わせる顔がない。阿あ智ち原ばら眞緒という名前にしたのも、自分がアーチバールの魔王だったことを忘れないようにするためだ」

　もうアーチバールの人とは会うことなどないだろうに、眞緒はそう言った。

　小さく拍はく手しゆをしたのは明あき道みちだった。

「眞緒ちゃん、僕は感動したよ。そうやってしっかりと筋を通す。僕の友人にも一人、そういう人がいるよ」

　明道と目が合った。相変わらずのさわやかスマイルだ。ああもうキラキラする。

「偉えらいよ眞緒ちゃん！　私でよければ何でも協力するからねっ」

　朱音は眞緒の手を取った。眞緒は頰ほおを赤く染めて照れくさそうにしている。朱音は少なからず眞緒に共感しているのかもしれないと思った。偉大な魔ま法ほう使つかいの祖母と母を持ち、落ちこぼれと言われた朱音。この世界に来て、すごい魔法使いになる必要はなくなったけど、それでも魔法の練習を頑がん張ばろうという意思を持っている。

　眞緒はおもむろに鞄かばんから一冊のノートを取り出した。表紙には『眞緒の善行日記１』と書かれていた。

「何だそれ？」

「この国の言葉を勉強しているうちに、『一日一善』という言葉を知った。だから、このノートに一日でしたいいことを書いていくのだ」

　すでに『１』と書いているあたり、眞緒の決意がうかがえる。これから２、３と続いていくのだろう。

「いいことじゃない。誰かさんにも見習ってほしいわ」

　瑞みず希きはちらりと横目で統とう吾ごを見た。

「おいおい。俺おれなんて毎日善行だらけだって。今日だって、エコを考えてノートに何も書かなかったぞ。紙は大切な資源だからな」

「……ツッコまなくていい？」

「すみませんツッコんでください」

「バカ」

「もうちょっと練ねって！」

　かつて倒たおしたアーチバールの魔ま王おうと再会しただけでも驚おどろきだというのに、まさかその魔王がいいことをすると言い出すとは。わからないものである。

「というわけで、眞緒は今日きようから何でも屋さんなのだ。みんな、困ってることがあれば何でも眞緒に言ってくれ」

　眞緒はノートを片手に張り切っている。ここは何かお願ねがいして順調なスタートといきたいところなのだが、差し当たり困っていることはないな。お菓か子しもジュースもあるし。

　それはみんな同じのようで、変な沈ちん黙もくが部へ室やに降りてきた。

「うーん、今んところ特にはねえなあ」

「遠えん慮りよしなくていいんだぞトーゴ。何か、何かないか？」

「じゃあ背中掻かいて。かゆい」

「任せろっ」

　眞緒が席を立つ。そんなのでいいのか。冗じよう談だん半分で言ったつもりだったのに。

「トーゴ、どの辺だ？」

「えーっと、Ｃの２」

「ここか」

「そうそこ。あー……気持ちいいなこれ」

　意外にも眞緒は掻かき上じよう手ずだった。これで眞緒のノートの記念すべき一行目は『統とう吾ごの背中を掻いた』と書かれることになった。

「なんで座標でわかるのよ……。息ぴったりね、あんたたち」

　その瑞みず希きの言葉に、眞緒は統吾の背を掻くのをやめ、ぱっと跳とびのいた。統吾の背中を掻いた手を見て今にも震ふるえだしそうな顔をしている。

「どした？」

「ふ、不覚……勇者の背中を掻いてしまうとは……」

「なんだそれ。お前に敵対心向けられる覚えはないぞ」

　あの魔王の元げん凶きようである鎧よろいを壊こわして眞緒を解放してあげたのだから、感かん謝しやされるならまだしも、恨うらまれるのは心外である。

「いや、眞緒を鎧から助けてくれたことに感謝はしている。しかし、眞緒はお前に負けたのだ。それが悔くやしくて仕方ないのだ」

　魔ま王おうだった頃ころの記き憶おくがすべて残っているのだから、当然統とう吾ごに倒された時のことも覚えているはず。今までの言動からしても、眞ま緒おはとても負けず嫌ぎらいなのだろう。結果として眞緒が負けたことで世界に平和が訪れたわけだが、純じゆん粋すいな勝負として眞緒は統吾に負けた。それが嫌いやらしい。

「ふふん。まあそれはアレだ。俺おれの実力ってもんだ。魔王は勇者に勝てない。そーゆーもんなんだよ」

　胸を反らしてそう言った直後、もう一人ひとりの魔王の姿が浮うかんできたが、統吾はすぐにそれをかき消した。

「あの勝負は紙かみ一ひと重えだったじゃないかっ。もしかしたら眞緒が勝っていたかもしれないのだ！」

「どこが。俺、お前倒した後も超体力残ってたしぃー。タイヤ引っ張りながらウサギ跳とびで帰ったしぃー」

　本当は満まん身しん創そう痍いだった。魔王の城の外で待機していた兵士のところにたどり着いた瞬しゆん間かん、倒れてしまったのだ。そのまま丸二日寝て、起きたら王様のところに帰ってきていたのだ。

　すると、かすかに統吾の背中に寒さむ気けが走った。この「ぞわっ」とする感覚は魔ま力りよくである。振り返ると、眞緒がうつむいたまま魔力を放出していた。魔ま法ほうが使えず、魔力に鈍どん感かんな統吾でも忘れるわけがない。これは確たしかに、アーチバールの魔王の魔力。

「トーゴ！　今から眞緒ともう一度勝負しろっ！　負けたままでは気が済まんっ！　メレンゲドッグだ！」

　統吾はおもむろに立ち上がる。

「……よし、受けてやる。またぶっ倒して、アーチバールで一番強いのは誰だれかってことを教えてやるよ。屋上に行こうぜ、眞緒」

　売られたケンカは買わねばなるまい。というよりも、統吾には勝算があった。話を聞く限り、魔力を持っていたのは鎧よろいの方なので、今の眞緒にそれほどの力があるとも思えない。そもそも小さな女の子に拳こぶしをあげるなど紳しん士しとしてあるまじきこと。ちょこっとつついて、平和に終わらせよう。

　いや待てよ。さっき眞緒が魔力を発した時、それほど弱いというわけでもなかった。これは大きな思い違いをしているかもしれない。

「ねえ統吾くん、眞緒ちゃん、ケンカはダメだよお……」

　冷たい風の吹ふく屋上にぷれい部員と眞緒はやって来た。朱あか音ねは統吾と眞緒を見てはらはらしているが、瑞みず希きと明あき道みちに止める気はないらしい。

「好きなようにやらせておけば？　大事にはならないでしょ」

「でも瑞希ちゃん、統吾くんは強い勇者で、眞緒ちゃんはその統吾くんと戦った魔王なんだよ？　すっごく大きな戦いになっちゃわないかなあ。校舎壊こわれちゃったりしたら大変だよぉ」

「あ……そういえば朱音はあいつのこと……むぐっ」

　明あき道みちが瑞みず希きの口を塞ふさいでいた。これはファインプレーだ。

「しっ。穂ほ科しなさん、そのことは……ね？」

「わ、わかったから離はなれなさいよ！」

「あれ？　穂科さん、シャンプー変えたのかい？」

「うるさいっ」

　そんな三人のやり取りを横目に、統とう吾ごは眞ま緒おと対たい峙じしていた。眞緒は不ふ敵てきに笑う。

「トーゴよ、鎧よろいがない眞緒はたいしたことないと思っているだろう。しかし、あの鎧の魔ま力りよくは眞緒に定着し、眞緒はあの時と変わらない魔力を持っているんだぞ」

「マジかよ！　おい話が違うぞ！」

　やっぱりか。ということは、眞緒はあの魔ま王おうそのものということだ。

　そう言っている間にも、眞緒の魔力は膨ふくれていっている。このままでは、意外に接戦になるかもしれない。

「むふふ、降参するなら今のうちだぞ」

「……まさか」

　相手があの魔王と同じ魔力を持っていても、自分には頼たよれる相棒がいる。

　統吾は腰に下げた鞘さやから剣を抜いた。鍔つばに赤い宝石が埋うめ込こまれた統吾の相棒、アーチバールの伝説の剣。

「そ、それはトーゴカリバー！　くっ……、これは気を引ひき締しめないと眞緒も危ないな……」

　統吾は剣を構え、眞緒は両手に魔力を集めた。本来、校内での魔ま法ほうによるケンカは禁止されている。バレれば怖こわい生徒会長からのお仕し置おきが待っているのだが、統吾はそんなことすっかり忘れていた。

「こういうの、どんぐりの背比べって……んぐっ」

「穂科さん、本人たちは真しん剣けんなんだから」

　口を滑すべらせ気味な瑞希は明道に任せ、統吾は柄つかを強く握にぎった。どうする。斬きるわけにはいかないし、剣を囮おとりにして眞緒を転ばせて、動きを封じることで決着とするか。

「いくぞトーゴっ！」

「かかってこい！　眞緒っ！」

　二人ふたりが一歩踏ふみ出だした瞬しゆん間かんだった。

「ケンカはダメえええええっ！」

　突とつ然ぜん、眞緒でない魔力がそこに発生し、強きよう烈れつな光と共に一筋の緑色の魔法が統吾と眞緒の間を走った。その眩まばゆさに統吾は片目をつむり、眞緒と同時に足を止めた。魔法の光は空へと消え、見えなくなった。

　そこには、魔法の杖つえを持った朱音が、杖の先せん端たんをこちらに向けて立っていた。槍やりのような形で、先端についた宝石が西日を受けて輝かがやく。

「朱あか音ね……」

　今のは前に朱音に見せてもらった威い嚇かく用の魔ま法ほうだ。この魔法にはトラウマがある。トーゴカリバーは一度この魔法によって折られているのだ。

　すると、朱音は統とう吾ごに抱きついた。「うおっ」と統吾は一歩下がる。

「二人ふたりともケガしちゃうよぉ……。やめてよぉ……」

「いや、俺おれだって本当に剣で斬きるつもりはなくてな……」

「それでもダメだってばぁ！　私、二人が戦うところなんて見たくないよぉ……」

　朱音は今にも泣きだしそうだった。優やさしい朱音が、魔法を使ってまで仲ちゆう裁さいに入る。やめてほしいという朱音の思いが伝わって来た。それと柔やわらかい感かん触しよくも。

「わ、悪い……。俺もつい勇者の血っていうか、そういうのが……」

「うん……。眞ま緒おちゃんは魔ま王おうだったかもしれないけど、今は普ふ通つうの女の子なんだから、仲よくしようよ。ねっ？」

　朱音は統吾から離はなれると目じりを拭ぬぐって、笑え顔がおを見せた。自分はこの笑顔を曇くもらせてしまっていたのだ。これでは勇者、いや、男として失格だ。

　統吾はトーゴカリバーを鞘さやにおさめた。

「眞緒、今日きようの勝負はまた違う形で……眞緒？」

　気がつくと、眞緒はしゃがみこみ、統吾たちに背を向けていた。その体は見てわかるほど震ふるえている。

「眞緒ちゃんっ？　まさか私の魔法が……」

　慌あわてて統吾と朱音は眞緒に駆かけ寄よった。

「おい。お前今の当たってないだろうが。どうしたんだよ」

　朱音の魔法は統吾と眞緒の間を抜ぬけていったので、当たってはいない。が、眞緒は一種のショック状態に陥おちいっているようだった。カチカチを歯を鳴らし、目は虚うつろ。何か言っているようだが聞こえず、統吾は顔を近づけた。

　青くなった唇くちびるから、小さく声が漏もれ出でてくる。

「あの魔法……眞緒が……やられ……。どうして朱音が……簡単に……、あれは、アーチバールでも最強クラスの……」

「っ！」

　一いつ瞬しゆんにして、統吾はすべてを察さつした。統吾にしか察することのできないことだった。

　眞緒のトラウマが、朱音によって呼び覚まされている。

「統吾くん、眞緒ちゃん何て言ってるの？」

　次に統吾が取るべき行動は、一つしかなかった。

　空を指差す。

「あっ！　鳩はとサブレが飛んでる！」

「え？」

「うおおおっ！」

　朱あか音ね、明あき道みち、瑞みず希きの視し線せんが空へと向く。その隙すきに、統とう吾ごは震ふるえる眞ま緒おを抱きかかえ、全ぜん力りよく疾しつ走そうで屋上から逃げ出した。

「鳩サブレなんて飛んでないよー？　あれ？　統吾くーん？」

「何やっての？　あいつ」

「さあ。そういえば、メレンゲドッグってリベンジマッチのことだよね」

　統吾の去った屋上では、明道が随ずい分ぶんと遅れて訂てい正せいをしていた。







　屋上から階段を駆かけおりた統吾は廊ろう下かを風のごとく走はしり抜ぬけ、昇しよう降こう口ぐちから飛び出し、一直線に寮りようへと向かった。腕うでの中の眞緒はまだ震えている。これは重傷だ。

「あら雪ゆき村むらくんお帰りなさ……って、その娘こどうしたの!?」

　一年Ｂ組の寮の玄関で、寮りよう母ぼの風かざ見み奈な々な子こと出くわした。二十代後半で、愛あい嬌きようのある人だ。もちろん奈々子もこの世界の人間ではない。

「大だい丈じよう夫ぶっす！　ちょっとトラウマカーニバルなだけでっ」

「お祭りには見えないけど!?」

　靴くつを脱ぬぐのももどかしく、統吾は自分の部へ屋やに入った。同意なしに女の子を部屋に連れ込んだりしたら、奈々子の恐おそろしいお仕し置おきが待っている。しかし、今はそれどころではない。事情は後で説明しよう。

　統吾と明道が暮らすこの部屋は、間取りで言うと２ＤＫである。ダイニングには冬になって設置したこたつがあり、統吾はまずそこに眞緒を座らせた。

「ほら、とりあえずこれ飲め、な？」

　温かいココアを入れ、眞緒に差し出す。屋上にいた時よりは少し落ち着いてきたようで、眞緒はココアにそっと口をつけた。

「……トーゴ、どういうことなのだ。どうして朱音があの魔ま法ほうを……あんな簡かん単たんに……」

　眞緒は縋すがるような目で統吾を見つめた。

　朱音が使ったあの魔法は、統吾とラッカが魔ま王おうだった眞緒と戦った時、ラッカが使ったものにそっくりなのだ。それはアーチバールではかなりの高等魔法で、ラッカが決死の思いで放ち、それは魔王に大きな傷を負わせ、統吾の最後の一ひと振ふりを命中させることができた。

　記き憶おくが残っている眞緒にとって、あの魔法は脅きよう威い以外の何ものでもないはず。

　統吾は向かいに座り、眞緒の緑色の目を見た。

「これから、マジで超リアルな話をする。ちゃんと聞いてくれ。俺おれとお前にとって、すげー大切なことだ」

　眞ま緒おはこくりと頷うなずいた。

　この世界とアーチバール以外にも、世界はたくさん存在する。それは衝しよう撃げき的てきな事実ではあるが、すでに眞緒も認にん識しきしているはずだ。

　そして問題は、数々の世界の中でも、アーチバールは弱い部類に入るということだ。そこで一番強い勇者でも、他ほかの世界の住人と比べたら負けてしまう。

「それじゃあトーゴは……」

「ああ。ぶっちゃけると、俺おれは朱あか音ねにも瑞みず希きにも勝てない。トーゴカリバーだって、朱音のさっきの魔ま法ほうで一度折れてるんだ」

「そんなっ……。百歩譲ゆずって、眞緒がトーゴよりほんの少し弱くても、眞緒には魔ま王おうの魔ま力りよくが残っているんだぞ。トーゴの次には強いはずだっ」

「アーチバールでは、な」

　眞緒はもう一口、ココアを飲む。頭の中でゆっくりと、今の話を嚙かみ砕くだいているようだ。

　やがて、ぽつりと言った。

「……こういうのを、世せ知ち辛がらいというのだな」

「それまさにジャストだわ」

　日本語が堪たん能のうなようで結けつ構こう。

　今となっては夢物語だが、眞緒があのままアーチバールにいて、魔王だった素す性じようを隠かくして魔ま法ほう使つかいになれば、アーチバールで一番になれたに違いない。だが、この世界に来てしまった。

　ここにアーチバールのトップ２がいるというのに、どちらも学校の中では下から数えた方が早いという、なんとも情けない話だ。

　統とう吾ごは眞緒の言葉を待った。自分の弱さを知った眞緒が、どう思うのか。

　この世界にはモンスターもいないし、魔王もいない。剣や魔法による争いなんてない平和な世界で、冷静に考えれば強くある必要はない。確たしかにこの学校の中では弱い方だけれど、大多数の一いつ般ぱん人じんと比べれば段違いに強いし、もし力ちから自じ慢まんとケンカをしても、熊くまに襲おそわれても負けることはない。

　でも、きっと眞緒はこう言うのではないだろうか。

「眞緒は、強くなりたい」

　ほら言った。

「同感だな。実は俺もそう思ってる」

「トーゴもなのか？」

「まあな」

　統吾は、朱音という女の子が大好きだ。これまで何人かの女の子を好きになってきたが。比べものにならないくらい好きだ。ゾッコンなのだ。

　統吾の弱さは瑞希たちにはバレてしまっているが、朱音だけは統吾は誰だれよりも強い勇者だと信じてくれている。統とう吾ごが朱あか音ねの前では見み栄えを張り続け、朱音もちょっと天然なところがあるから、まだバレないでいる。そして朱音は、統吾に見合うような魔ま法ほう使つかいになりたいと思ってくれている。

　好きな女の子よりも弱い。そんな自分が統吾は許せない。だからこそ、見栄を見栄でなくすために、統吾は強くなろうとしている。

「トーゴも弱いのは嫌いやなのだな」

「勇者だし、男だしな」

　でも、一か月前の合宿で、統吾は一つの課か題だいにぶつかることになる。魔法を教えて欲しいと、副会長であり恐おそろしく強い魔法使いである水み無な瀬せ悠ゆう子こに頼たのんだ時のことだ。

　剣も魔法も、何でもできる必要はない。そう悠子は言った。それなら、仲間も友達もいらないのではないかと。

　強くなるとは、どういうことなのか。統吾に与えられた課題はとても漠ばく然ぜんとしていて、統吾は悠子の言葉を思い出しては頭をぐるぐる回している。

　重い物を持ち上げられる筋力なのか、山を消し飛ばせるような魔法を使える魔ま力りよくなのか、それとも、もっと違う何かなのか。

　眞ま緒おは、ぬるくなったココアを一気に飲み干した。

「人に喜ばれるようなことをするには、眞緒自身が強くなくてはいけないと思うのだ。誰だれかが岩の下した敷じききになっていても、持ち上げられないと意味がないからな」

「そんな場面に遭そう遇ぐうすることはないと思うが、まあ、必要だよなあ」

「ならば話は早い。朱音は眞緒たちより強いのだから、朱音に教えを乞こおうじゃないか」

　そう言って眞緒は立ち上がり、部へ屋やを出て行こうとする。

「ちょ待ちょっ！」

　後に『統吾タックル』と命名されるその技は、見事に眞緒の腰に決まり、絨じゆう毯たんの上に押し倒した。

「ぶにょっ！」

　変な声を出して、眞緒は顔がん面めんをぶつけた。

「待て眞緒！　早まるな！　あかん！　それだけはあかんのや！」

「何をするこのバカトーゴ！　急に訛なまるな！」

　朱音に教えを乞う。なるほど眞緒からすればそれは順当な選択なのかもしれない。しかし、眞緒が朱音より弱いことを朱音が知るということは、同じ世界出身の統吾の強さに疑いが持たれてしまうということだ。

　眞緒は統吾が戦った魔ま王おうなのだから、眞緒もとても強いのだと朱音は思っているだろう。今は、そのままの認にん識しきでいて欲しいのだ。

「いいか眞緒、お前は仮にも魔王だったわけだ。そりゃ乗っ取られてただけだが、記き憶おくはあるし、一応、魔ま王おうって肩かた書がきはお前にもある」

「……ふむ、そうだな」

　眞ま緒おは統とう吾ごに倒たおされてうつ伏ぶせのまま、首だけを回して統吾を見上げた。

「その魔王が、いち魔ま法ほう使つかいに教えを乞こうってのは……どうかと俺おれは思うなあ」

「…………」

「ひっそりと鍛きたえておいてさ、いざって時にドカーンとすごいところを見せて、みんなに『やっぱり眞緒は強いなあ』って言われたく……ないか？」

「言われたいぞっ！」

　思ったより楽に、いや、思った通り、眞緒を言いくるめることができた。他ほかの誰だれに弱いと思われても構わないが、朱あか音ねにだけは思われたくないのだ。

「じゃあ俺たちは普ふ通つうに強いアーチバールの勇者と魔王だ。いいな？」

「わかった。こっそり強くなろうではないか」

『アーチバールは実は強いというところをそのうち見せてやろうじゃないか同どう盟めい』が締てい結けつされた瞬しゆん間かんであった。

　危ない危ない。ふと、高校に入学して散さん々ざん自分は昔ワルだったと自じ慢まんをして、ある時中学の同級生とはち合わせして「え？　あいつ美化委員だったけど」とバラされてしまった人のことを思った。会ったことはないけど、どこかにいると思う。

「それじゃあ、一回学校に行くか。朱音たちも捜さがしてるだろうし」

「いや、眞緒はすぐにでも強くなる修しゆ業ぎようを始めるぞ。トーゴ、何をすればいい？」

「強くなるっていうのが漠ばく然ぜんとしてるからなあ……。まあ、わかりやすいところで言えば体を鍛きたえるとか……」

「ならば筋トレだっ」

「うおっ」

　眞緒は統吾を背中に乗せたまま腕立て伏ふせを始めた。この世界の女の子であればこんなことできるはずがないのだが、眞緒も体は一般人を遥はるかに凌しのいでいるようで、統吾の体が上下する。というより、筋トレが強さに直結するかというと疑問である。どちらかというと魔ま法ほうの練習をした方がいいのではないだろうか。せっかく魔法が使えるんだし。

「いーち、にーぃ、おいトーゴ、今何時だ？」

「ん？　五時だぞ」

「ろーく、なーな……」

「どこで覚えたその技術！」

　その時、部へ屋やのドアが開いて明あき道みちたちが入ってきた。

「あ、ここにいたんだね」

　と、三人の動きが止まる。どうしてそんなところに突つっ立たっているのか。入ってくればいいのに。寒いし。

「統とう吾ご……あんた何やってんの！　……その、アレなの？　小さい子供が好きっていう……そーゆー趣しゆ味みなの？」

　瑞みず希きは肩を震ふるわせて。

「あれ？　二人とも何してるの？　新しい遊び？」

　朱あか音ねは興きよう味み津しん々しんで。

「それは何ていうプレイだい？」

　明あき道みちはいつものスマイルで。

　そこで統吾はやっと、自分が小こ柄がらな女の子の上に乗っかっているということに気づいた。もし眞ま緒おが仰あお向むけであったなら、事態はもっと深刻なものになっていたかもしれない。

　しかし、統吾は冷静に考える。眞緒に乗っているということに気づいた今でも、こう、何もこみ上げてくるものがない。つまり自分は瑞希の言うところのそういう趣味の持ち主ではないのだ。だいたい、瑞希の発言は眞緒に失礼ではないのか。

「よし。よかったよかった」

「何がよ!?」

「トーゴ、次は腹筋だ。足を押さえろ」

「ほいきた」

「だから離はなれなさいっ！」

「穂ほ科しなよ、俺おれは眞緒の筋トレを手伝ってるだけじゃないか。それとも何だ？　お前には違うふうに見えたのか？　どんなふうに見えたのか言ってごらん？」

　そこで言葉に詰つまる瑞希。目を泳がせた先には明道がいた。

「そ、それは……。明道、あんたが言いなさいよ」

「僕にはちょっとわからないなあ。筋トレにしか見えないし」

「あ、あんたプレイとか言ってたじゃないっ……」

　そして朱音による最強の攻こう撃げきが瑞希を襲おそった。

「ねえ瑞希ちゃん。統吾くんと眞緒ちゃんは何しているみたいに見えたの？」

　その武器の名は「無知」または「天然」という。悪意しかない統吾と明道と違い、純じゆん粋すいな気持ちで訊きいてくるものだから、対処に困るのだ。

　ここからが統吾の疑問であるのだが、追おい詰つめられた瑞希は統吾を窓から放り投げるという謎なぞの選せん択たく肢しを取ったのだ。

「うるさああああいっ！」

　統吾の体は他ほかのクラスの寮りようの上を越え、葉もまばらになった木々が並ぶ森へと飛んでいく。

　風を感じながら、統吾は腕うでを組んだ。

「これ理り不ふ尽じんじゃね？」






　第２話　勇者たるもの、宝物はしっかり隠しておくべし







　眞ま緒おが転校してきて一週間ほどが経たち、十二月に入って二度目の土曜日を迎えた。天気予報では、今日はずっと曇くもりのようだ。

「統とう吾ご、ちょっといいかい？」

「私のお願いは一つなのー、彼をここまで連れてきてー」

「ねえ、聞こえてる？」

「力ずくでも構わないわー、筋肉質のサンタさーん。……ん？　おう悪い」

　統吾が好きなアイドルグループ『Ｓ水Ｄ道Ｂ橋28』の新曲『メリメリクリスマッスル』を部へ屋やで熱ねつ唱しようしていると、明あき道みちが訪ねてきていた。

「相変わらず好きだね。ライブのチケットは取れたのかい？」

「いや、ダメだったよ。やっぱすげー人気だな」

　統吾は年末の年とし越こしライブのチケットを申もうし込こんだが落選し、涙なみだを飲んだばかりである。ＣＤを一枚買うと応おう募ぼ券けんが一枚手に入るので、たくさん買えばそれだけ当選する確かく率りつも上がるのだが、統吾のお小こ遣づかいではそれも叶かなわない。

　それで、と、ベッドに座るように促うながし明あき道みちに用を訊きく。

「これを見て欲しいんだ」

　と、明道はいつも読んでいる雑誌を広げた。時期が時期だけに、クリスマス特集にページが割さかれている。

「クリスマス……そんな季節だな」

「それが僕にはわからないんだ。お祭りって認にん識しきでいいのかな」

　そうか。明道は今年にこの世界に来たから、クリスマスは初めてなのか。雑誌でもテレビでも頻ひん繁ぱんに目にしているはずだから、興きよう味みが出るのも当然だ。

「祭りっちゃあ祭りなんだけどさ」

　統吾は自分の知ち識しきの中から簡単に説明した。本来はキリスト教が関係するイベントなのだが、日本ではあまりその辺は意い識しきされていないこと。とりわけ恋人たちの日というイメージが強いこと。みんなこぞってフライドチキンを食べること。イブに降る雨は夜よ更ふけ過ぎに雪へと変わっていくこと。

「へえ、恋人たちの日かあ。だからデートスポットの記事が多いんだね」

　明道は雑誌のページをめくりながら言った。

「何かと騒さわぎ過すぎだって毎年思うけどな」

　斜しやに構えるわけではないが、まあ、商業が絡からんでいる以上、仕方ないのかもしれない。

「そういうのはこの国のいいところだと僕は思うよ。ところで参考までに訊きくけど、統とう吾ごは今までクリスマスって……」

「マリカー大会に決まってるだろ！」

　彼女がいない男たちが集まり、ひたすらマリカーをする。中学時代のクリスマス三回はすべてそうやって過ごした。統吾は皆かい勤きん賞しようだ。

「それはそれで楽しそうだね」

「徹てつ夜やで遊んで夜が明けた時のむなしさが尋じん常じようじゃないけどな」

　明あき道みちは雑誌を閉じて立ち上がった。

「ありがとう。一大イベントみたいだったから知りたかったんだ。って言っても、この学校のみんなはクリスマスのことはよくわからないと思うし、そんなに盛り上がらないかもね」

「あー、そうかもなあ」

　ここにいるのは別世界から来た人間ばかり。この世界のイベントに馴な染じむにはまだ時間がかかるかもしれない。流行に敏びん感かんな女子は、すでにクリスマスについて調べているかもしれないけど。

「そうだ。僕はこれから外に買い物に行くんだけど、暇ひまなら一いつ緒しよに行かない？」

「悪い。今日はやることがあってな」

「わかった。夕食の材料もついでに買ってくるよ。それじゃあ」

　世間に存在を知られてはいけないという絶対の掟おきてがあるため、統吾たちは学校と寮りようという限られた範はん囲いで生活を送っている。なので、ここ以外の場所を『外』と表現することがある。とは言っても外出が禁止されているわけではなく、買い物にいってもいいし、旅りよ行こうに行ってもいい。ただし、異能の力を使わないというルールを守れば、である。これを破るときっと言葉では伝えられないほどの罰ばつが待っている。

「…………」

　明道が部へ屋やを出て行った後、統吾は机のひきだしから一冊のノートを取り出した。

　クリスマス。

　このイベントを忘れるはずがない。

　確たしかに、去年までは男どもとマリカーをしていた。それはそれで楽しかった。「バナナ投げの統吾」という異い名みようもあった。しかし、クリスマスとはもっと違う日なのだ。マリカーはいつでもできる。

　好きな人と、男ではなく女の子と一緒にいるべき日なのだ。

　ノートの表紙には『クリスマスらぶらぶ計画』と堂々と油性マジックで書かれている。

　もし統吾が別世界に行って帰ってくることなどなく、普ふ通つうの高校一年生として過ごしていたなら、きっと今いま頃ごろはマリカー大会の計画を友達と話し合っていただろう。だが今は、クリスマスを一いつ緒しよに過ごしたい人がいる。

　今年は絶対に、朱あか音ねといい感じのクリスマスを迎むかえるのだ。

　ノートには、十二月に入ってから書かき溜ためた様々な案が書かれている。そう、統とう吾ごはすでにクリスマスに向けて動き出していたのだ。

　クリスマス前には期末テストがあるのだが、勉強の内容は別世界出身の人間にあわせて簡かん単たんになっているので、この世界で勉強をしてきた統吾にとってはとても易やさしいのだ。こればかりは帰き還かん組ぐみの僥ぎよう倖こうと言わざるを得ない。

　なので、統吾はクリスマスに集中することができる。

　ノートには色んなことが書き出してあり、その中でも蛍けい光こうペンで囲まれている文字があった。

　プレゼントだ。

　兎とにも角かくにもプレセント、何が何でもプレゼント。どんな計画を立てようと、これだけは絶対に必要になる物だ。プレゼントを渡わたされて喜ばない女の子なんていない。彼女などいたことのない統吾だが、それだけはわかる。

　しかし、問題はプレセントを何にするか。朱音なら何をあげてもきっと喜んでくれるのだろうが、やはり欲しいと思っている物をあげたい。さりげなく調査をしていたのだが、朱音が自分から「これが欲しい」と言うこともなく、調査は壁かべにぶつかっている。だからと言って、直接訊きいてはプレゼントのサプライズ性がなくなってしまう。

　が、ここに来て一つの光が射した。それが眞ま緒おだ。朱音と同室になった眞緒ならば、朱音が欲しがっている物を知っているかもしれない。明あき道みちの誘さそいを断ったのは、眞緒に朱音のことを訊くつもりだったからだ。

「それじゃあ、また一緒に行こうねっ」

「うん。楽しかったぞ」

　と、外から眞緒と真ま奈な花かの声が聞こえてきた。窓から顔を出すと、どうやら二人ふたりはラヒダの散歩に行った帰りらしい。真奈花が寮りように戻もどった後も、眞緒は小屋の前でラヒダと遊んでいる。

　眞緒はどんどんクラスに馴な染じんでいっている。人の役に立ちたいという健けな気げな姿勢と、人形のようなかわいらしい容姿もあって、女子たちから人気を集めている。未いまだになかなかクラスに溶とけ込こめていない統吾からすれば羨うらやましい限りだ。

「おぅい！　眞緒ー」

「む、トーゴか」

　統吾の部へ屋やは二階。眞緒はラヒダを小屋に入れるとこちらを見上げた。統吾は手て招まねきする。

「ちょっと俺おれの部屋に来てくれないか？　話したいことがあるんだ」

「なんで眞緒がお前のところに行かなければいかんのだ。今日きようはもういいことをしたし、これから朱音とごろごろする予定なのだ」

「ごろごろする」が予定に入っている時点で暇ひまだということがわかる。

　仕方がない。統とう吾ごは「ちょっと待ってろ」と言ってキッチンの冷蔵庫に向かった。そこからキュウリを取り出し、再び窓に戻もどる。

「ほら、これやるから」

　キュウリを見せると、眞ま緒おの目の色が変わった。これは、瑞みず希きが新作のアイスを見た時とよく似ていた。

「そ、それはヌロンボ！　ヌロンボじゃないか！」

　言うが早いか、眞緒は寮りように全速力で入っていく。三秒くらいでドアが乱暴に開かれる音がして、さらにこの部へ屋やのドアも開かれた。

「おお！　なんでこんなところにヌロンボが！　いいのか？　食べていいのか？」

「好きなだけ食え」

　統吾がキュウリを渡わたすと、眞緒は早さつ速そくパリポリと食べ始めた。
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　ヌロンボとはアーチバールにおける高級野菜のことで、この世界のキュウリに見た目も味もそっくりなのだ。アーチバールでは、ヌロンボなんて庶しよ民みんは食べることはできない。この世界で例たとえるならキャビアやフォアグラといったところか。

「眞緒は今最高に幸せだぞ！」

「あ、こぼすな。服が汚よごれるぞ」

　今日の眞緒は白いセーターにチェックのミニスカートという格かつ好こうで、おそらく朱あか音ねのコーディネートだろう。

「ふう……。眞ま緒おは満足した。それじゃあな」

「待てぃ」

「みゅい」

　キュウリ二本を平らげてさっさと部屋を出て行こうとした眞緒の、尻尾しつぽみたいな金きん髪ぱつを握にぎる。眞緒の髪かみを初めて触さわったが、シャンプーのＣＭに出られるのではないかというほど艶つやがあり、サラサラとした感かん触しよくだった。

　眞緒をベッドに座らせ、統とう吾ごは椅い子すに座る。

「率直に言うぞ。朱あか音ねが欲しがってる物は何か知らないか？」

「朱音が？」

「そう、何でもいいんだ。一いつ緒しよに暮らしてるんだから、聞いたことあるだろ？」

　眞緒は腕を組み、視し線せんを天てん井じように移す。

「うーん……朱音はそういう話をしないからなあ」

「っていうか、お前と朱音って部屋でどんな話してるんだ？」

「テレビとか、クラスの友達の話とか、部室で話しているのとあまり変わらないぞ」

　眞緒はぷれい部の部員ではないが、よく放ほう課か後ごは部室に遊びに来ている。八割はお菓か子し目当てだろうが。

「お、俺おれのこととか話したりしてない？」

　聞きたいような聞きたくないような。もしかしたら朱音の本音を眞緒は聞いているかもしれない。自分で訊きいておいて緊張してきた。

「アーチバールにいた時のトーゴのことは訊かれたな。眞緒と戦った時のことだ」

「ちゃんとカッコよく言っただろうな」

「それなりに勇者していたとは言っておいたぞ。ただ……」

「ただ？」

「戦いが始まる前に『頼たのむぜ、相棒』と言って剣にキスしたのはどうかと思うぞ」

「それ言っちゃったのかよ！」

　あれはその場の勢いでやってしまったのだ。あそこにいたのは魔ま王おうとラッカだけだったし、誰だれかに知られることなどないと思っていたのに。なんと恥はずずかしい。統吾は頭を抱え、しばらく唸うなっていた。

「朱音は『統吾くんは武器を大切にするんだね』と言っていたぞ。よかったんじゃないか？」

「なんかずれてる気もするが、ならいいか」

「眞緒もカッコいい武器が欲しかったぞ」

　統吾は眞緒と戦った時のことを思い出した。統吾はトーゴカリバー、お供とものラッカは魔ま法ほうの杖つえを持っていた。それに対して魔王は素す手で。ピンチになったら禍まが々まがしい武器が登場するのかとも思ったがそんなこともなく魔ま王おうはやられた。

「やたらと関節狙ねらってきたもんな、お前」

　腕うでを摑つかまれ、三さん角かく締じめにもっていかれそうになった時は危なかった。

「いや、実は槍やりを持っていたのだ。その槍の刃やいばに触れたらどんな物でも錆さびてしまう魔ま法ほうの槍があったのだ」

「なんでそれ使わなかったんだよ」

「その能力のせいで槍自体が錆びてた」

　アーチバールの皆みなさん、世界を恐きよう怖ふに陥おとしいれた魔王は思いのほか残念でした。

　話が逸それた。統とう吾ごは改めて朱あか音ねが欲しがっているものはないかと訊きいた。眞緒は腕を組んで「うーん」と漏もらす。

「そうだ、昨日、部へ屋やのティッシュがなくなったぞ」

「ティッシュなら奈な々な子こさんに言って貰もらってこいよ」

「あっ、最近ブラジャーがきつくなったと言っていた」

「マジか！」

　まだ大きくなるというのか。制服の上からだとわからないのだが、朱音は着やせするのだ。幼く見える顔に似合わず大きな胸の持ち主で、それがもう、ね。

　その胸がまだ成長している。これは重大な情報である。

　でも、クリスマスプレゼントにブラジャーをあげるというのは、どう考えてもおかしいだろ。貰った方だって反応に困る。

　しかし、ついどんなブラジャーが似合うか考えてしまう統吾である。

　くそっ……。女の子の下着なんて見たことないから想像すらできない。

「明日あした晴れればいいなとも言っていたな」

「それは空に言ってくれよ……」

　なかなか有力な情報が手に入らない。キュウリ二本もあげたのに。

　もちろん統吾にも予算があるのだが、この日のために貯金を崩くずす覚かく悟ごはある。

　眞緒がダメなら瑞みず希きに訊いてみるべきか。そんなことを考え始めていると、眞緒が口を開いた。

「そういえば、時計とけいがどうこうと言っていたぞ」

「時計？　ああ、腕時計のことかな」

　言われてみれば、朱音が腕時計をしているところを見たことがない。ちなみに統吾は中学生から使っている安物の時計を持っているが、携帯電話があるのであまり使ったことはない。朱音も携帯を持っているから、仮に腕時計を持っていても活かつ躍やくの場は少ないだろう。

　だが、腕時計はいいかもしれない。確たしかに時間を確認するなら携帯で十分なわけで、どちらかというとアクセサリーとしての要素が強い。オシャレな腕時計をプレゼントすれば、喜んでくれるのではないだろうか。ベタと言われればそうかもしれないが、だからこそハズレがない。

　統とう吾ごはノートを広げ、『腕時計』と書き込んだ。ぬいぐるみなども候こう補ほに挙げていたが、やはり身につけてもらえる物がいい。

　考えれば考えるほど腕時計がピッタリだと思えてきた。ただでさえかわいい朱あか音ねが、腕時計を見る仕草。女の子だから手のひらを上にするようにして文も字じ盤ばんに目を落とす。そろそろ待ち合わせの時間なのだ。何の待ち合わせかって、それはもちろん自分とデート。

「これだっ！」

　目を見開いた統吾に、眞ま緒おは若じやつ干かん身を引いた。

「なんだいきなり……。というかトーゴ、何な故ぜそんなことを訊きくのだ？」

　この質問は当たり前。だから答えも用意してある。

「眞緒、クリスマスってイベントが近くにあるのは知ってるか？」

「うむ。テレビでたくさん観るからな。お祭りみたいなものだろう？」

「まあそんなところだ。それで、クリスマスにはサンタクロースっていうおじさんがプレゼントを持ってくるわけだ」

「赤い服を着た髭ひげの人だろう？　それも嫌いやになるほど観るぞ」

　そして統吾は自分の計画を話した。部長として、日ひ頃ごろからお世話になっている部員たちに内ない緒しよでパーティーの準備をし、プレゼントも用意しようと思っていること。だから朱音をはじめ、瑞みず希きや明あき道みちにも黙だまっていて欲しいと。

「かなり奮ふん発ぱつするつもりだ」

「ほうほう、いい心がけではないか」

　どうして眞緒は上から目線なのだろうか。負けたくせに。もともとこういう性格だったのか、それとも魔ま王おうだった頃ころの名残なごりか。

　もちろんパーティーの計画というのは噓うそだ。ぷれい部でパーティーというのもきっと楽しいに違いないが、やはりクリスマスは朱音と二人ふたりで過ごしたい。というより、毎日部室でお菓か子しとジュースでお喋しやべりをしているのだから、パーティーみたいなものだ。

「それでだ、お前が黙っててくれるなら、部員じゃないお前もパーティーに参加していいし、プレゼントも用意しよう」

「黙る！　眞緒は黙るぞ！　眞緒はチョシ村でも口が固いことで有名だったのだ」

　どこだそこは。

　とにかくこれで朱音へのプレゼントは決まり、眞緒から情報が漏もれることも封じた。クリスマス当日には眞緒からプレゼントをねだられるだろうが、協力してくれたのだから用意してあげてもいいか。

「お前には訊いておくか。何か欲しい物あるか？」

「眞緒はマフラーが欲しいぞ。毛虫みたいにふわふわしたやつがいい」

　例たとえが悪い。

「んー、わかった。探しておいてやるよ」

　これくらいの出費は必要経費というものだ。

　その時、ドアがノックされて、朱あか音ねの声が聞こえてきた。

「統とう吾ごくーん、いるー？　よかったら勉強教えてほしいのー」

「うおっ、朱音だ。眞ま緒お、絶対に内ない緒しよだからな。あと、クリスマスとかサンタを連想させる言葉も禁止だ」

「おう。アーチバールに誓ちかって黙だまっているぞ」

　統吾はクリスマスらぶらぶ計画ノートを机にしまって、朱音を迎むかえた。ドアを開けると朱音の後ろには瑞みず希きもいて、数冊の教科書とノートを持っていた。

「お、穂ほ科しなもか。テスト近いもんな」

　おそらく、朱音が瑞希を誘さそったというところだろう。

「悔くやしいけど、この世界の勉強はあんたに訊きくのが一番早いのよね。……あら、お邪じや魔まだったかしら」

　と、瑞希は玄げん関かんにあった小さな女物の靴くつに目ざとく気づく。

「いや、眞緒だし」

　小さいし、胸ないし、色気なんて皆かい無むだし、魔ま王おうだったし。ロリコンじゃないし。

「眞緒ちゃんこっちに来てたんだー。お散歩長いと思ってたの。お邪魔しまーす」

　朱音は勝手知ったるといった感じで部へ屋やに入っていく。朱音が部屋に遊びに来ることは頻ひん繁ぱんにあるし、ぷれい部のメンバーで一いつ緒しよに夕食を食べることもある。それでも女の子を部屋に入れるという行為はドキドキするもので、回数を重ねれば慣れてくるかとも思ったがそうでもない。特に朱音が来る時はどうしても緊きん張ちようしてしまう。

「あんた、眞緒と仲いいのね」

「まあ、同じ世界出身どうし、仲よくやりたいしな。この世界に来てまであいつが魔王だったってことを引っ張るほど、俺おれもしつこい性格してねえよ」

　そう言うと、瑞希は口の端はしで笑った。

「そういうところがあんたらしいわ」

「勇者ってのは器がでかいもんだ。ってか、訊きいていいか？」

「……何？」

「その格かつ好こうはどうしたよ」

　朱音はゆったりしたパーカーにジーンズといった部屋着。どこかに出かけるわけでもないのでこれはこれでいい。それに朱音は何を着ても似合う。

　対して瑞希は妙みようにバッチリ決めている。シャツに短いネクタイまで締しめて、ジャケットを羽は織おり、スカートの下にはタイツを履はき、いつでも外に出られる姿だ。それとも外出する予定でもあったのだろうか。

「べ、別にいいじゃない。最近買ったから、着てみたかったのよ」

「いや、それなら別にいいんだけどさ」

　雑誌で勉強しているとあって、瑞みず希きはオシャレだ。前いた世界で商人をしていた頃ころにはこんな服を着ることなんてなかったから、色々服を選べるのは楽しいらしい。

　こたつに集まり、コーヒーをいれて勉強会は始まった。

　ちなみに、転校してきたばかりの眞ま緒おは一回目のテストは免めん除じよされている。受けても結果は見えているし。

「……あいつは？」

　瑞希が明あき道みちの部へ屋やのドアを見て言った。

「明道は買い物に行った。夕方には帰ってくるから、そのまま飯めしにしようぜ」

「そう」

　心なしか、瑞希の表情が曇くもった気がした。小さな声で聞き取れなかったが「せっかくこの服……」と呟つぶやいたような。

「用でもあったのか？」

「え？　いや、別にないけど。あんたたち、いつも一いつ緒しよにいるじゃない」

「変な言い方するなよな……」

　統とう吾ごは知っている。クラスの一部、ほんの一部の女子が、統吾と明道の仲を噂うわさしているということを。クラスも部屋も、部活も一緒で、明道とはほとんど行動を共にしている。見る人が見ればそんなふうに誤解を招くのは仕方ないのかもしれないが、決してそんなことはない。自分は女の子が好きなノーマルな人である。明道だってそうだ。

　……きっと。

「ねえ瑞希ちゃん、ここの和訳なんだけど、これでいいのかなあ」

「えっと……『これはアンディですか？』『いいえ、これはかつてアンディだったモノです』でいいんじゃない？」

　何があったアンディ。

「あははっ。このチンギス・ハンはうちのクラスの茂も木ぎに似てるな」

「それ言っちゃダメ！　本人も気にしてるから！」

　テストのない眞緒は気楽なもので、歴史の教科書を読んで色々ツッコミを入れている。朱あか音ねと瑞希は、赤点だと補ほ講こうが冬休みに食い込んでしまうので必死だ。統吾としても、部員が赤点というのは避けたい。ただでさえ生徒会長に目をつけられているのに、赤点が出てしまうと体てい裁さいが余計に悪くなる。

「統吾、この数学の問題なんだけど……」

「ああ、これはまず、何がｘで何がｙかってことを考えるといいんじゃないか？」

「って言われても、Ｐっていうのも出てくるじゃない」

　瑞みず希きは考えている時の癖くせで、電でん卓たくを適当に叩たたく。さすがに関数は電卓では解けない。それにしても結けつ構こう難むずかしいな。

「さて朱あか音ね、君には保健体育を俺おれが教えてしんぜよう」

「え？　でも保健体育はテストないよ？」

「はは。細かいことは気にしない気にしない。では実技で……ぐえっ」

「はいはい。懲こりないわねあんたも」

　瑞希に裏うら拳けんを貰もらった。ちょっとした冗じよう談だんに決まっているではないか。朱音に突つき飛とばされたら窓の外まで飛んで行ってしまうのだから。

　眞緒と統吾を除いて勉強会は真ま面じ目めに進んでいった。この調子なら、クリスマスの話題は出そうにないな。

　こたつで足がぽかぽかして、眠ねむ気けが静かに忍しのび寄よって来た頃ころ、一度休きゆう憩けいすることになった。

「冬はラーメンが美お味いしいねー」

　小腹が減ったのか、朱音は食べ物の話題を切り出した。朱音はこの世界の食べ物を気に入っていて、特にラーメンが好きなのだ。どれくらい好きかというと、山で拾った狼おおかみに「メンマ」と名付けるくらい好きだ。

「じゃあ冬休みは遠出してラーメン屋巡めぐりでもするか」

「わあっ。それ行きたーい！」

　そんなに無む邪じや気きに喜ばれると、北は札さつ幌ぽろ、南は博多ラーメンまで食べさせてあげたくなる。

「ホント、この世界の食べ物はいいわよね。私も好きよ。この前食べた栗くりごは……」

「マロンライスな！」

　すかさず訂てい正せい。「クリ」はＮＧワードだ。

「何それ……。なんか、途と端たんに美味しそうじゃなくなったんだけど……」

「イマドキはみんなそう言うんだよ。スイーツっぽく！」

「スイーツじゃないじゃない」

　危なかった。栗ご飯からクリスマスに繫つながる可能性は十分にあった。

「私はね、沖縄料理もいいなって思うんだ。ゴーヤチャンプルでしょ？　サーター……」

「シーサーな！　俺おれも食べてみてえんだよなー」

　危なかった。サーターアンダギーからサンタクロースに繫がる可能性は十分にあった。

「落ち着けトーゴ、意外に遠いぞ！」

　意外にも眞ま緒おの的てき確かくな指し摘てきで、統吾は冷静さを取り戻した。

「シーサーって食べ物なの？」と首を傾かしげる朱音はかわいいとして、統吾は話題を変えるべく、冷蔵庫に向かった。時刻はちょうどおやつ時で、確たしか前に買っておいたものがあったはず。

「穂ほ科しな、これ食べてみ」

「これ……アイス？」

　瑞みず希きに差し出したのは、赤いパッケージのアイス。瑞希といえばアイス、アイスといえば瑞希。これはもはやぷれい部の常じよう識しきになっている。

「アイスは夏ってイメージあるだろ？　でもこれだけは冬になると食べたくなるアイスなんだ」

　ふたをとってみると、そこには白くて丸い物が二つ並んでいる。アイスというよりは大だい福ふくに見えるだろう。もちろん触さわれば冷たい。「美お味いしそうだねー」「眞ま緒おも食べたいぞ」と、朱あか音ねと眞緒も覗のぞきこむ。

「そ、そんなアイスがあるの？」

「あるんだよそれが。俺おれも好きだ」

　すでに瑞希の目はとろんと緩ゆるんでいて、今にもよだれが出できそうだ。前にソフトクリームと衝しよう撃げき的てきな出会いを果たし、今では家庭用のソフトクリームメーカーを買おうかどうか悩なやんでいるらしい。ここまで好きなら業務用でもいいのではないかと思う。

　付属の棒を刺さして、瑞希はそれを観かん察さつする。

「アイスを何かで包んでるのね」

「ま、食べてみろって」

　瑞希はそっとそれを半分ほど食べた。断面から、中にバニラアイスが入っていることがわかる。瑞希の口の中には、もちもちした食感とアイスの冷たさが広がっているはずだ。

「瑞希ちゃん、どう？」

「…………」

　吟ぎん味みしているのか、瑞希は無言のまま答えない。しかし様よう子すがおかしい。口も動いているように見えない。

　まさかと思い、統とう吾ごは瑞希の前で手をひらひらと振ふってみた。反応がない。

　額ひたいを押してみた。反応がない。
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「こいつ気絶してるっ！」

「あははははっ！　瑞希はおもしろいなあ！」

「瑞希ちゃんっ、しっかり！」

　朱音が体をゆすって、ようやく瑞希は意い識しきを取とり戻もどした。目を覚まして最初にしたことが残り半分のアイスを食べることなのだからたいしたものだ。

「今までにない味わいだったから、ちょっと意識が飛んだだけよ」

　人はどれだけ美味しい物を食べても気絶はしない。統吾だって、初めてカツカレーを食べた時に気絶はしなかった。

「マジで焦あせったぞ」

「心配させたなら悪かったわ」

　そしておもむろに瑞希は二個目のアイスに手を伸ばす。が、両サイドからの視し線せんに手を止めた。

「私も食べたいなー」

「ここは眞ま緒おと朱あか音ねで半分こが筋だろう」

「う……」

　瑞みず希きはすがるように統とう吾ごを見る。しかし統吾は首を横に振ふった。

「それしかない。二人にくれてやれ」

　アイスは二個入り。瑞希が一個食べて、朱音と眞緒が半分ずつ。これが最良だろう。統吾は我が慢まんすることになるが、そのうち買って食べればいい。百円だし。

　しかしそこにあるのは気絶するほどの衝しよう撃げきを受けたアイス。瑞希の中で何かがせめぎ合っているのが見えるようだ。ぎゅっと目をつむり、瑞希は戦う。

　やがて、その決着がついた。

「ごめんっ……！」

　残り一個のアイスを持って、瑞希は逃にげた。立ち上がり、すぐ後ろにあったドアを開ける。その先は統吾の部へ屋やだ。

「あっ、穂ほ科しなそこは床ゆかがっ……」

「きゃっ」

　フローリングだからタイツでは滑すべる。そう言いかけた時には、瑞希は見事に滑すべり、体勢を崩くずしていた。その拍ひよう子しに手からアイスを離はなしてしまうが、なんと瑞みず希きは宙ちゆうを舞まうアイスを口で捕とららえる。そのまま口に含み、しかし勢いは止まらずヘッドスライディングを繰くり出だした。

「なああああっ！」

　その芸当に感心している暇ひまはなかった。瑞希は、そのまま頭から統とう吾ごのベッドの下へ滑すべり込こんでいってしまったのだ。

　隠かくし場所の王道、ベッドの下。統吾もそれに漏もれず、大切な、かつ人ひと様さまにはお見せできない物をそこにしまっていた。山の中で暮らしているせいで手に入れる機き会かいが少なく、やっとのことでゲットした宝ともいえる、具体的には本。

「統吾くん、そこに何かあるの？」

「いや何でもない！　こら穂科、出てこい！　って、なんで持ちこたえてるんだよ！」

　瑞希の足を引っ張るが、びくともしない。ベッドの足を摑つかんでいる。間違いない、あれを読んでいる。

　やっとのことで瑞希を引っ張り出す。服に埃ほこりをつけて出てきた瑞希は何も持っておらず、とりあえず安心する。さすがに気を遣つかってくれたようだ。

　しかし瑞希の顔は赤い。女子が見るべきでないものを見てしまったのだから。瑞希がその気になれば、統吾はセクハラで訴うつたえられるかもしれない。

「穂ほ科しな……見てしまったか。俺おれのアレを」

「ま、まあ別に普ふ通つうじゃない？　あんたも男なんだし。こ、これくらいは持ってていいんじゃないの？　私も鬼おにじゃないから、朱あか音ねには黙っておいてあげるけど？」

　埃ほこりを払はらう瑞希は、最初こそ動どう揺ようしていたが、しだいに落ち着いてくると何かを計算しているようだった。そして、鬼ではないが商人の顔をしていた。統吾は交こう渉しようの開始を察した。

「……口止め料は？」

「あら、わかるでしょ？　私とあんたの仲じゃない」

　不ふ敵てきに笑う瑞希。敵に回したら怖こわいというのは、こういうことを言うのだと、統吾は身をもって知った。さっきのアイスでチャラ、というわけにはいかなそうだ。

　携帯を取り出し、電話をかける。

「明あき道みち？　ちょっとお願いがあるんだけどさ、今から言うアイス、店にあるだけ買ってきてくれない？　……うん、そう、領収書切っていいから。俺宛あてで」
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「朱音、お風ふ呂ろ空いたぞ」

　金色の髪かみにタオルをあて、眞ま緒おはテレビを観ている朱音に声をかけた。

「うん。このドラマが終わったら入るね」

　朱あか音ねと眞ま緒おの部へ屋やである。転校してきたばかりの眞緒には家具や服がまだ少なく、部屋着は朱音の物を貸してもらっている。だからサイズが大きい。

　統とう吾ごの部屋で勉強会をした後、明あき道みちが帰ってきてそのまま夕食になった。明道の作る料理は美お味いしかった。今日のは何といったか、そうだ、オムライスだ。食事中、統吾は瑞みず希きにお酌しやくをしたりしてヘコヘコしていたが、あれは何なのだろう。

「……むう」

「どうしたの？」

「あ、いや、何でもないぞ」

　ジュースを飲みながらドラマを観ている朱音も、自分や統吾より格かく段だんに強い。信じられないと言いたいが、あの魔ま法ほうを見て、統吾の話を聞いてしまったらもう信じるしかない。聞けば、この学校の生徒会長はもっと強いらしい。一体、どんな奴やつなのだろう。

「もうすぐクリスマスだねー」

「にゃっ……」

　思わず変な声が出てしまった。テレビはＣＭになっていて、ケーキの宣伝が流れていた。朱音はこれを観て言ったのだろう。統吾は必死に話題になるのを避さけていたが、こうもたくさん宣伝をされては完かん璧ぺきにクリスマスを遠ざけるのは不可能だ。

　しかし、統吾との約束がある。それにプレゼントもある。できるだけ、話題を広げないようにしなければ。

「クリスマスって初めてだからよくわからないんだけど、賑にぎやかになりそうだねー」

「そ、そうなのか？　眞緒もよくわからんなあ」

「それもそうだね。真ま奈な花かちゃんは友達とパーティーをするって言ってたけど、ぷれい部は何かしないのかなあ」

「べ、別に何もしないのではないか？　クリスマスっていっても祝日じゃないし、普ふ通つうの日ではないか」

　くっ。朱音、なんて的てき確かくなところを突いてくるのだ。こうなったら強引にでも話を逸そらしてしまおうか。どうしよう。踊おどるか。

「でも、学校は二十四日で終わりだし、せっかくだから何かやりたいなあ。……ねえ、私たちもパーティーをしようよ！」

「えっ？　ぱ、パーティーか？」

　これはすでに統吾がこっそり進めている計画。まさか朱音も同じことを思いついてしまうなんて。だけど、テレビでケーキやフライドチキンなどのＣＭが多いことから考えると、クリスマスにパーティーというのは一いつ般ぱん的てきなことなのかもしれない。いや、この国の風習なんて今はどうでもいい。

　朱音はまず統吾にパーティーの企き画かくを持ちかけるだろう。そうなったら、統吾もしらばっくれているわけにはいかなくなる。これでは統とう吾ごとの約束を果たせない。

　統吾は自分を倒たおした勇者で、負けたことは悔くやしくていつか勝ってみせるつもりだが、乗っ取られていた心を解放してくれたことには感かん謝しやしている。統吾が現れなかったら、自分はアーチバールを征せい服ふくし、最悪の世界にしてしまっていただろう。何の因いん果がか再会し、しかも統吾の世界の魔ま王おうだったという鉄板の話題ができたおかげで、クラスメイトとも自然に話ができている。恩があるのだ。

　そういえば、統吾の転校初日のことを聞かせてもらった。笑った。

「そういうのはしなくてもいいのではないか？　その、まあ、なんというか、今日みたいに一いつ緒しよに夕ご飯を食べるのも、同じようなものだし」

　髪かみの毛の先をいじる朱あか音ねは「でもぉ……」と、心が完全にパーティーに傾かたむいてしまっている。話題を、どうにか話題を変えないと。脱ぬぐか。

　服に手をかけた眞ま緒おだが、朱音の言葉に動きを止めた。

「もしやるんだったら、みんなには内ない緒しよで準備しよっか」

「内緒？　こっそりするのか？」

「うん。あのね、真ま奈な花かちゃんがね、誰だれかを喜ばせるには『サプライズ』っていうのが大切なんだって言ってたの。私は、統吾くんにも瑞みず希きちゃんにも明あき道みちくんにも悠ゆう子こ先せん輩ぱいにもお世話になりっぱなしだから、みんなのためにパーティーの準備をして、プレゼントも用意して、恩返しがしたいなーって」

　えへへ、と朱音が笑う。

　ぷれい部という部が設立されたのは、統吾の発案だと聞いた。なんだかすごい戦いを経へて、設立に漕こぎつけたとも。さらに一いつ緒しよに散歩をしたラヒダも、研究施し設せつに送られてしまうところを統吾が生徒会長にかけあって、またなんだかすごい戦いをして、真奈花のもとに返したらしい。真奈花も統吾には感かん謝しやしていると言っていた。

　勇者は、この世界でも色々と活かつ躍やくしているみたいだ。まあ自分を倒たおしたほどなのだから、それくらいでないと困るというものだ。

「サプライズか……それなら……」

　統吾もこっそり、朱音もこっそりなら、お互たがいの企き画かくはバレずに済む。結局、朱音も統吾も同じことを考えついたことになる。部室でも二人ふたりはよくお喋しやべりをして笑っているから、通じるものがあるのかもしれない。

「眞緒ちゃん？」

「あ、いや、何でもないぞ。こっそりパーティーなら眞緒も協力しよう」

「ありがとっ。みんなには内ない緒しよで、ケーキとかプレゼントを用意しようね。場所は……この部へ屋やでいいかなあ」

　そうか。そうだ。パーティーを二人が企画しているということは別に問題ない。当日になってそのことがわかって、それなら合同でやろうということになる。

　素す晴ばらしいのは、そうなった場合にプレゼントが二つ用意されるということだ。統とう吾ごからと朱あか音ねから。このまま二人のサプライズがバレないようにすれば、自分はプレゼントを二つ貰もらうことができるのだ。

「ぬふふ……」

　おっと、思わず笑ってしまった。

「眞ま緒おちゃんは何か欲しい物ある？　奮ふん発ぱつしちゃうよっ」

「えと……そうだ、眞緒はセーターが欲しいぞっ。ふわふわしたマフラーに似に合あうやつだ！」






　第３話　勇者たるもの、プレゼントは厳選するべし







　統とう吾ごの通う学校には三十台ほどのパソコンが並ぶ教室がある。統吾には昔から馴な染じみのある物ではあるが、別の世界からやってきた生徒たちにとって、パソコンは未知の機械である。しかしこの世界で暮らしていく以上、パソコンの操作は必ひつ須すだ。なので週に三回はパソコンの授業がある。

　放ほう課か後ごは解放されており、統吾が来た時には半分ほどの席が埋うまっていた。統吾は空あいている席に座ると、早さつ速そくインターネットを始めた。

　今日はぷれい部の活動は休みである。活動といっても何をしているわけでもないので、休みにしたところでそれほど変わりはないのだが、部長の統吾はテスト勉強に専念するようにと適当な理由をつけて休みにしてしまった。

　今日はどうしてもインターネットですることがあるのだ。

「……いろいろあるもんだな」

　思わず声が漏もれる。

　統吾は腕うで時計どけいのカタログを見ていた。もちろん朱あか音ねへのプレゼント選びである。レディースの腕時計で検索をし、該がい当とうするサイトを片かたっ端ぱしから見てみると、ブランド物やキャラクター物など、たくさんの腕時計の写真が並べられた。

　眞ま緒おを懐かい柔じゆうし、あとは朱音に知られないようにクリスマスデートの計画を練ねるのみ。二十四日のイブの日に、場所はどこかのレストランで。高校生らしい、オシャレだけど高級過ぎないところ。その日は終業式なので、夕方くらいに待ち合わせをしよう。レストランも捜さがしておかなければなるまい。

　金きん額がくで検索できるサイトがあったので、予算を入力してみる。何十万もするような高級ブランドが弾はじかれ、手の届く範はん囲いの腕時計が表示された。正直、ブランドの物とどこがどう違うのかはわからない。過去、アルバイト代を貯ためて高い時計を買った姉に訊きいてみたことがあるが、「このブランドをつけていることがステータスなの。時間なんて太陽の傾かたむきでわかる」と言われた。夜はどうするのかと訊けば「寝る」と即そく答とうされた。

「…………」

　プレゼント候こう補ほを吟ぎん味みし、いくつか見たところで統吾は天を仰あおいだ。

　何ということだ。

　統吾は表示される腕時計を見る度たび、頭の中で朱音の腕につけてみて、似に合あうかどうかを判断していた。毎日見ている朱音である。シミュレーションくらいどうってことない。

　しかし問題が発生した。

　全部似に合あってしまうのだ。

　朱あか音ねはかわいい。それはわかっている。どんな服を着ても似合う。それもわかっている。そして、どんな腕うで時計どけいをしても似合ってしまうのだ。これでは選べないではないか。

　どうしてそんなにかわいいんだ。ああもう、こいつめっ、こいつめっ。

「うーん、難むずかしいね。朱音ちゃんは何でも似合うから」

　脳内で朱音の頰ほおをつっついていると、いつの間にか隣となりに明あき道みちが座っていた。いつものようにキラキラを背せ負おっている。

「……なんでお前はいつも俺おれの心を読むんだ？」

「顔に書いてあるよ」

「あらやだ。ちゃんとケアしないとお肌はだが荒あれちゃうっ。っておい！」

　教室はとても静かだ。誰だれもくすりともしやしない。

「えっと、統とう吾ご、今のはどの辺が面おも白しろかったんだい？」

「お前一番キツいこと言ったぞ！」

　ノリツッコミの大切さは後で教えてやるとして、明道もパソコン室に用があったようだ。

「隣、いいかい？」

「どーぞ。お前もネットで何かするのか？」

「僕も調べものがあってね。部活が休みになったから来たんだよ」

　仮に部活があっても、その後来るつもりだったと明道はつけ加えた。

　そう言いながらキーを叩たたく明道の指はたどたどしい。当たり前だ。パソコンに触ったことのない人間が、いきなりキーを滑なめらかに打つことなんてできるはずがない。

　しかし、明道が来たのは助かる。統吾よりも女心については明道の方が詳くわしそうだ。プレゼントを相談するには適役といえる。

「なあ明道、朱音にあげるプレゼントなんだけど……何それ」

　明道の画面を覗のぞくと、そこには明道の写真と共に『城しろ田た明道ファンクラブ公式ホームページ』と表示されていた。写真はカメラ目線でないので、隠かくし撮どりしたものだろう。何をもって公式としているかはわからないが、作った人が公式と言っているのだから公式なのだろう。

「いや、興きよう味み本位に自分の名前で検けん索さくしただけなんだけど、初めて見たよ」

「そんなのまであるのかよ。すげえな」

　試しに統吾は自分の名前で検索をしてみた。すると何な故ぜか、明道ファンクラブのホームページが最初に出てきた。どうやら掲けい示じ板ばんの書かき込こみに統吾の名前が出ているらしい。

『雪ゆき村むら統吾って何なの？　城田くんとやけに仲よくない？』

『絶対あいつホモなんだよ。城田くんが危ないよ』

『城田くんが襲おそわれたりしたらどうしよう』

　その辺で、画面を下にスクロールする気力がなくなった。

「明あき道みち……俺おれ、ホモなんだってさ」

　だとしたら、この朱あか音ねに対する気持ちは何なのだろう。まさか朱音は男なのだろうか。

「僕はそれでも君が好きだけどね」

「……ツッコむ力もねえよ」

　まあ、掲けい示じ板ばんの書かき込こみなんて勝手なものだ。それに、明道に近づきたくても近づけない女子だっているのだから、いつも一いつ緒しよにいる統とう吾ごを羨うらやんでもそれは仕方のないことなのかもしれない。

　ホモじゃないけどな。

　しかし、明道のホームページがあるのなら、自分のだってあってもいいではないか。誰だれか作ってくれないかなあ。いや、自分でブログを始めるっていうのもアリか。

「あら、何をどこにツッコむんですか？」

　と、後ろから穏おだやかな、これだけで擦かすり傷きずくらいなら治せるのではないかという柔やわらかな声がした。

　振り返ると、艶つやのある長く黒い髪かみに整ととのった顔立ち、優やさしい瞳ひとみにボリュームのある胸の持ち主がいた。

　生徒会副会長でありぷれい部員の二年生、水み無な瀬せ悠ゆう子こである。

「いきなり生々しいこと言いながら現れないでくださいよ、悠子先せん輩ぱい」

「ふふっ、失礼しました」

　悠子は統吾と同じ、数少ない日本人である。どこかの世界に飛ばされ、そこで魔ま法ほうの才能に目覚め、自分でこっちの世界に戻る魔法を開発して帰ってきたというすごい人だ。普ふ段だんは回復や防ぼう御ぎよの魔法しか見せず、その実力は未知なのだが、間違いなく桁けた違ちがいに強い。

『高たか嶺ねの花』というイメージが強い悠子だが、実はお茶ちや目めで、今みたいに女子なら口にしにくい言葉も平然と言える人だ。

「ちっ、こいつらがいたのか……」

　と、露ろ骨こつな舌打ちをしたのは、悠子と一いつ緒しよにいた銀髪に眼鏡めがねの生徒会長、安あん藤どう和かず臣おみ。相変わらず人を殺せそうな眼がん光こうを放っている。和やかだったパソコン室の空気が変わったのがわかる。誰も何も悪いことはしていないのだが、なんとなく緊きん張ちようしてしまうのだ。

　和臣はどこかの世界の魔ま王おうだった人で、この世界に来ても生徒の代表である生徒会長をしている。和臣の世界からはたくさんの生徒が来ているので、和臣の魔王時代を知っている奴やつは絶対に和臣に逆らわず、むしろ尊敬している。それくらいカリスマ性に溢あふれた魔王だったらしい。

　この前の合宿を一いつ緒しよに過ごし、少し和臣のことを知った。和臣はラヒダを元の世界に帰してあげようと奔ほん走そうしてくれた。魔王という肩かた書がきはあるものの、実はいい人なのではないかと統吾は思っている。本人の前では言えないけど。

「お二人ふたりは生徒会の仕事ですか？」

　すっ、と、明あき道みちが悠ゆう子こに接近する。この無む駄だな自然さは見習うところがある。

「ええ。来年度の部費の予算案を学校に提出しないといけないんです」

　そういえば、と統とう吾ごは思い出す。ぷれい部の設立をかけた文化祭の最後の戦い。生徒会ペアの悠子と和かず臣おみと対たい峙じしたわけだが、和臣は生徒会室にパソコンが欲しいから参加したと言っていた。それ自体は取ってつけたような理由だったわけだが、結果として統吾たちが勝ち、ぷれい部が作られた。だから生徒会室にはまだパソコンがないのだ。

「悠子先せん輩ぱい、副会長の力でぷれい部の部費を増やしてくださいよ」

「ふふ、それもいいですね」

「ふざけるな。部費は部員数と実績に比例する。お前らの部などに出せるわけないだろう」

「……マジで怖こわいんでその目で睨にらまないでください」

　この前の合宿は一部を自己負担としたものの、それでもかなりの出費となった。その後にラヒダの小屋の材料費が必要になったので、ぷれい部の部費は設立直後だというのにひっ迫していた。会計担当はもちろん瑞みず希きで、まあ瑞希なら上う手まいことやってくれるとは思うけど。

　もちろん日々のお菓か子しは自分たちのお金で買っている。

　和臣と悠子は統吾の隣となりの席で作業を始めた。統吾も本来の作業に戻もどる。

　とはいっても、作業ははかどらない。腕うで時計どけいを見る、朱あか音ねに似に合あうか考える、似合う。の繰くり返かえしなので、どれにしようか決まらない。

「ところで統吾、朱音ちゃんへのプレゼントを選んでるんだろう？　クリスマスには何かする予定があるのかな」

「ああ、それなんだけどな」

　統吾はクリスマスの計画を話した。朱音と二人きりで過ごしたいので、ぷれい部でのパーティーは考えていないこと、朱音には内ない緒しよにしておいて欲しいこと、すでに眞ま緒おは丸めこんだこと。

「そっか。みんなでパーティーができないのはちょっと残念だね。ああ、でも、もちろん協力するよ」

「そう言ってくれると助かる。日本人的には、クリスマスってやっぱ大切な日なんだよ。ですよね、悠子先輩」

「そうですね。好きな人と素す敵てきな思い出を作りたいですね」

　いつもの天使のような微ほほ笑えみを見せる悠子だが、その悠子も何度かクリスマスを経験しているわけで、統吾には当然の疑問が浮うかんできた。

「悠子先輩は、今までのクリスマスってどうだったんですか？」

「私は他ほかの世界に行っている期間が長かったので、ここ二年はクリスマスを過ごしてないんですよ」

「え？　そうなんですか。初めて聞きました」

　統とう吾ごの場合、アーチバールにいた時間は半年ほどだが、帰ってくる時に時間も飛とび越こえたため、こっちの世界でいなくなっていたのは実質一か月である。

　悠ゆう子こは他の世界では女め神がみのような存在だったと聞いているが、その話はいつか聞いてみたいと思う。

　悠子は今年のクリスマス、どうやって過ごすのだろうか。悠子のことだから、交際を申もうし込こんでくる男なんてきっと掃はいて捨てるほどいるだろう。でも、今のところ悠子が特別仲よくしている男子がいるというのは聞いたことがない。

　統吾はこっそり明あき道みちの肩かたをつついた。

「何だい？」

「お前さ、悠子先せん輩ぱいを誘っちゃえよ」

　明道も悠子と同じで、モテるのに恋人はいない。明道はやんわりとごまかしているが、実は悠子のことが好きなのではないかと統吾は思っている。まあ、この二人ふたりが並ぶととても絵になるので、仮に二人が付き合いだしたとしても文句をつける奴やつはいないだろう。

「うーん……それも悪くないけどね」

　どうにも煮え切らない明道。

「他ほかに予定でもあんのか？」

「ファンクラブの人たちにお誘いは受けてるんだけどね」

「お前……それマジで襲おそわれるぞ」

　統吾の頭には、アイドルのライブの最前列でうちわを持って叫さけぶファンの姿が浮うかんでいた。

「それは大げさだよ」

　とは言うものの、この教室にいる何人かの女子が、すでに殺さつ気き立った目で統吾と明道を見ているのだ。正直怖こわい。

「それはともかく明道、朱音にあげる腕うで時計どけい、何がいいか選ぶの手伝ってくれよ」

「そういうのは得意だよ」

　明道は椅い子すを寄せて、統吾と一いつ緒しよに腕時計の写真を見始めた。シンプルなのがいいのか、それともカラフルな物がいいのか、どうして朱あか音ねはあんなにかわいいのか、金のエンゼルが当たったことがある奴なんているのか。明道と真しん剣けんに議ぎ論ろんを交わしながら腕時計を厳げん選せんしていった。

「おい水み無な瀬せ、電でん卓たくを貸せ」

　隣となりの席では和かず臣おみと悠子が並んで作業をしている。

「これはもう私が式を入れておいたので、これで勝手に計算してくれますよ。ほら」

「む。そうか。それなら次は……」

「安あん藤どうくん、人差し指だけで押してはダメだって言ったじゃないですか。ＦとＪに少しでっぱりがありますから、まずそこに指を乗せるんです」

「面めん倒どうだな……」

　ちらりを横を見ると、和かず臣おみがキーボードと格かく闘とうしていた。いくら和臣が魔ま王おうでも、パソコンは初心者。別にこれが当たり前の光景だとは思うのだが、和臣にも苦手なものがあるということが、統とう吾ごの優ゆう越えつ感かんを刺激した。

　統吾はおもむろに文書ソフトを開く。

「あー、なんだかＳ水Ｄ道Ｂ橋28の歌の歌詞をタイピングしたくなってきちゃったなー」

　実は統吾、タイピングが速い。中学生の時に友達に誘さそわれて、ネットゲームを少しの間やっていたことがある。そのチャット機能で鍛きたえられたのだ。

　画面には歌詞が流れるように表示されていく。
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「あら統吾くん、すごいですね」

「ははははは。勇者ですからこれくらい余よ裕ゆうですけどねー」

　あっという間にフルコーラスの歌詞が並ぶ。ミスもなく完かん璧ぺきだった。

「おい雪ゆき村むら、それは俺おれへの当てつけか？」

　和臣の黒い魔ま力りよくが高まったのがわかった。周囲で小さく悲ひ鳴めいが聞こえる。

「そんなこと言ってないじゃないですか。別に俺は、ただなんとなーく文字を打とうと思っただけです。あれれ？　会長は随ずい分ぶんとゆっくり打つんですねー」

「貴き様さまっ……！」

　しまった。調子に乗り過ぎた。そろそろ命が危険だ。合宿の時も、卓たつ球きゆうで挑ちよう発はつしすぎて肋ろつ骨こつを砕くだかれたし。

　謝あやまるか逃にげるか考えていると、パソコン室のドアが勢いよく開かれた。

「ここにいたか！」

　響ひびいたのは最近よく聞くようになった女の子の声。眞ま緒おだ。

　なんだ、結局ほとんど集まってしまった。しかし、眞緒のセリフからすると、パソコンではなく誰だれかに用があったようだ。

「なんだあの子供は」

　和臣が眉まゆをひそめる。大声を出されたせいで不ふ機き嫌げんそうだ。

「ちょっと前にうちのクラスに転校してきた阿あ智ち原ばら眞緒です」

「……そういえば転校生が一人いると言っていたな」

　統とう吾ごの紹しよう介かいには特に反応を見せず、和臣はパソコン画面に向き直った。

　大おお股またでずんずん歩いてきた眞緒は、統吾でも明あき道みちでも悠ゆう子こでもなく、和臣の横で足を止めた。腰こしに手をあて、見事な仁に王おう立だちだ。

「お前がこの学校の生徒会長だな。黒っぽい魔ま力りよくだというからすぐにわかったぞ」

　どうやら眞緒は和臣を捜さがしていたようだ。それで、さっき漏もれた和臣の魔力を察さつ知ちしたと。

　指名を受けた和臣は首だけ回して眞緒を見上げた。とはいっても眞緒は小さいので、座っている和臣と並んでもあまり差がない。

「何か用か？」

「どこかの世界の魔ま王おうだと聞いた。同じ魔王として挨あい拶さつに来てやったのだ」

　その言葉に和臣は興きよう味みを引かれたようだった。椅い子すを回し、体ごと向き合う。

「……ほう。それは殊しゆ勝しようなことだな」

　眞緒には魔王だった頃ころの記き憶おくがあるだけで、望んで魔王になったわけではない。しかし、そのことを背せ負おって善行を積もうとしたり、こうやって他ほかの魔王に挨拶に来る。真ま面じ目めというか律りち儀ぎというか、はっきり言えば損な性格をしていると思う。しかしそれが、眞緒のいいところでもあるのだけれど。

　眞緒のその態度には、和臣も悪い気はしていないようだ。口元が緩ゆるんでいるようにも見える。

「こんにちは、眞緒さん」

「おお悠ゆう子こ。そういえば副会長だったな」

　眞緒と悠子はすでに面めん識しきがある。眞緒は毎日のようにぷれい部の部室にお菓子を食べにくるので、先日、悠子との顔合わせを済ませている。統吾と同じ世界から来たということには、さすがの悠子も驚おどろいていた。

　それにしても魔王が二人ふたりか。見た目と実力は全然違うけど。

「用というのはそれだけか？」

「うむ。顔を見にきたのだ。クラスのみんなはお前のことを怖こわいと言っていたが、そんなふうにも見えん。しかもなかなかカッコいいではないか。眞ま緒おは好きだぞ」

　きっと眞緒は、腹の減ったライオンともすぐに仲良くなれるタイプだ。怖いもの知らずにも程がある。統とう吾ごはハラハラしすぎて背中に嫌いやな汗あせをかいていた。

　確たしかに和かず臣おみの顔は美形と言って差し支えない。カッコいいと思っている女子もたくさんいるだろう。しかし明あき道みちのように人気が出ないのは、魔ま王おうという肩かた書がきと、圧あつ倒とう的てきで威い圧あつ的てきな魔力、そして何より近づきがたい仏ぶつ頂ちよう面づら。いつも不ふ機き嫌げんそうに見えるので、仲良くなろうにも話しかけることすら勇気がいる。

　さて、そんな和臣に堂々と正面から「カッコいい」「好き」という爆ばく弾だん発言をした眞緒であるが、眞緒のことだからそれほど深い意味はないのだろう。それでも教室の中はどよめき、統吾も顔を強こわ張ばらせ、明道と悠子の微ほほ笑えみコンビは微笑んでいた。

「……調子が狂くるうな」

　と、和臣は軽く頭を振ふった。朱あか音ねもそうだが、悪意や敵意がまったくない人間を相手にするのは苦手らしい。

　できれば眞緒にはこのまま帰ってもらいたい。このままだと、何か変なことを言って和臣を刺激してしまいそうだ。

「それで、会長はどれくらい強いのだ？　よければ手合わせをしてみたいぞ」

　変なことを言った。

「バカ！　滅めつ多たなことを言うんじゃない！」

　未知数である悠子の実力を除外すると、和臣の力は学校で間違いなくトップだ。本気で魔ま法ほうを使うと、この国の地形が変わるほどとも言っていた。そんな和臣に手合わせを申もうし込こむなど、ぶっ飛ばしてくださいと言っているようなものである。

　でも眞緒はまだ和臣が魔法を使ったところを見たことがない。だから知らないのだ。自分が今どれだけのことを言ったのか。

「お前も魔王であるなら、興きよう味みが出るのも当然のことか」

　ふう、と統吾は胸をなでおろす。眞緒のは完全に失言だったが、和臣も、眞緒が転校してきたばかりということと、同じ魔王であることを考こう慮りよしてくれたのだろう。

「そうだ。それに、お前は一度トーゴに敗れているそうじゃないか。それならば、実力は眞緒と並ぶくらいだろう。いい勝負になりそうだな」

　変なことを言った。

　瞬しゆん間かん、和臣が人を殺せそうな目で統吾を睨にらむ。迷わず統吾は目を逸そらした。「ひゅひーひゅひー」と口笛がかすれる。

「雪ゆき村むら……貴様、こいつに何を話した」

「あー、いやー……。文化祭での勝負をですね、まあ、その、こう、ちょっと大げさにですね、まあ、勝ったことには変わりないですし？　ねえ、まあ、その……」

「はっきりと言え」

「ボコボコにしたって言いました」

「貴き様さまぁっ！」

　和かず臣おみが立ち上がる。魔ま力りよくがほとばしり、周囲のパソコンが一いつ斉せいにフリーズした。命の危険を察した生徒たちは我われ先さきにと逃にげていく。統とう吾ごも逃げだしたい気分だ。

　前に部へ室やで話した英えい雄ゆう譚たん。確たしかに尾おひれや背びれをふんだんにデコレーションして話したが、まさかこんなところで自分に返ってくるとは。

「あらあら……」

「はは、怒おこらせちゃったね」

　もうこの二人ふたりに仲ちゆう裁さいなんて期待しない。

「なんだ、負けたのではないのか？」

　なんでそんなにきれいなキョトン顔ができるのだ眞ま緒およ。

「確かにルール上では俺おれの負けだ。それは認めよう。だが純じゆん粋すいに勝負をしたなら、俺が負けるはずがない」

「ほうほう。なおさらお前の強さが知りたくなった。魔ま法ほうを一つ見せてくれ。眞緒に撃うってもいいぞ。なあに、ちゃんと眞緒も防ぼう御ぎよをする。遠えん慮りよはいらん」

　文化祭の時のことをあたかも統吾の楽勝のように語ったものだから、眞緒は和臣の強さを勘かん違ちがいしてしまっているのだろうか。それに眞緒は自分が統吾と同じレベルで、それが学校内でも低い方だということを忘れているのだろうか。確たしかに都合の悪いことはすぐに忘れそうな顔をしているが。

　ふと、統吾はこの光景に既き視し感かんを覚えた。眞緒に似たような奴やつを自分は知っている。

「あ、俺だ」

「そんなこともあったね」

　統吾は転校初日に教室から吹ふっ飛とばされたことがある。今の眞緒はそれとまったく同じ状態だった。

「俺も生徒会長という立場がある。魔ま法ほうはむやみに使えん。貴様も魔ま王おうなら、一度の魔法で俺の力を悟さとれ」

　和臣の右手に魔力が集まっていく。統吾は和臣と二度戦ったことがあるので、魔力の高さから、これから撃うとうとしている魔法が本気でないことがわかる。手加減するほどは冷静さを失っていないらしい。本気出したら校舎が消える。

「よし来い！」

　自信満々で、眞緒は自分の前に魔力の壁かべを作り出す。統吾からすれば高度な魔法だ。アーチバールの魔法なら、この壁ですべて防ぐことができる。

「ふん」

　和かず臣おみが、魔ま力りよくを黒い弾だん丸がんにして放つ。それと同時に、統とう吾ごと明あき道みちは眞ま緒おが飛ばされるであろう方向に回り込んでいた。

「なっ……のわああああああっ！」

　眞緒の作った壁かべは一秒ももたず、あっさりと砕くだけ散ちる。弾だん丸がんは眞緒の腹に直ちよく撃げき。軽い眞緒の体は後ろに吹ふっ飛とばされる。

　このために回り込んでいたのだ。

「ま、わかってたけどな。明道」

「うん、統吾」

　二人ふたりは窓を開けた。

「ああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁ……」

　十二月になれば夕暮れは早く、太陽は山に隠かくれ、空を群ぐん青じように染めようとしていた。冷たい、でも澄すんだ空気が窓から流れ込んでくる。遠くから聞こえるのはカラスの鳴き声だろうか。

　統吾は深呼吸をした。鼻と口から新しん鮮せんな空気を取り入れて、一つ伸のびをする。

「あ、一番星」







　眞緒はかなり貴重な体験をしたと思う。和臣の魔ま法ほうの直ちよく撃げきを受け、おそらく重傷だっただろう。しかし吹っ飛んでいる最さい中ちゆうに悠ゆう子こが回復魔法を放ち、眞緒は治りながら飛んでいくという芸当をみせた。校庭を越こえ、森を越えて寮りようの前に着地する頃ころには完治していたという。

　結果として眞緒は無傷、窓も無傷、統とう吾ごも巻まき添ぞえにならずに済み、さらには教室の換かん気きまでできてしまった。これは眞緒の善行日記に書かれるだろう。

「ふん。これでもう馬ば鹿かなことは言い出さないだろうな」

「それでは失礼しますね」

　和臣と悠子は帰っていった。他ほかの生徒たちは早々に逃にげていってしまったため、統吾と明道だけが残り、眞緒も平気だったので朱あか音ねのプレゼント選びを続行することにした。後で眞緒から色々とうるさく言われるだろうが、それはその時考えよう。

「じゃあこれが第一候こう補ほで、なかったらこれな」

「そうだね。決まってよかったよ」

　たっぷり一時間をかけ、やっとのことでプレゼントが決まった。二つの腕うで時計どけいを候補にあげ、それをプリントした。週末に買い物に行く予定だ。どうしても売っている店が見つからなければ通販に頼るしかなくなるが、クリスマスまでに間に合うかどうかわからないので、できれば店頭で買いたい。ラッピングもしないといけないし。

　デザインとしては、銀のベルトに文も字じ盤ばんはピンクのかわいい物にした。絶対似に合あう。だって朱あか音ねだから。足につけたって似合う。

　きっと朱音は喜んでくれて、毎日でもつけてくれるだろう。そんな朱音を見て自分も幸せな気分になれる。クリスマスが待ち遠しい。

　いや、ここで気を抜ぬいてはいけない。レストランも予約しないといけないし、当日の服も用意する必要がある。完かん璧ぺきなクリスマスのために油断は大敵だ。

「それにしてもすまんな。俺おれのわがままでお前のクリスマスの予定空けちまって」

「謝あやまることじゃないさ。統とう吾ごと朱音ちゃんはお似に合あいだと思うし、成功することを祈ってるよ。僕は……どうしようかな」

「だから悠ゆう子こ先せん輩ぱい誘えばいいじゃんか。まだ予定なさそうだったぞ？」

「んー……」

　まさか本当にファンクラブの方に行く気なのだろうか。ちやほやされるのがわかっているのだから楽しいに決まっているのだが、変な薬でも盛られたら……。って、考えすぎか。

　それとも、他ほかに誘さそいたい人でもいるのだろうか。

「統吾くーん！」

「おわっ、朱音だ」

　パソコン室から出ると、廊ろう下かの端はしから朱音の声が飛んできた。慌あわててプリントした腕うで時ど計けいのカタログをポケットにしまう。

　駆かけ足あしでやってくる朱音。プレゼントのことを悟さとられないようにと明あき道みちに目め配くばせをするが、自分の方が顔に出やすいことくらいわかっている。

「明道くんとパソコン室にいたの？」

「おう。ちょっと野や暮ぼ用ようでな」

「朱音ちゃんこそ、部活ないのに学校に残ってたのかい？」

　明道の質問に、朱音は「えへへ」と笑う。満まん面めんの笑えみもいいが、こうやって少しはにかんだ感じの笑え顔がおが一番かわいいと思う。

「あのね、一回寮りように戻ってまた来たの。通販で頼んでたのが今日来たから、誰だれかに見せたいなーって」

　朱音は後ろに手を組んで、上目づかいでこちらを見ている。わざわざ寮から戻ってくるくらいなのだから、よほど心待ちにしていた物なのだろう。ラヒダとの散歩が一〇〇ルンルンだとしたら、今の朱音からは三〇〇ルンルンくらいが感じ取れる。

「見せたい？　別にいつもと一いつ緒しよじゃないか？」

　が、ワインレッドの制服も、リボンも、髪かみ止どめも特に変わりはない。まさか下着かとも頭をよぎったが、これはただの統とう吾ごの希望だ。下着を見せて回るはずがない。もちろん見せてくれるならそれはそれで一向に構わないが。

「えっとね、これなの。……じゃーんっ！」

　朱あか音ねは左手を差し出すと、軽く袖そでをまくった。

「っ……！」

　統とう吾ごは腹の底からこみ上げてくる「ぬおあああああっ！」を堪たえに堪え、それを飲み込むことに成功した。

　朱音の左手首に輝かがやくのはシルバーの腕うで時計どけい。ピンクの文も字じ盤ばんの上で秒針が時を刻んでいる。

　それはさっき統吾が選んだ物とまったく同じ物。朱音に似に合あうと、明あき道みちと一いつ緒しよに選んだプレゼント候こう補ほだった。

　統吾の目に狂くるいはなかった。

　よく似合っている。

　本当によく似に合あっている。

「朱音ちゃん、腕時計買ったんだね」

　さすが、明道の声に動どう揺ようは見えない。

「うん。私ね、腕時計持ってなかったから、ずっと欲しかったの。ちょっと高かったんだけど、お小こ遣づかい貯ためて買っちゃったっ」

「かわいい時計だね。似合ってるよ」

「ありがとっ」

　統吾には、朱音と明道の会話が遠くのもののように聞こえた。視し界かいに靄もやがかかったように白くなっていく。

「ほら、統吾も何か……」

「ね、統吾くん、どうかな。私ね、統吾くんみたいな勇者と並んで歩くなら、オシャレもちゃんとしないといけないって思って……、あれ？　統吾くん？　統吾くん？　あれ？　……あ、明道くんっ！　統吾くんの黒目がないよっ！」




　　　　†




　瑞みず希きは図書室で借りた本を抱かかえて寮りようへの道を歩いていた。今日きようは突とつ然ぜん部活が休みになった。部長の統吾はテスト勉強のためとか言っていたけれど、絶対に何か個人的な理由があるに違いない。とはいえ時間ができたので、久ひさし振ぶりに本を借りたのだ。

　読書家の瑞希であるが、最近はめっきりペースが落ちた。理由は考えるまでもなくぷれい部の活動のせいである。放ほう課か後ごにはジュースとお菓か子しを広げて雑談にトランプ、日が落ちて寮に戻ったらみんなで夕ご飯。部へ屋やに戻って風ふ呂ろに入り、アイスを食べて寝る。そんな毎日の中で、本を読む時間が減るのは当たり前だった。

　それでも、部活を休もうという気にはならなかった。これといった活動なんてしていないのだから、いつでも休めるのに。

「…………」

　いい加減、認めなければいけない。あの空間が居心地いいと。こうやって部活がなくなった時、ちょっと寂さみしさを感じてしまうくらいには。別に、認めたくない理由なんてないのだけれど。

　お腹が空いた。眞ま緒おが来てからは、ほとんど毎日統とう吾ごの部へ屋やで夕食を一いつ緒しよに食べている。たまには一人ひとりでゆっくり食べて、読書をしようか。冷蔵庫、何か残っていただろうか。アイスのストックは十分なんだけど。

「やあ穂ほ科しなさん」

　寮りようの玄関に明あき道みちがいた。靴くつを履はいているところを見ると、今から出かけるようだ。

「どこか行くの？」

「学校に鞄かばんを忘れちゃったんだ。うっかりしてたよ」

「鞄忘れるって……。何やってんの？」

「いや、統吾を背負って帰ったから、教室に置きっぱなしにしちゃったんだよ」

　さらっと言ったが、何な故ぜ統吾が明道に背負われたのかが気になる。

「あいつ、何したのよ」

「ちょっとショッキングなことがあってね。真っ白になっちゃったんだ」

　人間、そう簡かん単たんには真っ白にはならない。よほど統吾にとって衝しよう撃げき的てきなことがあったのだろう。でも、統吾のことだから復活も早いのではないだろうか。統吾だし。

「そう。大変だったのね」

　どうして統吾が真っ白になったのか。どうせロクなことではないのだろうと、瑞みず希きはそれ以上訊きかずに切りあげた。

「ねえ、よかったら学校まで付き合ってくれないかな。穂科さんには用がないと思うんだけど」

　と、明道からの誘さそい。もちろん瑞希に学校に戻もどる用はない。日も暮れて寒くなったのに、外を歩く理由もない。

　でも、こう答えていた。

「別に……いいけど」

　部屋に本を置いて、瑞希は明道と並んで歩きだした。やっぱり寒い。瑞希はベージュのコートを羽は織おっているが、足まではどうしようもない。膝ひざを冷たい風が撫なでていく。どうして冬までスカートでなければいけないのかと思ったが、全国的にそうなのだと知った時には驚おどろいた。この国の女子高生は強い。

「テスト勉強はどんな感じ？」

　並ぶと見上げなければいけない明道は、白い息と共に言った。

「まあ順調よ。数学が危ないけど」

「僕は化学が怖こわいなあ。歴史と地理はなんとかなりそうかな」

　もうテストまであまり時間がない。一学期のテストは平均点以上の成績だったが、二学期は範はん囲いも広く、しかもぷれい部に入部したので読書量と同じく勉強時間も減っている。油断するとひどい結果に終わるかもしれない。

　学校までの道。運動部もすでに練習を終えているので、歩く生徒は少ない。瑞みず希きは合宿での肝きも試だめしを思い出した。あの時も明あき道みちと歩いた。

　あの問題が出そうだとか、統とう吾ごは楽でいいとか、そんなことを話していると、ふと間がもたなくなった。こういう会話の切れ目は苦手だ。

　しかしそこは慣れたもので、明道はすぐに次の話題を切り出した。

「テストが終わったらクリスマスだね」

「え、ええ。……そうね」

　最近、あらゆるところからその単語を耳にする。教室でも、テレビでも。初めは何のことかわからなかったのだが、不明なものはすぐに調べると信条のもと、雑誌やインターネットでその単語について調査をした。

　それによると、どうやら宗教関係の世界的なイベントらしい。宗教というのは瑞希がいた世界にも存在した。だから周囲の盛り上がり具合にも納得ができた。でも、どうにもクラスの女子たちの盛り上がり方は毛色が違うような気がした。さらに調査を進めると、この国では宗教はあまり関係なく、恋人や大切な人と過ごす日という認識が強いというのがわかった。あとフライドチキンをこぞって食べる日ということも。

　大切な人。お世話になった商会の人、付き合いの長い同業者、取引き先。前にいた世界には大切だと言える人がいた。でも今は会うことはできない。

　この世界にはいるだろうか。もういるのではないだろうか。

「統吾から聞いたんだけど、ぷれい部でのパーティーはしないみたいなんだ」

「そう。でも、毎日部室で同じようなことしてるじゃない」

　と言いつつ、残念に思っている自分がいる。そうか。パーティーはしないんだ。ケーキとか、食べたかったな。

　統吾は何か予定があるのだろうか。考えるまでもなく、朱あか音ねという友人にいきつく。なるほど、どうやら統吾は朱音と二人ふたりでクリスマスを過ごすつもりらしい。

　統吾は朱音のことが好きで、朱音も統吾を慕したっている。もう両思いなのではないかと思うが少し違う。統吾は女の子として朱音を好きでいるが、朱音は勇者として統吾を見ている。統吾が男として見られた時、二人の仲は一歩先に進むのではないだろうか。

　朱音はあの容姿で人ひと懐なつっこいから、統吾以外にも思いを寄せる男子は多い。まあ頑がん張ばれと言ってやりたいが、ステップを無視して頑張り過ぎようものなら制裁を加えるつもりである。

　どうせ統吾のことだ。入念に計画を練っているに違いない。今日の部活中止も、それに関係している可能性が高い。

　さて、自分はどうしよう。

「穂ほ科しなさん、よければクリスマス、僕とどこかに行かない？」

「……は？」

　見上げれば微ほほ笑えみがあった。いつもの明あき道みちの顔だ。

「せっかくだから、外に出て美お味いしい料理でも食べようよ」

　予定はない。明道もわかって言っている。

「特に用がないこと知ってて誘さそうっていうのはどうなの？」

　つい、こんな言葉が出てしまう。トゲがあると思う。でも明道はそんなこと気にしたふうもない。

「はは。ちょっとずるかったかな。それで……どうかな」

「どうかなって……。わ、私よりも悠ゆう子こ先せん輩ぱいを誘ったらどうなのよ」

　浮うかんでくるのは、明道が日課のように悠子にアピールする姿だ。明道は見た目だけなら無む駄だにいいから、美人の悠子と並ぶと様さまになる。悠子は明道を軽く受け流しているようだが、真意はわからない。

　もしかしたら、すでに悠子に断られているのかもしれない。それで自分を誘ったとか言い出したら殴なぐってやる。いや、でも、明道がそんな女子に失礼なことをするとは……。

「統とう吾ごにも同じようなことを言われたよ。……僕は、穂科さんがいいから穂科さんを誘ってるんだ」

　明あき道みちは噓うそをつかない。最低限の空気を読みつつ、正直にものを言う。と、本人が言っていた。あと、かわいくない女の子なんていないとか言っていた。

　瑞みず希きはコートの襟えりを直すふりをして、自分の胸に手をあててみた。

　面おも白しろくない。今この男の言葉一つ一つに、心臓が高たか鳴なってしまっているということが。

「……何よ」

「何がだい？」

「別に」

「それで……」

「いいわよ」

「え？　本当に？　よかったあ……」

「クリスマス、美お味いしいもの食べさせてちょうだい」

　てっきり明道は、きっと今までも何人かの女子を食事に誘ったことがあって、こんなこと慣れているのかと思っていた。でも明道は、心の底から安心したような、柔やわらかな表情をしていた。緊張していたのだろうか、自分を食事に誘うことに。

「断られたらどうしようかと思ったよ」

「大げさよ。ご飯を食べるだけじゃない」

[image: ]

　最近はみんなで夕食を食べることが多い。寮りようの違う悠ゆう子こはなかなか参加できないが、代わりに眞ま緒おが加わった。一いつ緒しよにご飯を食べるなんて特別なことではない。

　ただそれが二人ふたりになったということだけだ。

「そうだね。いいレストランを探しておくよ。食べたいものはある？」

「任せるわ」

「わかった。楽しみだなあ」

　キラキラした光の粒りゆう子しをふりまいて、明あき道みちが笑う。ちょうどすれ違った女子が「はあんっ」とか言いながら倒たおれそうになった。

　昇しよう降こう口ぐちに着いて、明道は「ちょっと待っててね」と靴くつを履はき替かえ教室に向かった。わざわざ階段をのぼるのも面めん倒どうだったので、おとなしく待っていることにする。

「…………」

　クリスマスは恋人たちの日だという。そんな日にレストランで食事をするのだから、それはデートというものになるのだろう。

　前の世界で商人をしていた頃ころ、男の同業者と食事をすることはあった。むしろ、商人なんて男の方が多かったから、機き会かいは多かった。気が乗らないこともあったが食事は情報交換の場でもあるので、できるだけ参加することにしていた。

　思えばあの時、一緒に店を開こうと誘さそわれたことがあった。まだ自分のことで精いっぱいで余よ裕ゆうがなかったから即そく答とうで断ってしまったけれど、あれはもっと別の、例たとえば自分に気があってのことだったのかもしれない。どっちにせよ好みではなかったけれど。

　明あき道みちはどうなのだろう。

　……なんか緊きん張ちようしてきた。まだ先のことなのに。その前にテストもあるのに。

「ねえ」

　と、後ろから声をかけられた。

　振ふり返かると、そこには数人の女子。囲まれていた。そこに知り合いは一人ひとりもいない。足もとに目をやり上うわ履ばきを確認すると、上級生もいることがわかる。

「……何ですか？」

「あなた、一年Ｂ組の穂ほ科しなさんでしょう？」

「ええ、そうですけど」

　名前を知られていることに関して驚おどろきはない。不本意で消したい過去ではあるが、文化祭のある事件で名前が知しれ渡わたってしまったのだ。

「今、城しろ田たくんと一いつ緒しよにいましたよね。何をしてたんですか？」

「何をって……。別にたいしたことはないですけど」

「たいしたこともないのに一緒にいるんですか？」

　城田。明道の名前が出てきた時点で、この集団が何なのか察しがつく。明道を慕したうファンクラブだ。明道ファンの中には長おさ田だというストーカーじみた先せん輩ぱいもいるが、その人がいないのが不幸中の幸いというところか。

　文化祭を一緒に回り、しかも同じ部活に所属しているとあって、瑞みず希きはファンクラブによく思われていない。それでも目に見えた嫌いやがらせがないのは、それをすることによって明道から嫌きらわれてしまうのが怖こわいからだ。

「あなたたちには関係ないじゃないですか」

「っ！」

　瑞希に話しかけてきたリーダー格の二年生が息を飲み、顔を引きつらせた。

　もしファンクラブに絡からまれた時は、こうやって対処しようと考えていた。わざと怒おこらせるようなことを言って、敵意を自分にだけ向けさせる。それは朱音のためだった。明道と一緒にいるのは朱あか音ねも同じで、いつファンクラブが朱音に接せつ触しよくしてくるかわからない。朱音は素直な娘こだから、彼女たちのきつい言葉に心を痛めてしまうに違いない。だから、嫌われ役は自分だけでいいのだ。

　明道はまだ帰ってこない。あいつがいれば、もちろんファンクラブは黙だまる。鞄かばんと取りにいっているだけだから、もう少し粘ねばれば帰ってくるはず。

「あなた、城田くんのこと好きなの？」

　他ほかの女子がそんなことを口にした。

「は？　私が、あいつを？　……バカ言わないでよ」

　声が裏返りそうになった。

　合宿先で出会った香か奈なという女の子も、そんなことを言っていた。しかも、明あき道みちが自分に気があると。自分はそこでのぼせてしまったが、あのまま話が続いていたら、どうなっていただろう。

「好きでもないのに城しろ田たくんにつきまとわないでよ」

「つきまとってなんかいないわよ。クラスも部活も一いつ緒しよなんだから仕方ないじゃない。あいつの近くにいたいなら、ぷれい部に入ったら？　まあ、そんな不純な動機じゃ入部拒きよ否ひになるでしょうけど」

　入部の許可を出すのは部長の統とう吾ごだ。明道の周りに女子が増えるだけとわかっていて入部させるはずがない。自分のファンなら喜んで入れるだろうけど。ファンなんていないけど。

　あ、統吾の知るこの国のアイス情報のために入部した自分が言えた義理ではなかった。

　今度はリーダー格が口を開いた。

「ぷれい部……。いきなり設立されて、そのせいで城田くんはそっちにばかり顔を出して、私たちがどんなイベントを企き画かくしても来てくれない。クリスマスパーティーだって、きっと……」

　声が沈しずんでいく。彼女たちもそれなりに苦労しているらしい。今、クリスマスは自分と外出するなんて言ったら、きっと手か魔ま法ほうが出てくる。

「ぷれい部があるからいけないんですよ！　先せん輩ぱい、あんな小さな部、どうにかして……」

　取り巻きがその続きを言う前に、瑞みず希きは近くにあった下げ駄た箱ばこを殴なぐっていた。昇しよう降こう口ぐちに、音が響ひびく。

「潰つぶさせないわよ！　あんたたちが何かするっていうなら、私は全力でぷれい部を守る。あそこはっ、あそこはね……」

「あら、ケンカはいけませんよ？　皆みなさん」

　沸ふつ騰とうした瑞希の頭を冷ましてくれたのは、穏おだやかな先輩の声だった。ぷれい部員で生徒会副会長の悠ゆう子こだ。羨ましいくらいの黒い髪かみを揺ゆらして、ゆっくりとこちらに歩いてくる。

「悠子先輩」

「ふ、副会長……」

　ファンクラブの面々が一歩下がった。

「ちょっと物ぶつ騒そうな声が聞こえたものですから」

　言いながら、悠子は瑞希が殴った下駄箱を指先で撫なでる。すると、一いつ瞬しゆんでへこんだ部分が直ってしまった。

「大だい丈じよう夫ぶです。何でもありません」

「そうですか？　でも、『潰す』とか『ぷれい部』という言葉が聞こえましたよ？　もしぷれい部が廃はい部ぶの危き機きに瀕ひんしたら、部員の私も頑がん張ばらないといけませんねえ」

　おそらく、悠ゆう子こは会話のほとんどを聞いていたのだろう。そして、今の一言でファンクラブへのけん制をした。水み無な瀬せ悠子を敵に回してもいいのか、と。悠子を敵に回そうなんて人間はこの学校にはいない。人望、実力、どれを取ってもトップクラスなのだから。

「……帰りましょう」

　リーダーが小さく言って、明あき道みちを慕したう女子たちは去っていった。全員が明道に好意を抱いだいているのに、どうして内部でケンカにならないのか。むしろ統率がとれていて、それだけが不ふ思し議ぎである。

「明道くんのファンの人たちですか？」

「ええ。どうも私は嫌きらわれているみたいで」

　瑞みず希きは苦笑してみせた。

「ふふっ、皆みなさん、瑞希さんに妬やいているんですよ。でも、もし危険なことがあれば、私に言ってくださいね」

「ありがとうございます。悠子先せん輩ぱいも気をつけてください」

　肩かたの力を抜くと、一いつ緒しよに「はあ」と息が漏もれた。

「よろしければ、寮りようまで一緒に帰りませんか？」

「あ、はい。でも、あと少しで明道も戻もどってくるんで」

「そうでしたか。それでは私も待ってますね」

　悠子は自分のクラスの下げ駄た箱ばこから革かわ靴ぐつを持ってきて、トントンとつま先で地面を叩たたく。

　さっきまでファンクラブに絡からまれていたせいもあってか、瑞希の中にはどうしても訊きいておきたいことが頭に張りついていた。

「悠子先輩、訊いてもいいですか？」

「何でしょう」

「悠子先輩は、あいつ……明道のこと、どう思ってるんですか？」

　そこで初めて悠子を見ると、悠子はおっとりとした目で自分を見ていた。ああ、やっぱりこの人はきれいだ。

「明道くんですか？　素す敵てきな方だと思いますよ」

「そうじゃなくて。その……男として、です。付き合うなら、とか、そんな感じの……」

　悠子は「うふふ」と目を細めて笑った。

「そういう気持ちはありませんよ。安心してください」

「あ、安心って！　私はその……そういう意味で言ったんじゃないです！」

　慌あわてて瑞希は目を逸そらした。目を合わせると、あの瞳ひとみにすべてを見み透すかされてしまいそうだった。そう、自分の知らない気持ちまで。

「あら。私はてっきり……。違ったんですか？」

「違います！　勘かん違ちがいしないでくださいっ。別に私は……」

「おまたせ穂ほ科しなさん。あ、悠ゆう子こ先せん輩ぱい、またお会いしましたね」

　そこに明あき道みちが鞄かばんを持って戻ってきた。瑞みず希きは口をつぐむ。

　明道と悠子の話を聞くと、放ほう課か後ごにパソコン室で一いつ緒しよになったのだそうだ。そこで和かず臣おみと眞ま緒おが揉もめて、最終的に眞緒が吹ふっ飛とんだらしい。アーチバールという世界には、どうもバカが多いようだ。

「遅おそかったじゃない。鞄取りにいくだけだったんでしょ？」

「それがね、途と中ちゆうでファンクラブの娘こに呼び止められちゃって。人を待たせてるって言ったんだけど、ちょっと離はなしてくれなくてさ」

　しっかり足止め要員も準備していたのか。あの組そ織しき、あなどれない。

　明道がいない間にこちらではひと悶もん着ちやくあったのだが、それはまあ、言わなくてもいいか。悠子もそのつもりはないようだ。

　行きよりも一人ひとり増えて、三人で寮りようまでの道を歩く。瑞希は一歩下がって、前を歩く絵になる二人ふたりを見ていた。

　明道のことが好きかと訊きかれた時、ぷれい部を潰つぶすと言われた時、自分はどう思ったのだろう。どうして下げ駄た箱ばこを殴なぐってしまったのだろう。わからない。自分の気持ちなのにわからない。上う手まく言葉にできない。

　自分の気持ちを文字にしてくれる魔ま法ほうアイテム。そんな物があればいいのに。

　いや、きっとあっても使えない。

　気持ちを知るのが、ちょっと怖こわい。




　　　　†




　真っ白になった統とう吾ごが色素と意い識しきを取り戻したのは、気き絶ぜつしてから約二時間後の夜八時であった。学校からは、明道が背せ負おって連れて帰ってきたと聞いた。

「どれくらいヤバいかって、アイドルの写真集を買おうとしたらレジの店員が同級生の女子だった時くらいヤバいな」

「僕にはイマイチ伝わってこないんだけど、確たしかによくないことになったね」

　明道は目を覚ますまで律りち儀ぎに夕ご飯を作って待っていてくれて、二人で鯖さばの味み噌そ煮にを食べながらの談義である。

　統吾が気絶している間、眞緒が部へ屋やを訪れ、助けずに窓を開けたことについて抗こう議ぎしに来たが、真っ白になった統吾を見て「お、お大事に……」と言って帰ったらしい。それくらい真っ白だったのだろう。

　心配する朱音を帰したのも、朱あか音ねがいては相談ができないからで、気を回してくれた明道には感かん謝しや以外に伝えることがない。

　事態は深刻だ。まさかの朱あか音ね、腕うで時ど計けいを自ら購こう入にゆう。朱音が欲しがっていた時計をプレゼントに選んだのにはもはや赤い糸を感じずにはいられないが、それを先に買われてしまい、糸はぷっつりと切れてしまった。

　眞ま緒おから得た『朱音が時計がどうこうと言っていた』という情報は間違っていなかった。だがすでに朱音は時計を買う段階まで来ていたのだ。健けな気げにもお小こ遣づかいを貯ためて。

　どうしてもう少しだけ待ってくれなかったのだろう。そうすれば「わあ、これ欲しかったの！　どうしてわかったのー？」「朱音のことなら何でもわかるのさ」という素す晴ばらしい会話ができたのに。

　もちろん眞ま緒おも朱音も悪くない。何が悪いと言えばタイミングが抜ばつ群ぐんに悪い。いや、過ぎてしまったことは前向きに受け止めよう。朱音が腕時計を買ったことを知らずに同じ物をプレゼントしてしまうよりは遥かにマシだ。

「次のプレゼントを考えないとな」

　鯖さばの味み噌そ煮にはご飯が進む。

「そうだね。何か候こう補ほはあるかい？」

　統とう吾ごは部へ屋やからノートを持ってきて、ページをめくった。

「朱音が身につけてるものだと、リボンとか髪かみ止どめだな。でもそれだと、どれだけ高いの買っても、朱音の腕時計ほどじゃないしなあ……」

「値段の問題じゃないんじゃないかな。そういうのって気持ちだろう？」

「いやそれはわかってんだよ。わかってんだけど、なんつーか、俺おれ側の問題でさ。悩むだけ悩んで、出せるだけの予算を出して、どこにも妥協のないプレゼントをあげたいじゃん？　それで朱音が喜んでくれてどっちもハッピーみたいな」

　天使のような朱音のことだから、紙に書いただけの『肩かたたたき券』であっても喜んでくれるに違いない。でも、統吾の中に「これでよかったのかな」という気持ちを残したくない。好きな女の子へは、自信を持って堂々とプレゼントを渡わたすべきなのだ。

「なるほどね。うん、大賛成だよ。さすが統吾だ」

「おう。褒ほめろ褒めろぅ」

「だとやっぱり眞緒ちゃんの協力を仰あおがないとだね。できれば穂ほ科しなさんも……」

　その時、部屋のドアがノックされた。こんな時間に来客か。

「穂科かな。俺が出るよ」

「うん」

　朱音だったらドアの外から声をかけてくれるし、眞緒はそもそもノックをしない。残るは瑞希といったところだ。

　統吾がドアを開けると、そこには誰だれもいなかった。寮りようの中でイタズラなんてするなよと思ったが、足もとに丁てい寧ねいにラッピングされた段ボール箱が置かれていることに気づいた。人が入れそうなくらい大きな段ボールで、『城しろ田た明あき道みち様』とマジックペンで書かれていた。持ってきた人はノックだけして立ち去ったようだ。

　察しはつく。明道ファンクラブが、クリスマスプレゼントをまとめて持ってきたのだろう。まだ早いが、当日に個人で持っていって明道に女子が押し寄せ、混乱になるのを避さけるためかもしれない。変に統率がとれた組そ織しきだからな、あれは。

「おーい、お前宛あてに荷物だぞー」

　持ちあげると、重い。妙みように重い。

　というより、どうして小さな穴がいくつもあいているのだろう。まるで空気穴のような。まるで中に生き物が入っているかのような。

　嫌いやな予感しかしない。

　とりあえず運び込んで、こたつの脇わきに置く。

「何だろう。開けてもいいかな」

「お前宛なんだからご自由に。まあ、なんとなく俺おれには先が見えてるけどな」

　言いつつ、統とう吾ごは後ずさり。予想が当たっていれば、これから面めん倒どうなことになる。

　外はずれて欲しい予想は、しかし当たった。

　明道が箱を開けようとした瞬しゆん間かん、中からふたが開き、赤と白の何かが飛び出てきた。

「城田くんっ！　私っ、クリスマスまで待てないっ！」

「お、長おさ田ださんっ……」

　現れたのはサンタクロース、ではなく、ミニスカートのサンタのコスプレをした二年生の長田恭きよう子こ。熱狂的な明道ファンで、その行為はストーカーに限りなく近く、ファンクラブも手を焼くほどの残念な猛も者さだ。

　軽くウェーブのかかった髪かみを振ふり乱みだし、血ち走ばしった目で長田は明道に襲おそいかかる。この言動さえなければ美人なのに、上う手まくいかないことって、あるよね。

「城田くん！　私をもらって！　メリィィィクリスマァァァッス！」

「ちょっと……落ち着いてください！」

　おっと、明道がマウントを取られた。

　それにしてもミニスカートで暴れるものだから、さっきからチラチラと長田のスカートの中の白い布が見え隠かくれしている。でも色気をちっとも感じないのは何な故ぜだろうか。

　明道も相手が女子なので強く抵抗できないでいる。さて、そろそろ助けてあげないと。でも怖こわい。ケガの一つ二つは覚悟するか。

「長田先せん輩ぱい！　ブレイク！　ブレイク！　ぶほうっ！」

　肩かたに腕うでを回し引ひき剥はがそうとすると強きよう烈れつな裏うら拳けんをもらった。強いこの人。

　美人サンタと肉にく弾だん戦せん。字じ面づらがすごくシュール。

　すると、そこに新たな来客があった。

「雪ゆき村むらくーん、遅おそくにゴメンね。なんか、ラヒダが遊べって言ってるんだけど……」

　ラヒダを連れた真ま奈な花かだった。リードで繫がれていないラヒダは、統とう吾ごを見つけると部へ屋やに飛とび込こんできた。

「わうっ」

「おうラヒダ。悪いんだけど、今あわてんぼうのサンタクロースが乱入中で……」

「いっ……いぬうううううぅぅぅっ！」

　長おさ田だは両手を顔の前で交差し、窓を突つき破やぶって外に飛び出していった。正確には狼おおかみである。

「……何今の」

　割れた窓の向こうを指差し、真奈花が呟つぶやいた。

「見ての通りサンタクロースだ。煙えん突とつがなくても来るんだな」

　残されたのは大きな箱と、倒たおれた明あき道みち、ちらかった食器、そして割れた窓。

　寒い。なんて迷惑な人なんだ。

「わぅっ、へっ」

　と、ラヒダが口から何か吐はき出だした。ずっとくわえていたみたいだ。ラヒダがくわえていたのはカエルで、ぴょんぴょん跳はねて逃にげようとしている。

「あ、ラヒダ、どこでこんなの見つけたの？　ダメじゃない」

　真奈花がラヒダを叱しかるが、ラヒダは逃げるカエルを追いかけて遊んでいる。人の部屋でしないでほしい。

　しかし、カエルなんて冬は冬とう眠みんするものではなかっただろうか。

「ねえ雪村くん、ちょっといい？　あら柏かしわ木ぎさんまで」

　続けて部屋に入って来たのは寮りよう母ぼの奈な々な子こだった。いつものエプロン姿で、手には虫取り網を持っていた。

「奈々子さん、ちょうどよかった。この窓魔ま法ほうで直せませんか？」

「何があったのよ……。私じゃ無理だから誰だれか生徒に頼たのんで。っていうか、そうじゃなくて、山やま中なかくん見なかった？」

　クラスメイトの山中はよく女子にちょっかいを出して、この寮りようのルールで亀かめに変身させられている。この前なんて、出席日数が足りなくなりそうで亀のまま出席していた。懲こりない奴やつなのだが、亀でいる時間が多いので顔がうろ覚えだったりする。

「見ていないですよ。つうか、どっちの姿なんですか？　亀っすか？」

　網あみを持っているところを見ると、人間の姿ではなさそうだ。

「いやね、今回は気分を変えて他ほかの動物に変えてみたのよ。そしたら逃げちゃって」

「もしかして……カエルだったりします？」

「よくわかったわね。この辺で見た？」

「ラヒダあっ！　そいつダメ、クラスメイトだから！」

「わん？」

　ラヒダはカエルに興きよう味みを失ったのか、前足で蹴けっ飛とばした。カエルは長おさ田だが割った窓から外の茂しげみの中へ消えていった。

「山やま中なかああああああっ！」






　第４話　勇者たるもの、常に一番を狙うべし







　週末、統とう吾ごは学校から離はなれた繁はん華か街がいに来ていた。学校の最も寄より駅から三十分ほど。背の高い駅ビルに、周りにも若者向けの店が並ぶ。どこからか発売予定らしい歌手の歌が流れている。天気もよく、人で賑にぎわっていた。

　夏でも冬でも晴れは晴れなのに、どうしてか冬の方が青空が高いところにあるような気がする。冬が来るたびに統吾はそう思うのだった。

「なるほどね。まあ、そんなことだろうとは思ってたけど」

　一いつ緒しよにいるのは瑞みず希き。お気に入りなのか、前に着ていたジャケットにネクタイ姿で、頭にはハンチング帽が乗っかっている。一いつ般ぱん的には珍めずらしい、紫むらさきがかった髪かみを持つ瑞希だが、これが地毛なのだから仕方がない。学校の外を歩いているとどうしても目立ってしまうのだが、人の多いこの場所ではあまり注目されることはない。時折、金や強いピンクの髪をした人も通るから、紫でもあまり珍しく思われないようだ。

　いつも背せ負おっている大きなリュックサックはなく、今日きようはハンドバッグだ。

「さすが察さつしがよくて助かる。というわけでよろしく頼たのむ」

　今日は二人だけで買い物に来ている。新たな朱あか音ねへのプレゼントを何にするか。統吾はひたすらに考えたが、結局いい案は出てこなかった。なので、もう店を回って探そうという結論に至ったのだ。

　眞ま緒おは他ほかに予定があるとのことで、瑞希に協力をお願いした。偶ぐう然ぜん、瑞希もこっちに買い物に行くつもりだったらしく、あっさりと了りよう解かいしてくれた。

　ここに来るまでの間に、統吾は自分の計画を話した。

「それにしても同じ時計を先に朱音が買っちゃうなんて運が悪いわね。こればっかりは同情するわ」

「ホント参ったよ。腕うで時計どけいを選んだところまでは完かん璧ぺきだったんだけどな」

「最後にコケるのが抜ぬけててあんたらしいじゃない」

「今日も冴さえてますねミズキチは」

「変な呼び方しないでよ。それで？　どこから回るの？」

　統吾はある店を指差した。

「んー、あそこのランジェリーショップから行くか」

「……入る勇気があるなら付き合うけど？」

「冗じよう談だんです」

　二人はランジェリーショップの隣となりの女性向けの服を扱うショップに入った。店内はもちろん女の人ばかりだ。すでに春ものが並び始めている。

　こういう店に入るのは初めてだ。なんか緊きん張ちようしてきた。店員に話しかけられたりしたらどうしよう。無視するのも変だし、かといって話をしてしまうと何か買ってしまいそうだ。よし、瑞みず希きと話をすることで店員ガードをしよう。

　と思ったらすでに瑞希が若い女の店員に捕つかまっていた。

「どうですか？　こちら、最近入荷したばかりなんですよ。人気があって品しな薄うすなものですから、またすぐになくなっちゃいますよ」

「でも、こういうのは趣しゆ味みじゃ……」

「それでしたらこちはらいかがでしょう。春先まで着られますよ」

　プロだなあと統とう吾ごが感心していると、瑞希と目が合った。瑞希も苦手らしく、助けを求めていた。

　瑞希の視し線せんに店員も気づき、統吾を見て営業スマイルを見せた。

「彼氏さんですか？」

「違いますっ」

　統吾はゴホンと咳せき払ばらい。

「父です」

「あんたの娘むすめなんて死んでも嫌いやだわ！」

「あ、てめえ、いつか生まれてくる俺おれの娘に謝あやまれ！」

　他ほかの客からくすくすと笑いが漏もれ、いづらくなって二人ふたりは店を出た。収しゆう穫かくゼロ。いや、笑いがとれた。

　その後、「アイス補給の時間よ」と当然のように言ってのけた瑞希のために、ソフトクリームの店を探した。が、途中で統吾はクレープの店を見つけたのでそこに並ぼうと瑞希に言った。

「くれーぷ？」

「ほら、あそこにサンプルが並んでるだろ？　卵の生き地じで色々包んでるんだ。アイスを包んだやつがあるから、それにしようぜ」

　統吾もクレープは久ひさし振ぶりで、ちょっと楽しみだ。時刻は十二時を少し過ぎた頃ころで、本来なら昼食の時間帯であるが、まあ、こういうのもいい。

　店には女の子たちが列を作っていて、数分待ちそうだ。

「あんた、こういうことはちゃんとやってくれるのね」

　隣となりに並ぶ瑞希がそんなことを言った。

「何のことだ？」

「私がアイスが好きで、でもこの世界の知ち識しきはあまりないから、色んなアイスがあるって教えてくれてるんでしょ？　ソフトクリームだって、前の大だい福ふくアイスだって」

「別に時間も金もかからないしな。部員のケアは部長の義務だし」

「そう……。ありがと」

「穂ほ科しなの口からそんなセリフが出ると構えちまうな」

「素直に受け取りなさいよ」

　やがて統とう吾ごたちの順番になり、統吾はイチゴアイス、瑞みず希きはバナナアイスクレープを注文した。買い物に付き合ってくれたお礼も兼かねて統吾の支し払はらいだ。

　この温かい生き地じと冷たいアイスの食感がいいんだよなあ。と、統吾は今まさにクレープを食べようとしている瑞希に言った。

「気絶するなよ」

「しないわよ。こんな街中で」

　した。

「言わんこっちゃない！　起きろ穂科！　アイス溶とけちまうぞ！」







　それから二人ふたりはいくつかの店を回ったが、なかなか腕うで時計どけい以上の物を見つけることができなかった。服がいいのか、アクセサリーがいいのか、それとも雑貨がいいのか。それすら決まらない。

　駅周辺の店はだいたい見たので、今度は駅ビルの中を探すことにする。八階建てのビルにもたくさんの店が入っている。高級ブランドにレストラン、ペットショップまである。

「もう現金でいいんじゃない？」

「お前……夢のないこと言うなよ」

　これだから商人は。

「……逆にさ、あんたはどんな物を貰もらったら嬉うれしいの？」

「心がこもってればそれで……とか言ったら話終わっちまうんだよな。やっぱ、手て編あみのマフラーとかはロマンだよなー」

　長いマフラーを二人ふたり一いつ緒しよに巻く。マンガでは見る光景だが、本当にしている人を見たことはない。

「雑誌に書いてあったけど、男って手作りに弱いのね」

「否定できんな。それを一いつ生しよう懸けん命めい作ってる姿も想像できるから、さらにいいっていうか」

　手作りの何かなんて貰ったことないから、すべて統吾の妄もう想そうである。

「ふーん……。手作りか……」

　軽くうつむいて、瑞希は何か考えているようだった。

「そういや、お前も買い物の予定だったんだろ？　付き合うぞ」

　今まで自分の都つ合ごうで連れ回してしまっている。そろそろ日も傾かたむいてきたし、瑞希の買い物のための時間をとらないといけない。

　しかし、瑞みず希きは首を横に振ふった。

「私はいいわ。ちょっと変更になったの」

　何が変へん更こうになったのかはわからないが、瑞希がそう言うならいいか。

　ビルの一階は化け粧しよう品ひん売り場だ。デパートや百貨店もそうだが、どこも化粧品が一階だ。気になって姉に訊きいてみたことがあるが、客層として女性が多いので、一番売上げが見み込こめる化粧品を一階に配置するらしい。男の統とう吾ごから言わせると、色んな香かおりが混ざってクラっとする。

　朱あか音ねも瑞希も化粧といえばリップ程度で、眉まゆを描かいたりまつ毛をいじったりはしていない。何といっても素材がいいから、化粧なんて野や暮ぼだ。

「なんかさ、化粧前と後で、別人になってるのとかどうかと思うよ」

「ま、『化粧』の『化』は『化ばける』だからね」

　結けつ構こう辛から口くちの瑞希だった。今の発言を聞いていた周囲の女の人がきつい目で瑞希を見たが、瑞希の白い肌や整った顔に、降参したかのように去っていった。完全勝利の瞬しゆん間かんである。

　化粧品に用はないのでエスカレーターを探していると、そこに二つに揺ゆれる金きん髪ぱつを見つけた。

「ん？　あれ眞ま緒おか。おーい、眞緒ー」

　店内をちょろちょろと動き回っていたのは眞緒だった。あのダッフルコートは確たしか朱音の物だ。借りてきたのだろうが、サイズが合わずに完全に着られている。

「のわっ！　と、トーゴ！　瑞希！」

　何も考えずに声をかけた統吾だが、眞緒と一いつ緒しよに朱音がいる可能性があることを忘れていた。慌あわてて周囲を見み渡わたすが、朱音の姿はない。

　眞緒は動どう揺ようしているのか、しきりに目を泳がせている。

「一人ひとりか？」

「そうだ。ま、眞緒はただ買い物に来ただけだからなっ。鼻メガネなんて買ってないからな！」

「いやそんなこと訊きいて……うおっ」

　パン、と、眞緒が統吾の顔の前で手を打った。

「今だああああぁぁぁぁ……」

　逃にげた。猫ねこだましして逃げた。するすると人ゴミを器用にくぐり抜ぬけ、眞緒はどんどん小さくなっていってしまった。

「何やってんのかしら」

「さあ。追いかけるのもアホらしいな」

　この世界に来たばかりだから学校の外で一人というのは心配だが、ここまで来られたのだからちゃんと帰れるだろう。一応、携帯電話も持っているし。

　統吾はにわかに焦あせり出だしていた。今日中にプレゼントを決めて手に入れないと、もうクリスマスまで時間がない。悩なやんだ挙あげ句くに決まらなかったなんてダサすぎる。

　二階にあがったところで、行列ができているのを見つけた。

　先頭まで歩いていくと、そこは福引きの抽ちゆう選せん会場だった。サンタクロースの格かつ好こうをした店員と、名前は知らないがガラガラ回すやつと、『クリスマス大抽選会』と書かれた大きな看板が置かれていた。

『ハズレくじなし』と掲かかげられているが、一番下である七等のティッシュはつまりハズレだ。

「へー、一等はハワイ旅行か。まだ出てないみたいだな」

　店員が手際よく客をさばいているので、列はどんどん進んでいく。ほとんどの人はティッシュを貰もらっていき、たまに五百円の商品券が当たる程度だった。こういうのを見ると、一等なんて本当に入っているのか疑ってしまう。

「あ……統とう吾ご、あれ見て」

　瑞みず希きが指さしたのは三等の景品だった。それはストラップ。クリスタルなのかガラスなのかわからないがキラキラと輝かがやき、さらにだるそうな顔をしたデフォルメされたキリンが描えがかれている。あのキリン、どこかで見たことがある。

「何だっけあれ。ほら、ゆるキャラってやつだろ？」

「『のんキリン』よ。女子の間では流行ってるわ。私はそんなに興きよう味みないけど」

　クラスにも、鞄かばんにこのキリンの人形をぶら下げた女子がいた気がする。確たしかにやる気のなさそうなところがかわいくて、女子高生うけしそうな感じだ。

「で、のんキリンがどうかしたのか？」

「朱あか音ねも好きなのよ。朱音の部へ屋や行ったことないから知らないでしょうけど、色々グッズを並べてるわ。マグカップも、あれじゃなかったかしら」

「マジか！　じゃあ持ってないやつプレゼントすれば喜んでくれるかもだな。早さつ速そくああいうグッズが売ってる店に……っと」

　歩き出そうとした統吾の服を、瑞希が摑つかんだ。

「そうじゃなくて、あのストラップよ。あれ確か限定品で、何だっけ……スワロフ何とかっていうのとコラボしたやつなのよ。あの光ってるの、クリスタルよ」

「あー……、ニュースで見たかもしれん。何とかスキーってやつとコラボしたって」

　豪ごう華かなストラップだ。並んでいる客には女子高生もたくさんいる。もしかしたらあれが狙ねらいなのかもしれない。

「今見えてるのは表でしょ？　あれね、裏には伝説の生き物の麒麟きりんが描えがかれてるはずよ」

「遊び心の方向間違ってないか!?」

　怖こわいだろ。ゆるキャラなのに。

「とにかく、朱音が欲しがってることには間違いないわ。店には売ってないでしょうし、今を逃したら手に入らないから、プレゼントとしては申し分ないと思うけど？」

　これはかなりいいのではないだろうか。限定品で店で買えないとなれば、腕うで時計どけいのように先に買われてしまうことは絶対にない。二度目の悲劇は回かい避ひできる。これはいやらしい考え方だが、希き少しよう性せいの高い物をあげることで、「あなたのためにこれだけ頑がん張ばりました」というアピールになる。

　都つ合ごうのいい時だけ回転の早くなる統とう吾ごの頭は、すでにシミュレートを始めていた。

『朱あか音ね、これ、プレゼント』『え？　これ限定のストラップ……統吾くん、どうやって……』『朱音のためなら、何だってやってやるさ』『ありがとう統吾くんっ。でも、私からは何もあげられなくて……』『朱音からのプレゼントは、もう貰もらったよ』『え？』『君のその笑え顔がおが何よりの……』。

「声が漏もれてんのよっ！」

　尻しりを蹴けられた。

「ぐえんっ！」

　せっかくいいところだったのに。これからきれいな夜景を見ながらシャンパンを飲むところだったのに。

「人前で恥はずかしいことやめてよ」

　街中でアイスを食べて気絶する奴やつに言われたくない。注目されて大変だったんだから。

「よし。福引きであれを当ててやろうじゃないか。ま、勇者たるもの、福引きくらい楽勝だな。一回いくらだ？」

「そうじゃなくて、このビルの店で買い物して、三千円で券一枚みたいよ」

「……え？　買い物すんの？」

　思わず訊きいてしまったが、客寄せのためのイベントなのだから当たり前だ。地元の商店街でも似たようなことをしていたのを思い出す。早く券を貰もらって並ばないと、先に誰だれかが当ててしまうかもしれない。

「いきなり三千円の買い物って言われても、案外難むずかしいわね……」

「穂ほ科しな、並んでおいてくれ。すぐに券を貰ってくる」

「いいけど……何買って……」

　瑞みず希きの声を背に受けながら、統吾は階段を駆かけ上あがった。目指すは七階の書店。列は結けつ構こう長くて、人もたくさんいた。あれだけの人がくじを引いたら、一人くらいストラップを当ててしまうかもしれない。

　統吾は願ねがった。

　全員、ティッシュ当たれ。

　書店の店員をせかし、商品と福引券を受け取り三千円を払はらう。当たる確率を上げるためにもっと買い物をして、券を何枚も貰おうとは微み塵じんも考えなかった。朱音を思う気持ちがストラップを引き寄せると信じていた。

　階段を全部とばして統吾は福引き会場まで戻もどってきた。五分もかかっていない。幸い、まだストラップは残っていた。

「サンキュ穂ほ科しな。ほら、券貰ってきた」

「早かったわね。何買ったの？」

「ん？　図書カード三千円分だ」

　息を切らせる統とう吾ごと、何な故ぜか息をつく瑞みず希き。

「……ホント、こういう時は頭回るのよね、あんたって。賢かしこい買い物よ」

「何を言うか。俺おれの頭は常にフル回転だぞ。っていうか、これお前にあげる。ほれ」

「え……は？」

　図書カードを受け取って、瑞希は目を丸くした。

「クリスマスプレゼントだよ。素そっ気けない物で悪いな。好きな本買ってくれ」

　統吾は、眞ま緒おにぷれい部全員にプレゼントを用意するつもりだと話している。噓うそから出た真まことというわけではないが、朱音だけではなく、みんなにも何かあげようと考えていたのだ。

　ぷれい部を作ろうと言い出したのは統吾で、設立のためにみんな頑がん張ばってくれた。部ができた後も、放ほう課か後ごの時間を部のために使ってくれた。合宿でも、ラヒダを守るために戦ってくれた。統吾は部のみんなに感かん謝しやしている。だからやはり、その気持ちは形で示すべきだと思ったのだ。

　そのことを話すと、瑞希は眉まゆを下げて、小さく笑った。

「いい心がけじゃない。でも、お返しは期待しないでね」

「別にいいよ。これからも部室に来てくれれば。俺おれはそれが楽しいんだから」

「……正直にものを言えるっていうのは特技よね。まあ、ありがと」

　きっとこれは褒ほめられたのだろう。

　そして、福引きは統吾の順番を迎むかえた。まだストラップは当たっていない。ストラップの三等は緑色の玉か。

「はい。一枚なので一回です。どうぞ」

　店員に券を渡わたす。統吾は両手を天に掲かかげ、目を閉じた。アーチバールを救ったこの腕うで。世界を一つ救っているのだ、福引きくらい当てないでどうする。

「八百万やおよろずの神よ、俺に力を……」

　なんかすごい力が集まってきているような気がする。

「あーもう。恥はずかしい。さっさとしなさいよ」

　瑞希はそう言うが、まだだ。まだすごい力が溜たまっていない。もう少し、もう少しだ。

　やがてその両手に神々の力が宿った気がして、統吾はストラップを貰った時の朱あか音ねの笑え顔がおを浮うかべる。

「どおおおりゃあああっ！」

　周りの客が驚おどろくくらいの声をあげて、統吾はくじを回した。中で玉が混ざる音がして、やがて一つの玉が出てきた。

　出た。

　金色の玉が。

「おめでとうございまーすっ！　一等！　ハワイ旅行が当たりましたー！」

　ガランガランと鐘かねが鳴る。後ろに並んでいた客から拍はく手しゆが沸わいた。

「すごいわ……あんた」

　瑞みず希きは苦笑い。

「のおおおおおおっ！」

　入っていた。一等は本当に入っていた。太っ腹じゃないか福引き。でも、どうして今出てきてしまったのだ。三等でよかったのだ、三等で。

「あの……来年三月まで有効ですから、お気をつけください」

　一等を当てたというのにうなだれる統とう吾ごに困こん惑わくしながらも、店員は景品を手て渡わたした。

　統吾はふらふらと歩き、近くの壁かべにもたれかかった。どうしよう。買い物をして、もう一回並ぼうか。

「それペアチケットでしょ？　いっそのこと朱あか音ねと行けば？」

「ば、ばかっ。二人ふたりで旅行なんて、なあ、ほら、まだ高校生だし、順序ってものが……」

「なに本気で照れてんのよ。冗じよう談だんよ」

　三等を望んだら一等を当ててしまった。これはきっと、自分に勇者の素そ質しつがあり過ぎたからだ。選ばれし者には望んでいなくても最高の結果がついてきてしまうのだ。この時ばかりは、自分の素す晴ばらしさが恨うらめしい。

　その時だった。また鐘かねが鳴った。どうやら後ろの客が何か当てたらしい。

「おめでとうございまーす！　三等、のんキリン限定ストラップでーす！」

「……っ！」

　見れば、そこには照れくさそうにストラップを受け取る中年の男。年ねん齢れいは統吾の父と同じくらいだろうか。どう見てもゆるキャラのストラップをつけるようには見えない。

　統吾は自分の持つハワイ旅行のチケットを見た。

　こうなったら。

「穂ほ科しな！　フォーメーションＢだ！」

「初はつ耳みみだけど!?」

　しかし瑞みず希きは統吾の意い図とを察したようだった。おもむろにストラップを手にした男に近づいていき、「すみません」と声をかけた。

「何だい？」

「失礼します」

　瑞希は男の袖そでを摑つかむと、足を払はらった。

　一いつ瞬しゆんだけ地面を離はなれる体の下に統吾が滑すべり込こむ。そして男を抱かかえあげ、全ぜん力りよく疾しつ走そうした。

　つまり攫さらった。

　学校では弱い方であるが、一いつ般ぱんの人間の身体能力は遥はるかに超こえる統とう吾ご。その全力疾走となればオリンピック選手も驚おどろく速さに達する。

　数秒で、統吾は男を抱えたままひと気のない階段の近くのスペースにたどり着いた。

「な……何をするんだ！」

　男をおろし、統吾は頭を下げた。

「おじさん、いえお兄にいさん、いえ社長！　お願ねがいがあるんです。俺おれのハワイ旅行と、そのストラップを交換してください！」

「あ、君は前で一等を当てた学生か。別に……構わないが」

「いいんですか!?　ありがとうございます！」

「いや待ってくれ。確かこれは娘むすめが欲しがっていたような……」

　あっさり決まると思ったら、しまった、娘がいたか。

「娘さん、それいらないってこの前言ってましたよ」

「知り合いじゃないだろ！」

「でも社長。そのストラップをあげるよりも、ハワイ旅行に娘さんと一いつ緒しよに行った方がいいんじゃないですか？　ほら、南国で開放的になって、前より一いつ層そうお父とうさんのことが好きになるかもですよ」

「……前みたいに、パパって呼んでくれるかな」

　心なしか、寂さみしそうな顔をしている。年とし頃ごろの娘を持った父には、色々と悩なやみがあるらしい。

「もちろんですよ。この雪ゆき村むら統吾が保証します」

「君のことはまったく知らないが、わかった。交こう換かんしよう」

　交こう渉しよう成立。統吾はストラップを受け取った。近くで見ると、クリスタルが輝かがやいてきれいだった。そして裏には麒麟きりんが描いてあった。

　娘と旅行なんて何年振ぶりかなあと呟つぶやきながら歩いて行ったおじさんと入れ違いに瑞みず希きがやって来た。

「交換できたみたいね。手間取るようなら私が交渉しようと思ったけど」

「あっさりできたよ。後はあのおじさんが娘とハワイに行けることを願うばかりだ」

　統吾はもう一度ストラップを見る。これを貰もらった朱あか音ねはとても喜んでくれるだろう。携帯電話に揺れるストラップを見て、クラスの女子から羨うらやましがられるに違いない。瑞希も「きれいね」とのんキリンを眺ながめていた。

　帰りの電車。自分はよほどご満まん悦えつな表情をしていたのだろう。瑞希は小さく息をついて言った。

「あんたって、本当に朱音のことが好きなのね」

「べ、べべべ別にそんなんじゃねえよ！　朱音はパートナーとしてだな……」

「何で今さらごまかすのよ。それで、訊ききたいんだけど……朱音と付き合いたいの？」

　う、と統とう吾ごは言葉に詰つまる。

　合宿に行くまでは、大好きな朱あか音ねと彼氏彼女になれればどんなに幸せだろうと思っていた。男子高校生として当たり前の願がん望ぼうだと思っていた。でも、もし奇き跡せき的てきに朱音とそういう関係になった時、ぷれい部の関係に変化が起きてしまうのが怖こわいとも思った。

　統吾にとっては朱音もぷれい部のみんなも同じくらい大切だ。瑞みず希きのことも好きだし、明あき道みちも悠ゆう子こも好きだ。その好きの中でもちょっと特別、それが朱音なのだ。

　だから、もう少しこのままでいたいと、考えを改めたのだった。

「付き合いたくないって言えば噓うそになるけど、告白をするつもりはないんだ。なんだかんだで出会ってまだ三か月だし。ちょっとずつ仲良くなれればって感じかな」

「そう。……まあ、いいんじゃない？」

　統吾の答えは、瑞希にとって合格点だったのだろうか。誰だれにでも好意を抱いだき、その反面どこか無防備な朱音のことを、瑞希は友達として変な虫がつかないように守ってくれている。果たして、自分は虫から抜ぬけ出だすことができたのか。

「さあて、当日の服も考えないとな。バッチリ決めないと」

「細かいボーダーのインナーにストライプのジャケットでしょ。下は格こう子し柄がらのパンツなんてどうかしら」

「目に悪い！」







　期末テストも間近に迫せまり、授業中にも他ほかの教科の勉強をする、いわゆる「内職」が増えてきた。それを注意する先生もいれば、黙もく認にんする先生もいる。統吾はクリスマスの服装を徹てつ夜やで考えていたので爆ばく睡すいしていた。それが帰き還かん組ぐみの余よ裕ゆうだと取られて、ただでさえクラスで浮ういている統吾はより浮いてしまったのだった。

　放ほう課か後ご、統吾はぷれい部の部室の教きよう壇だんに立っていた。いつもは机をくっつけてお菓か子しを広げるところだが、今日きようは授業のように部員を席に座らせている。

「ぷれい部の成績の底上げをするべく、今日は俺おれが勉強を教えようと思う。リピートアフターミー。せ、し、す、する、すれ、せよ！」

「サ行変格活用だね」

「私、古文とってないし」

　明道と瑞希はノートすら出していない。瑞希に至ってはアイスを食べている。悠子の姿は見えず、生徒会の仕事だろう。生徒会を兼かねている悠子は週に二回くらいしか部活には出ていない。とはいっても、悠子の成績は二年生でトップなので何の心配もない。

　統吾がひそかに心配しているのは自分のことで、この世界出身なのに、別世界の人間にテストで負けてしまったらどうしようというものだった。勝って当然、負ければ恥はじという状じよう況きようで、しかし前にあった小テストで何人かに負けた。みんな勉強熱心過ぎるんだよもう。

「じゃあ歴史にするか。定番だが、年号の語ご呂ろ合わせを教える。絶対に何問かは出るからな。まずは平へい城じよう京きよう、『納豆７１０なくして米は語れず、平城京』」

「……何それ。平城京関係ないじゃない」

「語呂合わせなんだから何でもいいんだよ。はいここ、テストに出ます」

　わざわざ黒板に書き、さらには赤いチョークで囲む。すると明あき道みちが手をあげた。

「平安京も教えて欲しいな」

「これは平城京とセットで覚えろよ。『納豆な７く９し４て米は語れず、平安京』」

「紛まぎらわしい！」

　瑞みず希きに消しゴムを投げられた。しかしこれは統とう吾ごが考えたものではなく、中学生だった時に歴史の先生に教えられたものだ。だいたいの生徒は瑞希と同じような反応だったが、逆にこれが印象に残り、忘れることがなくなったのだ。統吾はというと、テストで見事に反対に書いてしまい間違えた。

「うちの生徒は文句が多いな。朱あか音ねは何か教えて欲しいこと……あれ？」

　朱音がいなかった。代わりに眞ま緒おがいた。眞緒は善行日記を読んでニヤニヤしている。順調に善行を重ねているようでページは埋うまっているみたいだが、それは今どうでもいい。

「おい眞緒、朱音はどうした？」

　統吾に呼ばれた眞緒は「んにゃっ」と変な声を出して顔をあげた。

「ま、眞緒は眞緒じゃないぞ。朱音なのだ。統吾くーん、お昼ご飯食べよーゴホっゴホっ」

　あーあ、慣れない高い声出すから。

「理由は知らんがもう少し似せる努力をしろよ……」

「違う！　眞緒は朱音なのだ！　今日は朱音に身代わりを頼たのまれたのだ。だから朱音なのだ！」

　全部言ってしまった。

「はは。かわいいね眞緒ちゃん」

「かわいそうだから、もう朱音っていう体ていで話せば？」

　随ずい分ぶんと必死な眞緒だが、朱音はどうして部活を休んだのだろう。休んではいけないわけではないから、部長の統吾に一言話してくれればそれでよかったのに。しかも、眞緒に身代わりまで頼んで。まったく意味なかったけど。

　朱音が休むことなど設立以来あっただろうか。統吾と一いつ緒しよに皆かい勤きん賞しようだったはずだ。掃そう除じ当番の日も遅おくれて参加はしていたし、休むというのは心配だ。

「風か邪ぜ引いたとかじゃないよな。風邪だったらすぐに俺おれにうつして治してもらわんと」

　今日も隣となりで授業を受けていたが、体調が悪そうな様よう子すはなかった。お昼ご飯もしっかり食べていたし。

「あんたにはうつらないでしょ。バカは風邪引かない何とかって言うし」

　全部言っちゃったよ。瑞みず希きはどこも伏ふせる気はないらしい。

「でも、どうしたんだろうね、朱あか音ねちゃん。いつも部活の時間を楽しみにしてるのに」

　明あき道みちの言う通りだ。朱音は授業の時から放ほう課か後ごを楽しみにしていて、今日はどんなお菓子を食べようか、どんなゲームをしようか、色々考えては隣の統吾に話している。ホームルームが終わると、「ねえ早く部室行こっ」と、悠ゆう子こ以外はみんな同じクラスなのに部室に行こうと急かすのだ。

　そんな朱音が統とう吾ごに何も言わずに部活を休んだ。これはやはり気になってしまう。

　女子の友達と遊びに行くというなら、統吾に話したって問題ないし、瑞希も一緒に行くはずだ。

　胸がざわついた。

　まさか……。

「男友達でもできたのかしら」

　ついに瑞希が禁断の一言を口にしてしまった。

「まままままま待て穂ほ科しな！　そ、そうとはまだ決まっ……決まっ……」

「へえ、動どう揺ようするってこういうことを言うのね」

　統吾は床ゆかに膝ひざをつき、頭を抱かかえてうずくまった。暖だん房ぼう完備の部室で寒くないのに歯がカチカチと音を立てる。

　朱音に自分や明道以外の男友達。しかも部活を休んで遊びに行くような関係。そんなのいるわけない。そう思いたいのは自分のわがままな部分だけで、大部分の自分はもっと冷静に、客観的に事実を見ていた。

　朱音は人ひと懐なつっこくて、クラスメイトと男女関係なく仲がいい。別に四し六ろく時じ中ちゆうぷれい部の部員だけと話しているわけではない。そんな朱音ともっと仲よくなりたいと思っている男子なんてたくさんいるに決まっている。だってかわいいもん。

　だから朱音と遊びに行こうと誘さそう奴やつがいても不ふ思し議ぎでも何でもない。そして、朱音が断る理由もない。だからこれは普ふ通つうのことなのだ。自分だけが特別扱あついされているなんて自惚うぬぼれてはいけないのだ。

　しかし、一つだけ忘れてはいけないことがある。それは、朱音がそのことを統吾に黙だまっていたということ。統吾には隠かくしたかったということ。

　朱音はうしろめたさを感じているのではないだろうか。それはつまり、統吾を友達以上に思ってくれていると同時に、その誘った奴にも少なからず気があると考えることができてしまう。これはいいのか悪いのか。

「ああああぁぁぁぁあああぁぁぁぁああああぁぁぁぁ……」

　今度は床ゆかの上を転がり回る。朱音、一体今どこで何をしているんだ。朱音の顔が見たい。でも隣となりに誰だれかいたなら、自分のこの繊せん細さいなハートがどうなってしまうかわからない。

「おもしろいわね、これ」

「統とう吾ごは見てて飽あきないなあ」

　そんな声も遠くに感じる。

　いや、まだ朱あか音ねが男子と一いつ緒しよに遊びに行ったと決まったわけではない。あくまでその可能性があるというだけだ。それだけで統吾の心は穏おだやかではいられないのだが、そう考えることで自分を落ち着かせたかった。

「眞ま緒お……朱音は何か言ってなかったか？」

「だから眞緒は眞緒じゃないと言っただろう！　今は朱音なのだ。えへへー」

　久ひさし振ぶりに人を本気で殴なぐりたいと思った。

「何が朱音だ！　自分の胸見てみやがれ！」

「む、胸のことは言うな！　朱音と比べるなんて卑ひ怯きようだぞ！　なあ瑞みず希き」

　あ。

　と、気づいた時にはすでに瑞希はゆらりと立ち上がっていた。漏もれる魔ま力りよくはまるで和かず臣おみのように黒く、おもむろに電でん卓たくを手にしていた。

「私に振ったのは、どういうつもりでかしら……」

「な、何をそんなに怒おこっているのだ瑞希。何な故ぜ電卓を叩たたくのだ……」

「悪いことは言わん。逃にげろ眞緒」

「だから眞緒は今朱音だと言」

　今までの人生で読んできたマンガの中で、雪女が出てくるものはいくつかあった。その中でよく使われるのが、登場人物が氷こおり漬づけにされてしまうというもの。そのままの表情で、情けない格かつ好こうのまま固まってしまう。使い古された表現だが、わかりやすい。

「へえ、こうなるんだ」

　と統吾は言った。







　眞緒を氷漬けにしたところまではよかったが、それを溶とかす手段がないことに気づいたのは五分ほど経ってからだった。

「穂ほ科しな、火系の魔ま法ほう使えないのか？」

「無理ね」

　凍こおらせた張ちよう本ほん人にんがきっぱりそう言ったので、眞緒を担いで悠ゆう子このいる生徒会室に向かった。この寒いのに、どうして氷の塊かたまりを運ばなければいけないのか。今は眞緒に構っている場合ではないのだ。

「あら、何があったんですか？」

　眞ま緒おの氷像を見た悠ゆう子こは、声こそ驚おどろいているものの、表情はいたっていつもと変わらない。

「多分、悠子先せん輩ぱいには一生わからないと思います」

　立派な膨ふくらみを持った悠子は、「それは残念ですねえ」と眉まゆを下げてみせた。瑞みず希きの視線が悠子のそこに釘くぎづけになっているのがわかる。「少しくらい分けて欲しい」とか思っているのではなかろうか。

「おい、騒さわがしくなるなら出ていけ」

　奥おくの机で何かの書類を読んでいた和かず臣おみが、相変わらずの不ふ機き嫌げん声と共に睨にらんできた。仕事中に入ってきたのは統とう吾ごたちなので、和臣の機き嫌げんがこれ以上悪くなる前に言われた通り出ていきたい。

「あんたたち、帰っていいわよ。私が眞緒を連れて帰るから」

「そうか？　じゃあ頼たのんだ」

　悠子によって眞緒の解かい凍とうが始まったが、時間がかかるらしく、瑞希が残ると申し出た。さすがにやり過ぎたと感じているようだ。大人数で生徒会室に居座っていると和臣に放り出されそうなので、統吾と明あき道みちは先に帰ることにした。

　結局、勉強会もできずじまいだ。というよりそれどころではない。

「なあ明道、お前も朱あか音ねが他ほかの男子と遊びに行ったと思うか？」

　廊ろう下かを歩きながら、統吾は訊きいた。

「僕はそうは思えないんだけどなあ。朱音ちゃんだったら、もし誰だれかに誘さそわれたとしても、僕たちに『一いつ緒しよに行こう』って言うと思わない？」

「確たしかに……。じゃあ他ほかに何か……」

「あ、あれ朱音ちゃんじゃない？」

「ん？」と窓の外を見る。この学校は上から見ると「コ」の字型になっており、少し離はなれた場所に部室棟とうがある。校舎に囲まれた部分は中庭と呼ばれ、そこをリボンを揺ゆらして歩くのは間違いなく朱音だった。

　朱音は一人ひとりではなかった。男と一緒にいた。

「あれ、藤ふじ井い先生か」

「そうみたいだね」

　これはどう捉とらえるべきなのか。またも統吾の頭は思考回路がパンクするのではないかというほど回転する。

　朱音が部活を休んだ理由は、藤井と会うためだった。他の男子でなく先生であったことに一つ安あん堵どを抱いだきたいところだが、よりによって藤井だというところが問題だった。

　家庭科を担当する藤井は、家庭科という教科にしては珍しい男の先生だ。まだ若く、清潔感の溢あふれる短たん髪ぱつに精せい悍かんな顔立ちで女子からとても人気がある。いつも近くに超ちようのつく美形がいるから忘れがちなのだが、藤井も十分な美形なのだ。

　冗じよう談だんを交えた授業もおもしろく、もちろん料理も裁さい縫ほうも得意。女子に囲まれているところを何度か見かけたことがある。

「な……何話してるんだろう……」

「さすがに聞こえないなあ」

　藤ふじ井いと朱あか音ねは歩きながら楽しそうに話している。遠目でも朱音が笑っているのがわかる。統吾は窓にぴったり耳をくっつけるが、中庭の声が校舎の三階まで届くはずもない。

　テスト前のこの時期、先生と話をすること自体は珍しくも何ともない。わからないところを質問しに行くなんてよくあることだ。だが家庭科はテストがない。だから朱音は、テスト以外の用事で藤井に会いに行ったのだ。

　女子が勉強以外の理由で先生に会いに行くなんて、もう答えは出ているようなものではないか。

　統とう吾ごはそれ以上、中庭を見ることができなかった。

「明あき道みち……俺おれ……帰る」

「うん。肩、貸すよ」

　寮りように帰るまでの間、明道とどんなことを話したのか、よく覚えていない。







　こたつに入って、統吾はテレビを虚うつろな目で見ていた。画面の中では、カッコいい俳はい優ゆうが自分の出演しているドラマの宣伝をしていた。

「はい。統吾の好きなカツカレーだよ」

「おう……サンキュ」

　気を遣つかって大好物を作ってくれたルームメイトに感かん謝しやしつつ、しかし食欲がなかった。部室でお菓か子しを食べていないから、腹は減っているはずだった。一口食べる。美お味いしいのに、スプーンを持つ手は止まっていた。

「統吾、気持ちはわかるけど、まだ……」

「明道、やっぱさ、男は顔なのかな、身長なのかな」

　目の前にいる学校一の美形も、藤井も、どちらも統吾より背が高い。テレビに出ている俳優だって、みんな統吾よりもカッコいい。

「否定はできないよね。カッコ悪いよりもいい方がいいに決まってるし」

　すごい説得力だ。カツラの人が「若いうちから毛根を大事しろ」って言うくらいの説得力だ。しかもそれを遠えん慮りよなく言ってしまうところが明道らしい。

「だよな……。俺おれなんて別にカッコよくないし、弱いし……」

「そんなに卑ひ屈くつになっちゃダメだよ。僕は、統吾は魅み力りよくに溢あふれた男だと思う」

　男に言われても嬉うれしくない。統吾は自分のいいところを探してみた。好すき嫌きらいがない。寝つきがいい。花粉に強い。目がいい。だが、これくらいの人はいくらでもいる。藤ふじ井いと比べたら料理も裁縫もできないし、顔だって平凡だ。仮に二人ふたり並んで朱あか音ねにどちらがいいか選んでもらったなら、間違いなく統とう吾ごは負けるだろう。

「藤井先生……、朱音はいい娘こです。幸せにしてあげてください」

「これは重傷だなあ。でも、どうして朱音ちゃんは藤井先生のところに行ったんだろうね」

「……そんなの気があるからに決まってるじゃんかよぉ」

　統吾はカツカレーを詰つめ込こんで、食器をキッチンへ持っていった。食欲がなくても、作ってくれたものを残すことだけはしたくない。

「おかわりはいいのかい？」

「いらない。風ふ呂ろ入って寝る」

「一いつ緒しよに入ろうか」

「悪い。一人ひとりにしてくれ」

　明日、学校に行けば当たり前のように朱音に会う。どうしよう。何も知らなかったかのようにいつも通りに接すればいいのか。それとも、勇気を出して今日のことを訊きけばいいのか。でも思い切って訊いた時、朱音が噓うそをついてしまったら。藤井と会っていたことを隠したら。

　もう立ち直れないかもしれない。

　こんなに女の子のことを好きになったのは初めてだ。そしてその娘は決して高たか嶺ねの花ではなく、自分のとても近くにいる女の子だ。いつも笑え顔がおで、自分のことを慕したってくれていて、朱音のためなら何でもできる。それくらい好きなのだ。

　風呂を出た統吾は、髪かみも乾かわかさないまま部へ屋やに入った。暗い雰ふん囲い気きにして、明あき道みちには悪いことをしたと思う。

「…………」

　机のひきだしを開けると、そこにはきれいに包装されたストラップがあった。実質三千円であったが、それ以上に価値のあるプレゼント。具体的にはハワイ旅行くらいの価値がある。どうしても気になってネットオークションを調べてみたら、三千円の何倍もの価格で出品されていた。

　クリスマス……どうしようかな。

　もしかしたら、朱音は藤井とクリスマスを過ごすのかもしれない。朱音は生徒で、藤井は先生なのだからおかしいと横よこ槍やりを入れるつもりなんてない。

　統吾はベッドの布ふ団とんにくるまり、暗くら闇やみの中でストラップを握にぎり締しめた。

　今より５センチ身長があったら。もう少しだけ美形だったら。

　あとちょっと、自信があったら。

　その時、ドアが開く音がした。明道だろうか。果物でも用意してくれたのかもしれない。つくづく素す晴ばらしいルームメイトだ。

　次の瞬しゆん間かん、統とう吾ごの体に衝しよう撃げきが走りベッドから転げ落ちた。

「むへえぇ」

「うじうじすんな！　みっともない！」

　そこにいたのは瑞みず希きだった。蹴けっ飛とばされたらしい。普ふ段だんは見ないパジャマ姿で、半はん纏てんを羽は織おっていた。

「穂ほ科しな……」

「聞いたわ。朱あか音ねが藤ふじ井い先生といたんだって？　だから何？　自分より顔がいい男がライバルになったら、そこで諦あきらめるの？　あんた、その程度しか朱音のこと好きじゃなかったの？」

　見上げる瑞希から、滝のように言葉が浴びせられる。その後ろに明あき道みちの姿が見えた。

「穂科さんには言ったよ。僕にはできない荒あら療りよう治じができるかもしれないと思ったからね」

　その狙いはまさに正解だった。何といってもいきなり蹴飛ばした。

「一日使ってプレゼント探したじゃない。知らない人に交こう換かんまでしてもらって決めたじゃない。私まで付き合わせたんだから、無む駄だにしないでちょうだい」

　そこで統吾はゆっくりと立ち上がった。ベッドから落ちた時も、ストラップだけはしっかりと抱だいて守っていた。

「でも、その……俺おれは別に普通の顔だし、これといってすごいところもないしでででででっ」

　ちぎれるのではないかという力で耳を引っ張られた。瑞希の顔が間近に迫せまって、つり目がちな瞳ひとみが真っ直ぐに統吾を捕とららえる。

「だから何なのよそれは。いつものあんたは根こん拠きよもないのに自信だけあって、その勢いで突っ走ってるじゃない。まったく、朱音が絡からむとこれなんだから……。朱音のこと好きなんでしょ？」

「……好き」

「どれくらい？」

「……カツカレーの百億万倍くらい」

「なら頑がん張ばりなさいよ。あんたの好きの基準がさっぱりだけど」

　耳から手が離れてもじんじんと痛む。涙なみだが出そうだった。

　統吾は瑞希の脇わきを通とおり抜ぬけ、洗面台の鏡かがみの前に立った。片方の耳だけ赤くした自分の顔だ。両手で頰ほおを張った。二回、三回と頰を叩たたいた。

「よしっ！　藤井先生がなんだ。イケメンがなんだ。俺は勇者なんだ。こんなことでヘコんでてどうする！　やるぞ俺は！」

「よかった。いつもの統吾だね」

　鏡に明道が映った。その微ほほ笑えみには、どこか安心したような雰ふん囲い気きが漂ただよっている。心配してくれて、瑞希まで呼びにいってくれたのだ。自分はいい友達を持った。

「はあ……。じゃ、私は帰るわよ」

　そう言って、瑞希は帰っていった。半はん纏てん姿すがたの背中に「ありがとう」と言った。振ふり返かえらずに、手をひらひらと振っていた。

「明あき道みち……ありがとう」

「お礼なんていらないよ。大切な友達のためなんだから、当たり前じゃないか」

「お前さ、なんで顔もよくて言うこともカッコいいの？」

「僕だからさ」

　いつもならちょっとイラっとするようなイケメン発言だったが、この時ばかりは素直に明道がカッコいいと思った。

　ふと、明道と並んでみて思う。身長差は十センチもない。しかし、この差が意外に大きい。

「そうだ。確かここに……」

　統とう吾ごは自分の部へ屋やのクローゼットの隅すみから段ボールを取り出した。これは、統吾が転校してきた後に実家から送ってもらった私物だ。あらかた整理したのだが、どうでもいい物は段ボールの中に入れたままにしてあったのだ。

　確たしかここに……、あった。

　そこには秘密兵器があった。




　　　　†




　朱あか音ねと眞ま緒おの部へ屋や。二人はエプロンをしてキッチンに立っていた。夕食も終わり、その片づけも済んだ後である。

　眞緒はひたすら生クリームをかき混ぜている。少し舐なめてみると甘あまくて美お味いしい。

　胸のことを言っただけなのに瑞みず希きに氷こおり漬づけにされ、悠ゆう子こに溶とかされるまで寒い思いをした。アーチバールにはあんなに早く氷の魔ま法ほうを使える魔法使いなんていなかった。自分が寒がりだったら危なかった。暑がりで助かった。

「眞緒も頑がん張ばったんだぞ。三十分くらいは眞緒のことを朱音だとみんな思っていたのだ」

「そうなんだ。でも、瑞希ちゃんはどうして眞緒ちゃんを凍こおらせちゃったりしたんだろうねー」

「さっぱりわからん。それで、朱音はちゃんと訊きいてきたのか？」

　朱音は笑え顔がおで首を縦たてに振ふった。

「うんっ。バッチリだよっ。藤ふじ井い先生は優やさしいから、メモまで書いてくれたの」

　言いながら朱音が取り出したのは、何枚かのルーズリーフだった。丁てい寧ねいな字で、細かく手順が説明されている。その脇わきには赤い文字でポイントまで書かれていた。

　朱音が今日部活を休んだのは、家庭科を担当する先生に会いにいくためだった。ケーキの作り方を教わりに行ったのだ。

　内ない緒しよで企き画かくしたクリスマスパーティー。朱あか音ねはぷれい部のみんなに手作りのケーキをプレゼントしようと考えた。それはいい、と眞ま緒おも同意した。ケーキが食べたかったからだ。しかし朱音は料理をほとんどできず、眞緒自身もまったくといっていいほどできなかった。普通の料理よりも細かい作業が必要になるお菓子作りなんてもっての外だった。

　一応、本を参考にして、書いてある材料を揃そろえ、手順の通りに作ってみた。部へ屋やにオーブンはないので、寮りよう母ぼの奈な々な子こに言って食堂の厨ちゆう房ぼうを貸してもらった。

　そして完成した試作品一号は見事に失敗した。『失敗したケーキ』というよりも、『ケーキを夢見た何か』みたいな物がオーブンから出てきた時には悲ひ鳴めいをあげそうになった。見た目もアレだったが、味はそれ以上にアレだった。

　しかし、料理の心得がまったくない二人ふたりには、何がいけないのかすらわからなかった。同じように本を見ながら再挑戦をして、同じように失敗した。

　瑞みず希きは料理ができるので、瑞希に協力を頼たのめばケーキは作れるのかもしれなかったが、あくまでサプライズを徹てつ底ていしたかったのでそれはやめた。そこで浮かんできたのが、家庭科の藤ふじ井いだった。

　家庭科を教えているのだから、ケーキ作りもできないはずあるまい。と、教えを乞こうことにしたのだ。

「それじゃあ、今日は藤井先生のところに行くから部活休むって統とう吾ごくんに言っておかないとだね」

「ま、待て朱音。テストもないのに藤井先生のところに行くなんて不自然ではないか？　朱音がケーキを作ろうとしていることがバレてしまうかもしれん」

「あっ、そ、そうだねっ。でも、統吾くんに噓うそなんてつけないよぉ」

「それなら眞緒が朱音のフリをして今日の部活に参加しようではないか。こう見えて、モノマネはチョシ村でも一番だったのだ」

「そう？　じゃあ眞緒ちゃん、お願ねがいするねっ」

　こんなやり取りが今け朝さあって、眞緒は朱音として部活に参加した。何な故ぜかバレてしまったが、結果として朱音は藤井から貴き重ちようなメモを手に入れることに成功した。これでケーキは成功するに違いない。眞緒と朱音は、早さつ速そくそのメモをもとに何度目かになるケーキ作りに挑ちよう戦せんしているのだった。

「統吾くん、喜んでくれるかなあ」

　笑え顔がおで材料の計量をする朱音は、語ご尾びに音おん符ぷのマークがつくのではないかというほど上じよう機き嫌げんだった。ケーキ成功の目め処どが立って、完成品を食べた統吾が喜んでいる顔を想像しているのかもしれない。

「ん？　トーゴだけか？　みんなもいるだろう？」

「え？　あ、う、うん。そうだねー」

　一いつ緒しよに暮らしてわかったことがある。朱あか音ねの話は統とう吾ごを起点にして始まることが多い。「今日、統吾くんがね」とか「統吾くんだったら」とか。そして二日に一回は「統吾くんの部へ屋やにご飯食べに行こうよ」と言う。教室でも部室でも一緒で、飽あきないのかとも思うが、実際に統吾を見ているとそれほど飽きなかった。かっぱえびせんみたいな奴やつだ。

　統吾は魔ま王おうだった自分を倒たおした勇者で、負けたことは悔くやしいが、統吾が慕したわれているということはどうしてか眞ま緒おとしても鼻が高かった。

「おっ、クリームが固まってきたぞ。ふふ、朱音よ、眞緒はオリジナルの隠し味を用意しているのだっ」

　じゃん、と、眞緒はそれを取り出した。柚ゆ子ず胡こ椒しようだった。

「眞緒ちゃん、それはケーキには合わないんじゃないかなぁ……」

「何を言う。柚子胡椒はすごいんだぞ。何にでも合うとテレビてやっていた」

「そうなのかなあ」

「ものは試しだ。えいっ」

　クリームに柚子胡椒をどばっと入れ、混ぜる。ちょっと色が変わってしまったが、アレンジというやつだ。クリームが白いとは限らない。

　指ですくって、舐なめてみた。

「どう？」

「朱音……すまん」




　　　　†




　朝、靴くつを履いて寮りようを出た統吾は、まるで世界が変わったかのように感じた。清すが々すがしい。その言葉が一番合っている。冷たいはずの風すら心地いいほどだ。

　なんて素す晴ばらしい世界。大きく深呼吸をすると、さらに世界が輝かがやいたような気がした。

　明あき道みちはいつものように先に行き、女子と一いつ緒しよに登校している。時間はたっぷりある。ゆっくりと優ゆう雅がに、かつ堂々と歩いて学校に行こう。

「あ、雪ゆき村むらくんおはよー。……およ？　なんか雰ふん囲い気き変わったね。んー、どこが変わったんだろう……」

　ラヒダを連れた真ま奈な花かだった。やはり気づいてしまうか。この抑おさえきれない神こう々ごうしさに。

「いやいや。俺おれはいつもと変わらんよ。昨日きのうも一昨日おとといも俺おれは俺だぜ？」

「そっかなあ……。なーんか違うような気がするんだけどなあ」

　真奈花が上うわ目め遣づかいでじっと見る。統吾は「ふふん」と鼻をならした。

「だから気のせいだって。なあラヒダ」

「…………へっ」

　なんか、久ひさし振ぶりにラヒダにバカにされたような声を出された。まあ、狼おおかみなんぞにわかるはずもないのだ。

　また教室で、と真ま奈な花かと別れ、統とう吾ごは学校に向かった。

　ドアを開けて教室に入ると、そこもまた違う世界だった。あれ、クラスのみんなって、こんなだったっけ。

「おはよっ、統吾くん」

　机に鞄かばんを置くと、いつも元気な隣となりの席の朱あか音ねが満点の笑え顔がおを見せてくれた。昨日きのうのことがあって朱音と上う手まく話せるかと不安になっていた統吾だが、今はそんなことなかった。この自信に満ち満ちている自分は、もう逃にげない。

「おはよー朱音」

「統吾くん？　ちょっと変わった？」

「いや？　光の加減かなんかじゃないか？」

「そうかなあ……。統吾くん、座らないの？」

「え、あ、まあまだ立っていたい気分かな」

　そのまま立って教室を見み渡わたした。クラスメイトがみな自分を見ているようだ。昨日と何も変わっていないというのに、やっと勇者の魅み力りよくというものに気づいたか。

　すると、瑞みず希きが教室に入ってきた。

「あ、おはよー瑞希ちゃん」

「おはよ。……ねえ」

　朱音に挨あい拶さつもそこそこに、瑞希は統吾のところに歩いてきた。その目はどこか呆あきれたような、蔑さげすんでいるような、瑞希が得意な目であった。

「どうした穂ほ科しな」

「あんたさあ……昨日、あんだけ見た目がなんだとか、イケメンがなんだとか言ってたのに、結局それなわけ？」

　まさか気づかれたというのだろうか。統吾の背中に汗あせが滲にじむ。いや、完かん璧ぺきなはずだ。だって、バレないってカタログに書いてあったもの。

「……何のことかわからんなあ」

　目を逸そらす。

「じゃあそのガッチガチのオールバックは何よ」

　窓から冬の光が射して、統吾の額ひたいを照らした。ジェルで固めた黒い髪かみが輝かがやく。

「さあ。俺おれはいつもこの髪型だが？」

　軽く首を振っても、髪は乱れない。それくらいガッチガチだった。瑞希の隣となりで「統吾くんってオールバックだったっけ？」と朱音が首を傾かしげる。

「ふうん。それとさあ、教室では上うわ履ばきでしょ？　なんで革かわ靴ぐつ履はいてるの？」

「それは心配に及ばん。ちゃんと靴くつ底ぞこを拭ふいてある。上履きは履き潰つぶしちゃったんだよ」

「……あんた、背、伸びたわね」

「そ、そうだよ。統とう吾ごくん背が伸びたよっ。成長期？」

　背中がぐっしょりだ。シャツを絞しぼったら水すい滴てきが垂れる。

「またまたあ。穂ほ科しなも朱あか音ねも何言ってんだよ、俺は前からこれくらい……」

「人が一晩で十五センチも背が伸びるかっ！」

　瑞みず希きのローキックが飛んできた。それは統吾の足よりももっと下、履いている靴を狙ねらってきた。「危なっ！」と統吾は跳とびのくが、その着地した床ゆかはすでに凍こおっており、足を滑すべらせ近くの机に派は手でにぶつかりながら、統吾は床に突つっ伏ぷした。

「いやんっ。お、俺をどうするつもりだっ」

「何もしないわよっ。昨夜の私の説教を返しなさい！」

　瑞希は統吾の靴を摑つかみ脱ぬがそうとする。クラスメイトたちは完全に観かん客きやくモードで、統吾に味方はいなかった。

「ダメだ！　その靴だけはっ……」

「眞ま緒お、こいつ押さえて！」

「わかったぞ！」

　どこから眞緒が飛んできて、そのまま統吾の背中に乗っかった。

「ぐえ。おい眞緒、どいてくれ！　あひゃひゃひゃ……脇わき腹ばらっ……そこはやめっ……」

　統吾が息ができないほどくすぐられている間に、瑞希は両足とも靴を脱ぬがしてしまった。しかも暴あばれているうちに髪かみも乱れ、前髪はおりてきてしまい、すっかりいつもの髪かみ型がたに戻ってしまっている。

「立ちなさい」

　足もとの風通しがよくなったところで、瑞希が低い声で言った。

「嫌いやです」

「立ちなさい」

「はい」

　統吾が立ち上がると、世界が変わっていた。正確には、元の世界に戻もどっていた。さっきまで見えていたクラスメイトのつむじは隠かくれてしまい、朱音との視し線せんの高さも昨日きのうと同じになった。

「この靴、何ていうの？」

「『シークレットダンディ～君のかかとは無限大～』です」

　どうして統吾がこんな靴を持っているのか。それは中学時代に遡さかのぼる。相も変わらずモテない友人たちと遊んでいた統吾は、ある日ネットでこの靴を見つける。十五センチ伸のびても絶対にバレないという脅きよう威いの上げ底靴だとそこには掲かかげられていた。「やべーこれおもしろそー」という軽いノリで、金を出し合い一足買って、みんなで回まわし履ばきしては「すげーわかんねー！」と爆ぼく笑しようしていたのだ。しかしそのテンションも長くは続かず、やがてこの靴くつへの興きよう味みも薄うすまり、飽あきてしまった。そこで統吾が引き取り、ずっと部へ屋やの隅すみに放置していたのだ。実家から送ってもらった荷物に入っていたのは、母が適当に部屋にある物をぶち込こんだからだろう。

　昨夜、統とう吾ごは覚悟を決めた。もし藤ふじ井いがライバルになっても、相手が自分よりカッコよくても、朱あか音ねを好きな気持ちは変わらない。だから、精せい一いつ杯ぱい、自分にできることをしようと。

　外見へのコンプレックスは払ふつ拭しよくしたが、だからといってダサくてもいいというわけではない。いいに越したことはないのだ。それが真理である。とはいっても朝起きたらいきなり明あき道みちのようなキラキラ顔になるわけもなく、統吾は統吾なりにかわいい朱音と並んで歩けるようなイケてる男になる方法を模も索さくした。

　その結果が、オールバックとシークレットシューズだったのだ。

　だから、統吾は至って真しん剣けんである。

「アホだな、トーゴは」

　一番言われたくない奴やつに言われた。

　すると唐とう突とつに、瑞みず希きは統吾の靴を凍こおらせて粉こな々ごなに砕くだいてしまった。シークレットダンディ、ここに散る。

「なっ……」

「最初からこんなのいらないでしょ。はあ。……さっき、転んだ時にどこか打たなかった？　朱音、こいつを保健室に連れてってあげて」

「うん。わかった。統吾くん、行こう？」

「お、おう」

　転ばせたのは瑞希なのだが、すぐにその気き遣づかいを察する。参ったな。瑞希には世話になりっぱなしだ。それこそ、図書カード三千円では足りない。

　廊ろう下かに出るとチャイムが鳴った。教室からは散らかった机を直す音が聞こえる。

　別に体は痛くなかった。あれでケガをするくらいだったら、瑞希のパンチで入院しているか死んでいる。

「統吾くん。統吾くんは、背が高くなりたかったの？」

「そりゃあ、男はみんな憧あこがれるよ。俺おれは平均くらいだし」

「私はどっちでもいいと思うけどなあ」

　保健室にはすぐに着いた。中には誰だれもおらず、保健の先生もまだ職員室にいるようだ。このまま朱音と二人ふたりでいられたらどれだけ幸せか。でも朱音に授業をサボるなんて選せん択たく肢しはない。統吾もケガをしていないのだから、すぐに教室に戻もどらないといけない。

「先生いないね。統吾くん、どこかケガしてない？　簡かん単たんな手当てなら私でもできるけど」

　言いながら、朱音は棚たなに並んでいた消毒液を手に取った。朱音は回復魔ま法ほうがほとんど使えず、口こう内ない炎えんしか治すことができない。

「いや、大丈夫。それより朱あか音ね……その……えっと、テスト勉強はどうだ？」

「うーん、ちょっと怖いかなあ。また統とう吾ごくんの部へ屋やに教わりにいってもいい？」

「もちろん。俺が手とり足とりくんずほぐれつ教えて差し上げよう」

「もう、エッチだよー」

　実際のところ、朱音が来る時は眞ま緒おも一いつ緒しよにくっついてくるから、仮に明あき道みちがいなくても二人きりにはなれない。しかも眞緒は勉強の邪じや魔まするし。

　いや、話したいのはこんなことじゃない。早くしないと、朱音は教室に戻ってしまう。

「朱音っ……」

「なに？」

　オールバックも、高身長もなくなり、素になってしまった。アーチバールでは英えい雄ゆう、でもこの学校では平へい凡ぼん以下、そんな雪ゆき村むら統吾だ。こんなのより見た目も中身も強さも優すぐれた男はたくさんいる。

　でも一つだけ負けないものがある。

　朱音が好きだということ。本当に好きだということ。

　だから言え。断られるかもしれないなんて恐おそれるな。好きなんだから、言え。

「二十四日、俺と二人でご飯食べに行かないか？」

　返事はすぐには返ってこなかった。朱音は「えっと……次の日だから、大だい丈じよう夫ぶだよね」と小さな声で呟つぶやきながら何かを考えていた。すでに予定が入ってしまっているのだろうか。それは女子の友達だろうか、藤ふじ井いだろうか。

　でも、それは杞き憂ゆうだった。

　朱音は見み飽あきない笑え顔がおで。

「うん」

　と、言ってくれた。

　体中の力が抜ぬけた気がした。






　第５話　勇者たるもの、イブの夜は燃え上がるべし







　よくわからないが、店内にはジャズっぽい音楽が流れている。

　食事も終わりデザートが運ばれて来た頃ころ、統とう吾ごはジャケットの内ポケットに入れたプレゼントを取り出し、向かいに座る朱あか音ねに渡わたした。

「これ、クリスマスプレゼント」

「ありがとうっ。開けてもいい？」

「おう。もちろん」

　朱音は丁てい寧ねいに包みを開けると、そこにはクリスタルの輝かがやくストラップ。どこにも売っていない限定品だ。それを見た瞬しゆん間かん、朱音は花が咲さくようにぱっと笑え顔がおになった。

「わあ……、これ欲しかったの！　限定品なのに、どうして統吾くんが持ってるの？　ねえ、ねえっ」

　身を乗り出して、朱音がしきりに訊きいてくる。興こう奮ふんが冷めないといった様よう子すだ。手に入らないと思っていた物が突然現れたのだから、これも仕方がない。統吾だって、Ｓ水Ｄ道Ｂ橋28の握あく手しゆ会かいのチケットが手に入ったら飛びあがって喜ぶ。

「ま、勇者だからな。これくらいどうにでもなるんだよ」

　知らないおじさんが福引きで当てたところを、ハワイ旅行と交こう換かんしたなんて言えない。苦労を自じ慢まんしないのもまた勇者なのだ。

　朱音は早速携帯電話を取り出すが、パッケージを開けてしまうのがもったいないようだった。

「どうしよう。このままにしようかなあ……」

「ストラップなんだから携帯につけちゃえよ。もし壊こわれても、また俺おれが新しいのプレゼントするよ」

「統吾くん……」

　それから少し悩なやんで、朱音はストラップを携帯電話につけた。レストランの照明を受けて、透とう明めいなクリスタルが輝く。

「いいじゃん。クラスの女子が羨うらやましがるぞ」

「うんっ。統吾くんに貰もらったんだって、みんなに言おっと」

　ふと、朱音の表情に陰かげりが見えた。

「朱音？」

「本当にありがとう、統吾くん。でも……私、プレゼント用意してなくて……。何もあげられないの……」

「いや、朱あか音ねからのプレゼントは、もう貰もらったよ」

「え？」

「君のその笑え顔がおが何よりのプレゼントだよ」

　周りの客なんて、もう視し界かいに入らなかった。流れるジャズっぽいＢＧＭも耳に入らない。目の前の女の子と、自分だけの世界。

　朱音の瞳ひとみは潤うるんでいるように見えた。そのぱっちりした二つの目には、今、統とう吾ごだけが映っている。

「統吾くん……本当ありがとう。あのね、私、プレゼント思いついちゃった」

「何？」

「その……ちょっと恥はずかしいけど……」

　すると朱音は立ち上がり、おもむろに目を閉じ唇くちびるを……。







　なんてな。なあんてなっ。

　十二月二十四日。クリスマスイブ。統吾は駅前の広場にある噴ふん水すいの前でぴょんぴょん跳はねていた。一人で。

　この日は学校の終業式の日でもあり、これから二週間ほどの冬休みに入る。とはいっても生徒には帰省するところなどないので、学校に行かないだけで寮りよう生活は続く。ただ、長期休きゆう暇かとあって仲のいいメンバーで旅行に行く生徒が多いようだ。

　統吾には実家があるので、正月にはお年玉を貰もらいに帰ろうと思っている。高校生になったばかりの息子が突とつ然ぜん家を離はなれたのだから、両親はきっと心配している。とは世間一いつ般ぱんの家庭のことであり、雪ゆき村むら家ではそんなことはないだろう。最悪の場合、顔を忘れられている可能性がある。そんな家なのだ。

　現在夜の七時前。瑞みず希きと買い物に行った駅ビルの中のレストランを予約しており、事前にメニューも調べてある。同じところに住んでいるのだから寮りようから一いつ緒しよに来ればよかったのだが、統吾は待ち合わせというものに憧あこがれており、わざわざここで待ち合わせにしたのだ。「待った？」に対する「ううん、今来たところ」が言いたいだけだ。

　この地域一番の繁はん華か街がいとあって、人で賑にぎわっている。高校生カップルから熟じゆく年ねん夫婦まで、色々な人が今日きようという日を記き憶おくに残る日にしようとしていた。

　どうしてクリスマス当日の二十五日ではなく、前日の二十四日の方が重要視されているのか。そればかりは統吾にもわからない。クリスマスケーキが当日になるとすでに値引きされるという不ふ思し議ぎな現象も起こる。

　統吾のいる噴水前には、同じように待ち合わせをしている人がたくさんいる。相手がやって来ては手を繫つないで歩いていく。統吾から近くの喫きつ茶さ店てんが見えるが、店内も笑顔が溢あふれていた。この寒さでさすがにオープンテラスは人がいないが。

　駅前広場では何かのイベントが行われるらしく、小さなステージが作られ、隣となりには簡かん易いテントが並んでいる。ライブでもするのだろうか。時間が合えば見てみよう。

　もう何度目かわからないくらい時計とけいを見て、統とう吾ごは朱あか音ねを待った。実際、一時間前からここにいる。

　今日きようの統吾はストライプのシャツに細いネクタイを締しめ、グレージャケットに黒パンツというフォーマル寄りの服を選んだ。これから行くレストランのことを考え、カジュアル系を避さけたのだ。コーディネートは明あき道みちにも相談した。

　ジャケットの胸ポケットにはラッピングされたプレゼント。これは食事が終わってから渡わたす予定。今から朱音の喜ぶ顔が目に浮うかぶようだ。さっきまで浸ひたっていた妄もう想そうでは朱音がお礼にキスをしてくれそうだったが、そこから先は経験不足のせいで想像ができなかった。

　七時まであと五分。レストランの予約は七時半。少し店を回っていけばちょうどいい時間。

　朱音、あれやってくれないかなあ。「だーれだっ」ってやつ。それを期待して、統吾は朱音が来るであろう方向に背を向けている。

　すると突とつ然ぜん、視し界かいが真っ暗になった。

「だーれだっ！」

「朱音っ！」

　振ふり返かえると知らない人がいた。

「あ……すみません！」

　大学生くらいの女の人は、頭を下げると顔を真っ赤にして走っていってしまった。目で追うと、離はなれた場所に彼氏を見つけたらしく同じことをしていた。

　人違いか。でも、かわいかったからよし。朱音ほどではないけどな。

「統吾くん。待った？」

　と、後ろから聞き慣れた、しかし飽あきない声がした。統吾は今度こそ振り返る。

「ううん。今来たと……はふんっ……」

　瞬しゆん間かん、膝ひざの力が抜ぬけて、さらには意い識しきまで遠のいた。

「と、統吾くん？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「あ、ああ。平気。朱音、それすげえ似に合あってるよ」

　朱音がかわいすぎた。揺ゆれるリボンに、真っ白なコート、赤を基き調ちようにしたミニスカートが映えている。お気に入りのニーソックスもぴったりだ。

「えへへ、ありがと。統吾くんも似合ってるよ。いつもの服と違うね」

「おう。ちょっと気合い入れてみた」

　いい。この普ふ通つうの会話がいい。周りからはカップルに見えているに違いない。何といってもクリスマスイブ、辺りはカップルだらけだ。

　過去、こんなに素す晴ばらしい十二月二十四日があっただろうか。去年の今いま頃ごろは、男友達とマリカーの準備をしていた。しかし今年は誰だれよりもかわいい女の子と一いつ緒しよにいる。どうだ友人たちよ。お前らはどうせ今年もマリカーだろ。徹てつ夜やでやってろ。こちとらプリティガールとレストランでイタリアンだぜ。

　朱あか音ねは不思議そうに周囲を見み渡わたしている。手を繫つなぎ行き交う男女に、作りたてのケーキを売る声。街路樹は電飾で彩いろどられ、夜だというのに眩まぶしいくらいに明るい。そして何より、幸せがそこには溢あふれていた。

「ねえ統とう吾ごくん。クリスマスって明日あしただよね。今日きようもすごい人だね」

「ああ、そっか。朱音はこの世界のクリスマス初めてだもんな」

　統吾は、何故か前日のイブの方が盛り上がるということを話した。だからこんなにも人で溢れているのだと。

「へー、どうしてだろうね」

「さあ。でもまあ、賑にぎやかならいいじゃん」

「そうだねー」

　統吾は時計を確認。まだレストランへ入るには早い。しかし外にいては寒いので、まずはビルに入るか。実のところ、統吾の服装はこの季節にしては薄うす着ぎで、寒さに堪たえている。防寒のためにはもっと厚手のコートを着てくればいいのだが、どうしてもこのジャケットで決めたくて、寒さよりもオシャレを取った結果だった。

「統吾くん、寒いの？」

　しまった。朱音に気づかれてしまった。なんてカッコ悪い。

「いや大だい丈じよう夫ぶ。寒くないよ」

　と、朱音が腕うでを絡からませ、身を寄せてきた。あまりに突とつ然ぜんのことに、統吾は背筋を伸のばして硬こう直ちよくしてしまった。

「私がホッカイロになってあげるねっ」

　この温もり。心の芯しんからぽかぽかしてくる。ああ、これならずっとこのままでもいいかもしれない。レストランにも行かずに朱音とくっついていられればこれで。ただ、コートを着ているせいで実はすごい朱音の胸の感かん触しよくがないのだけが心残り。

「はっ」

　そこで統吾は目を覚ました。

「どうしたの？」

　朱音はすぐ近くにいるが、腕を組んでくっついてはいない。

「いや……何でもないよ」

　知らない間に妄もう想そうの世界に入はいり込こんでしまったようだ。しかもとても滑なめらかに。きっとこの特別な日に朱音と二人ふたりきりでいられるということが、統吾の頭の中をおかしくしてしまっているに違いない。妄もう想そうじゃなくて、現実のデートを楽しくするんだ。

「統とう吾ごくん、ご飯ってどこで食べるの？」

「おお、ちゃんと予約してあるんだ。でももうちょっと時間が……」

　その時、テンションの高い女の人の声が大音量で響ひびき渡わたった。ステージが作られていた方向からだ。

『メリークリスマス！　皆みなさん、今夜はクリスマス特別ステージを開かい催さいしちゃいます！　なんとあの、ガーリック染そめ谷たにさんをお呼びしてまーす！』

「うおおおおおおっ！」

　思わず叫さけんでしまった。

「と、統吾くん!?」

　なんという奇き跡せき。ガーリック染谷が来ているだなんて。あの『そればっかりはニンニクじゃね？』のギャグで一いつ世せいを風ふう靡びしそうな勢いのガーリック染谷が来ているだなんて。『半年に一回くらい見たい芸人』『言葉で説明するのが極きよく端たんに難むずかしい芸人』一位のガーリック染谷が来ているだなんて。

　観みに行きたい。今すぐあのステージまで走って行きたい。しかし、それをしてしまっていいのだろうか。ここには朱あか音ねがいるのだ。

　自分の好きな芸人が見られるというだけで興こう奮ふんして、一いつ緒しよにいる女の子を振り回してしまう。そんな自分勝手、デートにおける禁きん忌き中の禁忌ではないか。朱音もガーリック染谷のファンだというのならともかく、それは絶対にない。何といってもあのガーリック染谷なのだ。

　統吾の頭の中には天てん秤びんが置かれ、片方にはガーリック染谷、そしてもう片方には朱音が乗っかった。その結果、天秤は朱音の方に傾かたむき、あまりの勢いにガーリック染谷は上に飛んでいってしまった。

「統吾くん、あのガーリックって人、知ってるの？」

「いや、あんな変な髪かみ型がたの人なんて全然知らないよ。それより中に入ろう。寒いだろ？」

「う、うん。統吾くんがいいなら……」

　ステージに背を向け、統吾は歩き出した。後ろからはガーリック染谷が出てきたのだろう、拍はく手しゆが沸わき起こっていた。しかし笑い声はまばらだった。もっとウケてくれ、ガーリック。

　駅ビルの中に入ると、やっと寒さから解放された。薄うす着ぎのせいで、思ったよりも体が冷えてしまっていたようだ。

「あの……統吾くん、その……手」

「ん？　あっ、ごめんっ」

　ずっと朱音の手を握にぎったままだった。どおりで右手だけ温かかったはずだ。

　前に朱音と手を繫つないだ時は、山の中を走りながらだった。どうしてこんな形でしか手が握れないのだ。もっと自然な感じでいけないものか。

「ううん。その……別に、嫌いやじゃないよ」

　どうしてこんなにかわいいんだ。ああもう抱だきしめたい。

　このまま朱あか音ねを見ていると人前でがばっといってしまいそうだったので、統とう吾ごは視し線せんを前にして、エレベーターを目指した。

「レストランを予約してあるんだ。イタリアンだけど、いい？」

「うんっ」

　レストランは四階にある。高校生にも手が届く値段で、統吾が電話をした時も、すでにかなりの予約が入っていた。朱音の好物がラーメンなのは知っているのだが、クリスマスということもあって雰ふん囲い気きを優先した。

　メインのパスタを食べた後にデザート。このタイミングでプレゼント。食事のマナーも頭に叩たたき込こんである。統吾は一度、胸ポケットの感かん触しよくを確たしかめた。

「いらっしゃいませ」

　予約よりも早かったが、幸いにも席に案内してもらえた。明るすぎない照明に、雰囲気のある音楽が流れ、他ほかの客の談笑が聞こえる。

「なんか緊きん張ちようしちゃうね」

　向かいに座った朱音は、周りを見て言った。

「たまにはこういう店もいいかなって思ってな。学校の外で食べることって滅めつ多たにないし」

　時々、ぷれい部で学校の外まで行ってファミレスで夕ご飯を食べようかと話が出ることがあるが、結局は面めん倒どうになって寮りようで済ませてしまう。明あき道みちの料理の腕うでがどんどんよくなっているのも理由の一つだ。

「そうだね。……えっと」

「ん？　何かまずいことでもあったか？」

「そ、そうじゃなくて。その……カップルばっかりだなーって……」

「お、おう。そうだな……」

　客はカップルばかり。家族連れの姿など見えない。それがクリスマスイブという日である。アルバイトの店員も恋人がいない人がシフトに入っているのだろうと、余計なことまで考えてしまった。

「もしかして、私と統吾くんも、そ、そんなふうに見えるの……かな」

　途と切ぎれ途切れに、朱音の語ご尾びは細っていく。そんな様よう子すが最高にかわいくて、でもじっと見るのが恥はずかしくて、統吾は壁かべの絵を見ながら答えた。

「そ……そうかもな。二人ふたりだし。朱音は俺おれとそうやって見られるの……嫌か？」

「べ、別にそんなことないよっ。私は統吾くんに合うパートナーになりたいって思ってるんだし……」

　朱音の言うパートナーという言葉の意味は、男女の意味ではなく、勇者と魔ま法ほう使つかいという意味である。それがわかっているから、統とう吾ごも朱あか音ねの言葉を素す直なおに受け取りにくい。自分を勇者としてではなく男として見てくれることはないのかと、卑ひ屈くつになってしまう。

　メニューから二人ともオススメの料理を選び、先に来たノンアルコールのシャンパンで乾かん杯ぱいをする。

「えっと、まあ、メリークリスマス、でいいかな」

「うんっ、メリークリスマス」
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　小さくグラスは音を立てた。

　これからは自然な会話を。そう、いつも部室でしているような雑談を。場所が変わったってやることは同じだ。とはいっても、学校ではないので魔ま法ほうの話はできない。

「眞ま緒おとは仲良くやってるか？　って、訊きくまでもないよな」

「うんっ、眞緒ちゃんとってもいい娘こだよ。この前も、一いつ緒しよにお風ふ呂ろ入ったんだ」

「お風呂!?」

　眞緒の奴やつめ、なんと羨うらやましい。今度、詳しよう細さいを訊きかなければなるまい。

「でもね、眞緒ちゃんがキュウリばっかり買ってくるから、冷蔵庫がいっぱいなの。プリンとか入れる場所がなくて困っちゃった」

「それはちょっと見逃してやってくれ。穂ほ科しなでいうところのアイスみたいなもんだから」

　多分そのまま食べているだろうから、味み噌そをつけることを教えてやろう。

　話しているうちに料理が運ばれてきた。ミートソースとナポリタンくらいしか知らない統とう吾ごにとっては、未知のスパゲッティだった。でも美お味いしそうだ。

「いただきまーす。……美味しいっ。美味しいね統吾くん」

「おう、こりゃ美う味まい」

　朱あか音ねと一緒に食べているということが、料理を何倍も美味しくしているに違いない。店内はたくさんの笑い声に包まれていた。

「そうだ。統吾くんに訊きたいことがあったの。『雪』ってなあに？」

「え？　朱音、雪知らないのか？」

　と言いつつ、仕方ないことだと統吾は思った。朱音のいた世界とこの世界の気候が同じなわけがない。瑞みず希きも温かい気候の世界で育ったと言っていたし、雪という現象を知らないというのは納得できる。

「うん。テレビで観たのは白い粉みたいなのが降ってる映像だったんだけど、みんな白いの？」

「雪は白いもんだ。地域によって降るところと降らないところがある。テレビで流れたのは北の方だろうな」

「へえ。ピンクとか黄色の雪が降ったらきれいなのにね」

　気象の歴史に残る大事件だ。

　統吾の地元は雪の少ないところだったが、この辺りはどうだろうか。冷ひえ込こみはするが、雪がたくさん降るほどの寒さでもない。もし降っても積もることはないだろう。

　統吾は知識の限り雪にまつわる話をして、朱音もそれを興きよう味み深く聞いていた。

「雪、降ればいいな」

「うん。校庭に積もったら雪合戦がしたいね」

「ああ、きっと重傷者が出るだろうけどな。俺おれとか」

　予想だが、きっと途と中ちゆうから魔ま法ほう合がつ戦せんになる。

　レストランで食事をしながら朱音と話すのは楽しかった。いつも部室でお菓か子しをつまみながらお喋しやべりをするのとは違う盛り上がり方をしているような気がした。これがイタリアンとシャンパンの力か。

　気がつけばスパゲッティの皿は空になり、店員がさげていった。次はデザートが出てくる。

「デザート楽しみだねー」

「お、おう、そうだな。あのさ……朱音」

　ここだ。今こそプレゼントのタイミング。統吾は胸ポケットに手を入れ、ラッピングされたそれに触ふれた。

「何？　統吾くん」

「その……これ、俺から……」

　その時、けたたましい音が店内、いや建物内に響ひびき渡わたった。客も店員も、何事かと一いつ斉せいに天てん井じようを見上げた。

　これは警けい報ほう。

　音と重なり、男の声が半ば怒ど鳴なるように聞こえてきた。

『六階にて火災が発生しました！　お客様は直ちに建物の外に避ひ難なんしてください！　繰くり返かえします！　火災が発生しました。お客様は……』

　途と端たんに、店内は混乱した。慌あわてて席を立ち、出口へ走る人たち。テーブルにぶつかって転ぶ人もいる。状況を把は握あくできずに動けない人もいて、統とう吾ごと朱あか音ねはそこに含まれていた。まだ席すら立っていない。

　もちろん何かのドッキリでも、訓練でもないのだろう。わかっていても、そんな可能性に縋すがりついてしまう。何な故ぜなら、今日きようだから。今だから。待ちに待ったこの日を、素す敵てきな思い出にしようと努力してきたこの日を、まだ始まったばかりのデートを失いたくなかった。

　だが、火事は起きてしまった。

　災害に予告なんてあるはずもなくて、いつだって唐とう突とつに起こるものだと知っていても、そう考えずにはいられない。何かの原因で起きた火事が、偶ぐう然ぜんこの日だっただけ、この建物だっただけ。

　そして、この場で何をしなければいけないのか。それもわかっている。

「統吾くん……！」

「ああ」

　朱音の言葉の続きは「私たちも早く逃にげないと！」ではない。火事は六階で発生したと行っていた。ここは四階で、火がすぐに下に来ることはない。だから急にここが煙に包まれる心配はない。慌てさえしなければ安全に避難することができる。

　そう、だから、普ふ通つうに客としてここから逃げて、「危なかったね」と言って他ほかの店を探してデートを再開することができる。今逃げている人の中に、そうする人も多いだろう。

　でも、できない。それができない。朱音も自分も、こう言うのだから。

「上にいる人を助けに行くぞ！」

「うんっ！」

　人とは違う体と、能力を持っている。火事と知らされても動どう揺ようせずにいられるのも、迷わず助けに行くという選せん択たくができるのも、それができるだけの力があるからだ。ただ、引ひき換かえにデートを中断せざるを得なかった。いや、このまま再開なんてできないかもしれない。

　皮ひ肉にくなものだと思う。ただの高校生だったなら、そのまま逃げてクリスマスはまだ続く。でも、ただの高校生でなくなったから、朱音と出会えた。

　きっと、勇者とはこういうものなのだ。いつでもどこでも困こん難なんが目の前に訪れて、乗のり越こえていかなければならない運命なのだ。肝きも試だめしの途と中ちゆうで朱音といい雰ふん囲い気きになったところでラヒダを拾い、次にいい感じになった時には瑞みず希きにドロップキックを喰くらった。あれもきっと運命だったのだ。

　やってやろうじゃないか。世界を救った勇者に、これしきのことなど何でもない。

　店の外に出ると、走り回る人でごった返していた。しかし火が回ってきてはいないので、パニック状態というわけではない。店員の誘ゆう導どうに従って、階段と止まったエスカレーターを使って下の階に向かっている。

　二人ふたりは人の流れに逆らって上に向かう。当然ながらその行動は目立ち、五階に着いたところで店員に呼び止められた。

「どこに行くんだ！　下に降りなさい！」

「大だい丈じよう夫ぶっす！　俺おれ、あばら骨が全部砕くだけても死なない系なんで！」

「それは確たしかにすごいけれども！」

　店員の制止を振ふり払はらった時、遠くから「うおおおおおお！」と気き合あいの入った声が聞こえてきた。最近になってうんざりするほど聞いてきたその声の主は、小さな体で老人を背せ負おって全力でこちらに向かって走って来ていた。

「店員！　このおばあちゃんを頼たのむ！」

「あ、ああ。君も早く……」

「大丈夫だ！　眞ま緒おは十五分くらい氷こおり漬づけにされても死なない系なのだ！」

「今日きようの客すごいタフ！」

　老人を店員に預けたのは眞緒だった。すぐに統とう吾ごと朱あか音ねに気づき「あ！」と声を出す。

「何してんだ眞緒！」

「ガーリック染そめ谷たにが来ると聞いて観みに来たのだ！　それにパーティーは明日だから材料と飾かざり付つけを……じゃなかった。トーゴと朱音こそ何をしているのだ」

　とても身近にガーリック染谷ファンがいた。

「俺おれたちは……まあなんだ、飯めし食くいに来たんだよ。下のレストランに」

「なんで眞緒も呼んでくれなかったのだ！」

「どうしてお前を呼ばなきゃいけないんだよ！」

　子供か。いや、子供だった。

　だが、どんな理由にせよ、眞緒がここにいるというのはこの状じよう況きようでは助かったと考えるべきだ。人手は多い方がいい。眞緒だって煙に巻かれたくらいで死にはしない。少なくとも十五分は息を止めていられる。ガーリック染谷談だん議ぎはまだ今度だ。

「眞緒ちゃん、私たち、ここにいる人たちを助けたいの。協力してっ」

「もちろんなのだ！　眞緒の前で困っている奴やつは許せないのだ！　全ぜん滅めつさせるのだ！」

　いいことを言っているのだが、もっと言葉を選べ。

　ここは五階、火が出たのは六階、そして建物は八階建て。統吾は階段脇わきにある案内を見た。まずいな。六階は紳しん士し服ふく売り場で、さらに七階には本屋がある。燃えやすい物が多い。スプリンクラーはあるだろうが、それだけで炎ほのおを抑おさえられるだろうか。

　消防車が到着したところで、放水が届くにも限界があるはず。しかも今日きようはクリスマスで交通量も多い。到着自体が遅れる可能性だってある。

　中にいる人を助けられるのは、中にいる人間だけ。

「朱あか音ね、眞ま緒お、多分ここから上がかなりヤバいことになってる。自分が危ないと思ったら絶対に逃にげろよ。これは部長命令だからな」

「……うん。わかったよ」

　こくりと頷うなずく朱音。

「ふんっ。眞緒は部員じゃないから関係なむぐっ……」

　眞緒の頭を鷲わし摑づかみにした。

「だったらお前はここで降りろ。無理やりでも窓から放り出すぞ」

「眞緒ちゃん、統とう吾ごくんは私たちのこと思って言ってくれてるんだよ？」

「むう……。わかっているのだ。トーゴ、心配するな」

「ならいいけどよ」

　眞緒は誰だれかを助けたい、役に立ちたいという思いが強い。そのせいで無理しなければいいのだが。

　気をつけなければいけないのは、異い能のうの力を使ってはいけないということ。こんなところで魔ま法ほうを使えば、目もく撃げき者しやも多くなって収拾のつかない事態になる。あくまで一いつ般ぱん人じんとして、救助を手伝ったという形にしなければいけない。

「おい君たち！　助けに行こうなんて考えるな！　無む謀ぼうすぎる！」

　そういえば店員がいたのだった。

「大だい丈じよう夫ぶですって。俺おれらぷれい部なんで」

「いや何それ！」

　こうしている間にも、統とう吾ごたちのいる階段に向かって人が流れてきている。やはり日が日だけに客の数も多い。建物に入っている多くの店がクリスマスセールをしているのだ。

　人が殺さつ到とうすると、どうしても子供や老人がケガをしてしまう。だからまずは落ち着いて動いてもらう必要がある。そのあたりはちゃんと訓練がされているのか、店員も声を張り上げながら誘ゆう導どうしていた。

「皆みなさん落ち着いてください！　こちらに火は来ません！　落ち着いて避ひ難なんしてください！　僕の顔を見て落ち着いてください！　さあ僕を見て！　さあ！」

「…………」

　統吾には、こんなことを言いそうな友人が一人ひとりいる。

「なああんでお前がいるんだああああっ！」

　客を誘導していたのは店員ではなくルームメイトだった。しかし女性客の多いこの場で明あき道みちの甘あまい声はよく通り、鬼おにの形ぎよう相そうで階段を目指していた人たちも段々と歩ほ幅はばを合わせ、子供や老人を気き遣づかいながら移動していた。

　こいつホントすげえな。特とく殊しゆなフェロモンみたいなものが出ているのではないか。

「明あき道みちくんも来てたの？」

「やあ統とう吾ごに朱あか音ねちゃん。眞ま緒おちゃんまで。統吾、今日は朱あか音ねちゃんと食事なんじゃなかったのかい？」

「このビルのレストランだったんだよ！　お前こそ何しに来てんだよ」

「実は僕たちも食事に来ていてね。イタリアンレストランを八時に予約してたんだけど、まさか火事だなんて、参ったね」

　かぶっていた。もしあのまま食事をしていたら、後からきた明道とはち合わせていたのか。

「ってか、食事って誰だれとだよ。一人ひとりってことはないだろ」

　明道も統吾と同じようにジャケットスタイルでまとめている。髪かみもいつも以上に丁てい寧ねいにセットされているし、明道になりにはりきっているのだろう。同じ格かつ好こうなのに、明道の方が決まって見えるのが悔くやしい。

　一いつ緒しよにいるのは悠ゆう子こだろうか。それなら火事現場となった今では何より心強い。なんだかんだで悠子を誘さそったのではないか。

「明道、この階の客はだいたい下に降りたわよ。早く上に……」

　走ってきたのはまたも顔見知り。紫むらさきがかった跳はねた髪を揺ゆらした瑞みず希きだった。いつもの面子めんつを発見して目を丸くする。

「瑞希ちゃん！」

「朱音……。ていうか、みんないるし」

「穂ほ科しな、お前まで……。ん？　明道と飯めし食くいに来たのって……」

「うん。そうだよ。今日は穂科さんとデートなんだ」

　なんと。これは統吾には意外な組み合わせである。明道が悠子を誘うことに難なん色しよくを示していたのは、瑞希を誘うつもりだったからなのだろうか。

　瑞希を見ると、ぷいっとそっぽを向かれた。

「な、何よ。こいつがどうしてもって言うから付き合ってあげたのよ。……奢おごりだし」

　まだここは熱くないのだが、瑞希の顔は赤い。

「そういうこと。いやあ、僕らよりもビルが熱く盛り上がっちゃったね」

　上う手まいこと言ったつもりか。自分だって、朱音と熱く盛り上がるつもりだったのに。

「トーゴ、早く上に行くぞ！」

　眞緒に急かされ、統吾たちは階段をのぼった。もちろん店員からは何度も制止を受けたが、統吾たちを止められるはずもない。

　六階は煙けむりが充じゆう満まんし、スプリンクラーが作動していた。天てん井じようから水が吹ふき出だし、床ゆかには水たまりができているところもある。五階と違い、火に追われて混乱する人がまだたくさん残っていた。男の店員が消火器を噴ふん射しやしている姿も見える。

「基本的には人の誘導な。で、火に囲まれて動けなくなってる人がいたらどうにかして助けるんだ」

「どうにかしてって、アバウトね」

　スプリンクラーの水に濡ぬれてはりつく髪かみをうざったそうに分けながら、瑞みず希きが言った。

「俺おれらにはどうにかできる力があるんだから、どうにかすればいいんだよ」

「まあ、そうかもね」

「わかってると思うけど、魔ま法ほうは使うなよ。防犯カメラもまだ動いてるっぽいし」

　天てん井じようのいたるところにカメラが設置されていて、死角などありそうにない。こんなところで魔法を使って、もし映像が残ってしまったら、仮にここにいる人を全員助けることができたとしても後が大変だ。確かく実じつに統とう吾ごたちを取り巻く環かん境きようが変わる。

「うん、大だい丈じよう夫ぶだよ統吾くん」

「ええ。心得ているわ」

「眞ま緒おもだ！」

　そこで明あき道みちが二つに分かれることを提案し、明道と瑞希は先に七階に向かうことになった。七階には書店があり、もし火が本に燃え移ってしまっていたら、あっという間に炎ほのおが広がってしまう。

　統吾、朱あか音ね、眞緒の三人も、六階で散ちり散ぢりになる。ワンフロアといってもかなりの広さだ。紳しん士し服ふく売り場を走っているうちに、他ほかと比べて火が強い場所を見つける。あそこが火元か。天井からの放水もあまり意味をなしていない。

　そもそも、出火の原因は何なのだろうか。統吾のいた四階であれば、飲食店が入っているので火を使う。そこから出火したというのであればまだわからなくもないが、ここは紳士服売り場で、火の気配などどこにもない。喫きつ煙えん所じよも別のところにある。

「……放火か？」

　人じん為い的てきなものという考えが頭をよぎるが、今それを深く考えたところで答えは出ない。それは後々の調査で判明することだ。

「皆みなさん！　頭を低くして！　ゆっくり進んでください！　大丈夫です！　下の階におりれば火はありません！」

　店員の見よう見まねで、逃にげ遅おくれている人を誘導する。もう数は少ない。ここは出火した階だから、客が火事を察知するのが早かったのだろう。統吾たちが探すべきは、逃げる人にぶつかったりして動けなくなってしまっている人だ。

　その時、統吾のいる場所に向かって猛もう然ぜんと走って来る男が視し界かいに入った。両手には紙かみ袋ぶくろをいくつも持っている。さらに眞緒の声が飛んできた。

「トーゴ！　そいつはいい奴やつなのだ！　店の商品を少しでも助けようと袋ふくろにたくさん詰つめ込こんでいたぞ！」

　おそらく三十代の男はどう見ても店員ではない。

「違うよ！　こいつ火事場泥どろ棒ぼうだ！」

　このフロアには時計とけい売り場もある。紙袋の中は高い時計でいっぱいのはずだ。

　どさくさに紛まぎれて儲もうけようなど、いい根性だ。

　眞ま緒おの声に「げっ」と表情を変えた男は、待ち構える統とう吾ごを避さけるべく直角に曲がり、売り場へと逃にげ込こんだ。

　つるし売りのスーツをどけながら、統吾は男の背中を追った。もしかしたら、こいつが泥棒をはたらくために火を放ったのではないか。それなら逃がしも許しもしない。

　男が売り場を抜けると、そこにはちょうど眞緒がいた。

「殴なぐれ眞緒！　構かまわん！」

「わかった！」

　男は、眞緒なら力づくで突とつ破ぱできると思ったのだろう。そのまま眞緒に突つっ込こんでいく。男の最大の誤算は、眞緒が別世界の人間だと知らなかったことだ。仕方ないけど。

「ぎゃあっ！」

　何かの動物みたいな悲ひ鳴めいが出て、すごく飛んだ。

「手加減なしか。まあいいけど」

　あれは顔の形が変わるな。

　吹ふっ飛とんだ男はフロアを横断し、ちょうど店員の前に落ちて袋ふくろの中身をぶちまけた。店員は戸と惑まどいながらも気絶した男を下に連れていく。任せてしまってよさそうだ。

　熱い。額ひたいに浮かぶのが水なのか汗あせなのかわからない。いくら体が丈じよう夫ぶで身体能力が高くても、酸素を吸わずには動けない。しかし燃え盛る炎ほのおは徐じよ々じよに酸素を奪うばっていく。長い時間いるのはまずい。

「トーゴ、大丈夫か？」

　顔に出ていたのか、眞緒が見上げていた。

「ああ、まだいける」

「ふふん。お前の体はこっちの世界のものだから、眞緒と比べて貧弱に違いない。貧弱は貧弱なりに体を気き遣づかうべきだ」

「……一回倒たおした魔ま王おうに言われるとは思わんかった」

　眞緒を魔王から解放できてよかったと思う。

「眞緒は、トーゴがいなくなったら悲しいぞ」

「サンキューな」

　統吾は眞緒の頭を撫なでた。「子供扱あつかいするな」と眞緒は口をとがらせる。

　見み渡わたす限り店員以外の人はいない。店員もすぐに避ひ難なんを始めるはずだ。もう消防車は着いているだろうか。ここまでサイレンの音は届かない。

「トーゴ、もう少しこの階を調べよう」

「そうだな。ん？」

　統とう吾ごは視し線せんの先に何か動くものを見つける。その瞬しゆん間かんに足は動きだしていた。

　子供がいる。親とはぐれたのだろうか。泣き声は聞こえないが、泣いている。座すわり込こんでしまっていて、そこから動きそうにない。

「……っ！」

　子供の近くには棚たなが並んでいる。その棚はすでに火に包まれていて、傾かたむき、子供にのしかかろうとしていた。

　統吾の速度はとっくに人間の速さを超こえていた。カメラに映ってしまうとか、自分で言っておきながら頭の隅すみに追いやってしまっていた。目の前で子供が危ないというのに、加減などしていられるか。

「このっ……！」

　間かん一いつ髪ぱつ、統吾は子供を押おし潰つぶそうとしていた棚を壁かべまで蹴け飛とばした。抱だきかかえた子供は気絶してしまっていた。下へ手たに暴あばれられるよりはマシか。

「トーゴ！」

　眞ま緒おの声。と同時に、統吾の視し界かいを影かげが染める。見上げれば、もう一方から棚たなが迫って来ていた。一つ危き機きを回かい避ひしただけで一いつ瞬しゆんでも気を抜ぬいた自分に腹を立てている暇ひまもない。

　せめて子供だけでも。統吾は倒たおれてくる棚に背中を向けた。

「ええいっ！」

　光の筋が走り、それは傾いた棚に命中し跡あと形かたもなく消し去ってしまった。統吾は立ち上がり、子供を抱いて階段まで走る。そこには「うちの子がっ……」と店員に訴うつたえる女性の姿があった。

「この子のお母さんですか!?」

「え？　あ……は、はい！」

　統吾は押しつけるように子供を渡わたすと、すぐに下に降りるように促うなした。「君も早く！」と言う店員も強引に下に追いやった。

　後から朱あか音ねと眞緒が追いつく。朱音の手には、緑の宝石が乗っかった魔ま法ほうの杖つえが握にぎられていた。普ふ段だんから、朱音は杖を小さくして持ち歩いている。統吾と子供を守るため、咄とつ嗟さに魔法を使ったのだろう。

「統吾くん、ケガはない？」

「大だい丈じよう夫ぶ。ありがとうな朱音。助かった」

　統吾が天てん井じようのカメラを確認したのはそれからだった。

「ごめん……。私……魔法、使っちゃった」

「いや、今のは仕方ないよ。命がかかってたんだから。俺おれが魔ま法ほうを使えたら同じことをするよ」

　間違いなく朱あか音ねの魔法はカメラに映った。統とう吾ごの異常な足の速さもだ。この火事が収まった後、必ず出火原因を調べるために警察がカメラの映像を調査する。今からカメラを壊こわしても遅おそい。そのテープが保管してあるところを探さなければいけない。しかしそこに人を割さいている余よ裕ゆうはない。

「でも、どうしよう。このままじゃ……」

「こうなったら俺がテープを……」

　その時、突とつ然ぜん天てん井じようのカメラが爆ばく発はつした。それも一つではない。このフロアのカメラが次々と音を立てて壊れていく。

「おわっ！　どうしたのだ!?」

「ちっ、……お前たちは毎回毎回……」

　低く通る声。肩かた書がきも、実力も、カリスマすらあわせ持った生徒会長の声だった。

「会長っ」

　安あん藤どう和かず臣おみがそこにいた。カメラは和臣が壊したようだ。和臣は一いつ般ぱん人じんがいないことを確認すると、手を横に薙ないだ。すると風が巻き起こり、炎ほのおと煙けむりの勢いを弱める。

　どうしてここにいるのか。それを訊きく前に和臣が口を開いた。

「夏なつ森もり！　貴き様さま、ここで魔法を使うということがどういうことかわかっているのか！」

「あの……でも……」

　鋭するどい二つの目で睨にらまれ、朱音は肩かたを強こわ張ばらせた。

「自覚が足りんな。貴き様さまの行動が、あの学校にいる生徒全員の立場を危うくするということを忘れるな」

　統吾は間に入り、和臣を見み据すえた。

「待ってください。朱音は俺と子供を助けようとしたんです！　責めないでください」

　それがわからない和臣ではない。しかし、朱音が責められているのを見過ごすわけにはいかなかった。

　すると和臣は一つ息をついた。

「このことについては後だ。……貴様らのせいでカメラの映像を処分する必要ができた。俺は管理室に向かう。貴様らは引き続き救助を行え」

　和臣の行動には無む駄だがない。何が最善かわかっている。勇者と魔ま王おうは相あい容いれず、和臣はとは何度も対立してきた。それでも思ってしまった。頼たよりになると。

「待つのだ会長。お前の魔ま法ほうで火を消せないのか？」

　眞ま緒おが問うと、和臣は一度眼鏡めがねに触ふれ、首を横に振ふった。

「確たしかに魔法を使えば可能だ。カメラも破は壊かいしている。しかし、客観的に不自然な消火が起こることになる。消火は人の手で行わせるべきだ。この火事に異い能のうの力は介かい入にゆうしなかった。その事実を残さなければならない」

　建物の周囲には、たくさんの野や次じ馬うまが集まっているだろう。その目の前で、建物を覆おおっていた炎ほのおが雨でもないのに急に消えたらどうなるか。今はインターネットで動画もどんどん流される。噂うわさが噂を呼んで、統とう吾ごたちの学校に行きついてしまったら。

　和かず臣おみの言っていることはすべて正しいことで、しかし悔くやしさが残る。すぐにでも火を消すことができるのに、それができない。

　いや、だからこそ、その中でできる最大のことをしなければならない。

「俺おれたちは、火を消せない状態で少しでも多くの人を助ける。そうですね」

「そうだ。どうせたいした活動もしていない部だ。たまには世のためになることをしろ」

「任されました。部費泥どろ棒ぼうとは言わせません」

「ふん。増額はしないがな」

　最後に重大発言をして、和臣は管理室へ向かった。してくれないんだ。ケチ。

　和臣によって弱められていた炎と煙けむりが再び勢いを増してきた。上にいる明あき道みちと瑞みず希きも心配だ。

「上に行こう」

　朱あか音ねと眞ま緒おは無言で頷うなずいた。

　あと少しで、この階も炎に包まれる。エレベーターはもちろん、階段も煙で包まれるだろう。これから上に行くということはつまり、退路を断つということだ。階段をおりる以外の方法で脱だつ出しゆつしなければいけない。そんなもの、もう一つしかないんだけれど。

　七階。予想どおり、書店の火は桁けた違ちがいに強かった。しかし人ひと影かげは見えない。客も店員も避ひ難なんした後のようだ。クリスマスで、しかも夕飯時に書店に入る客は少なかったのだろう。

　炎ほのおの光が、網もう膜まくを焼くようだ。統吾は思わず目を細めた。

「瑞希ちゃーん！　明道くーん！」

　朱音が叫さけぶと、すぐに煙の中から二人ふたりが現れた。誰だれもが頰ほおを煤すすで黒くして、服も所々が焦こげてしまって、オシャレなんてどこかにいってしまっていた。

「統吾、さっきカメラがいきなり壊こわれたんだけど、何かしたのかい？」

　明道がカメラの方に目を向ける。さすがだ。他ほかの階まで壊こわせるのか。

「会長が来てる。俺らが映ったテープを回収しに行ってくれてる。カメラは全部壊してくれたみたいだ」

「そう。なら魔ま法ほう使ってもいいのね」

　言い終わらないうちに、瑞希はハンドバッグから電でん卓たくを取り出すと高速で叩たたいた。最後のイコールを押すと、氷の粒りゆう子しが統吾たちを中心にして渦うず巻まき、周囲の炎と煙を消し去った。火事の中にいるのにひんやりする。

「おい穂ほ科しな、火は全部消すなよ。じゃないと……」

「わかってるわ。ここの空気を確かく保ほしただけよ」

　瑞みず希きもこの状況を理解してくれているようだ。

　さっきまで熱せられた空気を吸っていたので、肺がどうにかなってしまいそうだった。冷えた酸素を吸すい込こんで、体に溜まっていた嫌いやな空気を追いやる。

「僕らがここに来たときにはほとんど人はいなかったよ。煙けむりを吸って気絶してしまった人は店員に頼たのんで下に降りてもらった。あとは八階だけど、この感じなら人はあまりいないかもしれないね」

　他ほかの階を見る限り、主に男の店員が残って客の誘ゆう導どうをしていた。だが店員といえど人間だ。自身が危ないと思えばすぐに逃にげるだろう。仮にそれで他の誰だれかが犠ぎ牲せいになったとしても、責めることはできない。

「明あき道みちくん、『あまり』じゃダメだよ。私たちはみんなを助けないとなんだからっ」

　朱あか音ねが杖つえを強く握にぎる。明道は「ああ、ごめんね」と薄うすく笑った。

「そうだ、朱音の言う通りだ。俺おれがいる限り誰も死なせはしないぞ。それが勇者ってもん……」

「トーゴ、いいから上に行くぞ」

　いいセリフを遮さえぎって、眞ま緒おが言った。

「統とう吾ごくん、早く行かないと！」

　その直後には、瑞希によって上につながる階段の壁かべが凍こおりつき、そこだけ氷の洞どう窟くつのようになっていた。先頭の瑞希はどんどん階段をあがっていく。

「ちょっ……なんで床ゆかまで凍らせるんだよっ。俺……革かわ靴ぐつでっ……」

「調節できなかったのよ。騙だまし騙だましのぼりなさい」

　無茶な要求をされた。

　結果として統吾は五回ほど滑すべって転びながらも最さい後こう尾びで八階にたどりついた。

　炎ほのおは強く、瑞みず希きの氷もすぐに溶とけてしまった。

「……マジかよ」

　統吾は目の前の光景を見て、そう呟つぶやいた。

　建物の中で人が集まりそうな、ブランドショップ、レストラン、洋服店は下の階に集まっている。そこにいた人たちは火も回って来ていなかったので比ひ較かく的てき安全に避ひ難なんができた。出火した場所より上は書店で、はじめからあまり人がいなかった。

　だから、さらに上のこの階であれば、警けい報ほうが鳴った時点で人はほとんどおらず、みんな避難ができているかもしれないと、どこかで高たかを括くくっていた自分がいた。それであれば、後は自分たちの脱だつ出しゆつのことだけ考えればいいと。

　が、八階にはこの店があったんだ。

　ペットショップが。

「お願ねがいみんな、こっちに集まって！」

「ほら、怖こわくないから！　お願い！」

　数人の女性の店員が、必死に動物たちをかごの中に入れようとしていた。犬いぬ猫ねこ専門のようで、他ほかの動物は見えない。それでも数は多くて、すべてを運び出せるような状じよう況きようではなかった。

　動物にとって火は天敵だ。大小どの動物も火によって混乱して、全然言うことを聞いていない。店員も見捨てることができないのだろう、目に涙なみだを浮うかべて咳せき込こみながら、逃げ回る犬や猫を追いかけている。

　人の声と、鳴き声が混じって、さらには炎ほのおに取り囲まれ、地じ獄ごく絵え図ずという言葉はこういう時に使えばいいのかと、統とう吾ごは思った。

　店員は統吾たちに気づき、一いつ瞬しゆん表情を明るくしたが、すぐにそれは絶望の色へと変わる。消防隊員が来てくれたのだと思ったのだろう。

　見える範はん囲いでは、逃にげ遅おくれた人は三人。この人たちだけを助けようとするのであれば、それほど難しいことではない。瑞みず希きの魔ま法ほうで階段のところだけ炎を退けながらおりていけばいい。

　でも。

　ついさっき言ったことだ。誰だれも死なせはしないと。勇者たるもの、自分の言葉を撤てつ回かいするようなことはしないのだ。

「全員だ！　犬も猫も全部守る！　部長命令だ！　いいな！」

「うんっ、絶対だよっ！」

　朱あか音ねが強く頷うなずく。

「おうっ！」

　眞ま緒おが右手を突つき上あげげる。

「部長には逆らえないな」

　明あき道みちが髪かみをかき上げる。

「こんな時だけ部長よね」

　瑞みず希きが肩かたをすくめる。

　最初にすることは決まっている。統吾は一番近くにいた女性に駆け寄った。激しく咳せき込こみ、すぐにでも意い識しきを失ってしまいそうだった。

「ペットたちは俺おれたちが必ず助けます！　だから逃げてください！」

「で、でも……」

　統吾たちが消防服を着て、ホースを持ってやって来たなら、信じてくれたかもしれない。でも見た目は私服の高校生。いきなり頼たよれと言われて鵜う呑のみにする方が難むずかしい。

　強引ではあるが、これしかないか。

「明道っ、頼む」

「わかった」

　明道は女性の背中に手を当てると、少量の魔ま力りよくを打ちこんだ。途と端たんに気を失い、明道が抱だきかかえる。他ほかの二人ふたりにも同じように気絶してもらい、明道は一人を背せ負おい売り物のリードで縛しばって固定し、二人ふたりを両りよう脇わきに抱かかえる格かつ好こうになった。

「行けるか？」

「問題ないよ。でも、もう階段は火が回ってしまってるね。僕一人ひとりなら強引に抜ぬけられるけど、この人たちを連れては無理だなあ」

「私が一いつ緒しよに行かないときついわよね」

　瑞みず希きが電でん卓たくを構えた。ここにいる中で、炎ほのおに対抗できる魔ま法ほうが使えるのは瑞希だけだ。階段を使うなら、瑞希は必ひつ須すだ。

「いや、穂ほ科しなが残らないとこっちがまずい。明あき道みちはエレベーターを開けて飛び降りてくれ。お前ならこの人たちを庇かばいながら着地できるだろ？」

「なるほど、その手があったね」

　言うが早いか、明道はエレベーターの扉とびらを楽々と開ける。ぽっかりと空いた縦たての空くう洞どうは、地上への脱出ルートだ。熱風が下から吹ふき上あげてきて、吸すい込こんだ統とう吾ごの肺を焼こうとする。

「明道、間違っても救急車に乗って病院に行くなよ。精密検査なんて受けたらこの世界の人間じゃないことバレちまうからな」

「そのへんは上う手まくやるよ。それじゃあ、また後で」

　まあ明道なら心配ないだろう。

「あんた、なかなかきつい指示出すわね。飛び降りろなんて」

「悪い頭で一番いい方法を考えてんだ。代案あったらすぐ言ってくれ」

「……久ひさし振ぶりにあんたのマジメな顔を見た気がするわね」

　飛び降りた明道を見送ると、瑞希がそんなことを言った。失礼な。

　自分なりに最善を選せん択たくしているつもりで、上手くいかなかった時の責任は取る覚かく悟ごだ。でも、もしここに和かず臣おみや悠ゆう子こがいたなら、どんな行動に出ていたのだろうと考えてしまう。

　いや、現に二人はいないのだ。いない人間を頼たよってどうする。いる人間を信じろ。仲間を信じろ。

　店員は明道と共に避ひ難なんし、統吾たちとペットが残った。

「キクラゲー、待ってー。こっちだよー」

「大だい五ご郎ろう！　いい子だからおとなしくするのだ！」

　朱あか音ねと眞ま緒おは思い思いの名前で走り回っているペットを集めている。もちろんそんな名前ではないので、反応すらしない。煙けむりはすでに動物にも迫っていて、火から逃にげる元気もないくらいに弱っている姿も見える。

「穂ほ科しな、しばらく火を抑おさえられるか？」

「できるけど、あんまり魔ま力りよくも残ってないのよ。火も強くなってるし、三分くらいをみてほしいわ」

「わかった。負担かけてすまん」

　炎ほのおの相手は瑞みず希きに任せきりだ。統とう吾ごは魔ま法ほうが使えず、援えん護ごしてやることもできない。

　前に悠ゆう子こは言った。勇者が何でもできたら仲間なんていらないと。でも、この勇者に何ができるのだろう。

「統吾くん！　この檻おり……鍵かぎがっ……」

　朱あか音ねの声。見れば、大型犬の入った鉄製の檻は鍵が閉まっており、中の犬はすでにぐったりしていた。鍵は店員が持っていたのかもしれない。

「こうなったら魔法で……」

「ダメだよ眞ま緒おちゃん、中のアジタマにも当たっちゃうよ！」

　手に魔ま力りよくを集めた眞緒を、朱音が止める。

　この檻はここにある他ほかの檻やかごの中でも一番大きい。一度に運び出すならこれを使うべきだ。

　統吾は檻の上に乗り、天てん井じように手をかける。

「くううううっ！」

「統吾くん！　手がっ……」

　鉄製の檻は炎のせいで目玉焼きが作れそうなくらいに温度があがっていた。手の皮が焼ける。熱い。それでも統吾は力を振ふり絞しぼり、檻の天井を引っぺがした。

　何ができるか考える前に、動け。それしかできないんだから。

「どりゃあっ！」

　そのまま天井だった一枚の鉄板を投げ捨てる。遠くに落ちたそれはガランと音を立てた。

　残ったのは、ふたの開いた丈じよう夫ぶな箱だ。

「朱音、眞緒！　ここに入るだけ詰つめ込こむんだ！　小さいのなら結けつ構こう入るはずだ」

「うんっ。わかったよ！」

　体の小さな猫ねこ、そして小型犬から先に檻おりの中に放ほうり込こんでいく。流行もあってか、ほとんどが小型犬だった。窮きゆう屈くつなはずなのにほとんど抵てい抗こうもなく、鳴き声も少ない。それが動物たちの衰すい弱じやくを物語っていた。

　おそらく焼けただれているであろう手のひらは見ないことにした。見てしまったら、この痛みが倍になる気がした。

　横目で瑞希の背中を確認する。火が出てからかなりの時間がたっている。本当なら息もできないくらいに炎と煙けむりが充満しているはずのところを、瑞希が魔ま法ほうで抑おさえてくれている。瑞希が言ったのは三分。そろそろそれくらいになる。

「だいたい入ったか？」

　檻の中は犬猫で溢あふれ、好きな人ならダイブしたいような犬猫プールになっていた。その愛らしい顔は、しかし辛つらそうに歪ゆがめられている。

「うん。ちょっと大きい子は、ここ」

　茶色い犬が、朱あか音ねのコートの中にすっぽり入って、襟えりから顔を出していた。なんと羨うらやましい密着具合だろうか。代われちくしょう。

「あとはこいつなのだ」

「……なんで土と佐さ犬けんいるの？」

　眞ま緒おが犬を背せ負おっているのか、犬が眞緒を抱だっこしているのか。貫かん禄ろくたっぷりの大型犬は、眞緒の頭の上で荒あらい息をしていた。

　統とう吾ごは檻おりを持ち上げて、頭の上に乗せた。こうするのが一番楽なはずだ。動物たちに暴あばれられるとバランスが取れなくなってしまうが、その元気もないのか、檻が揺ゆれる気け配はいはない。

「じゃあ眞緒はそいつを頼たのむな。穂ほ科しなっ、こっちは大だい丈じよう夫ぶだ」

　休まず電でん卓たくを叩たたき続けていた瑞みず希きが振ふり返かえる。そこに浮かんでいたのは、どこか諦あきらめたような表情だった。

「そっちは大丈夫かもしれないけど、こっちは大丈夫じゃないのよ」

「……は？」

　瑞希が顎あごをしゃくる。そこは階段のある場所だ。駆かけつけてみれば、確かに大丈夫ではなかった。

　階段がない。

　正確には、下に通じる階段が完全に火の海と化していた。

「先に言っておくけど、私の魔ま法ほうじゃここは突とつ破ぱできない。火を消しても、もう足場があるかも怪あやしいし、氷で足場を作りながらおりるだけの魔ま力りよくも残ってないわ」

　この階段だけではない。火のない五階までおりるには、まだいくつもの階段をおりていかなければいけないのだ。

　瑞希のことだ、残りの魔力からどうにかして脱だつ出しゆつできる方法を計算して、それでも無理だという結論を出したのだろう。

「じゃあ私の魔力を瑞希ちゃんにあげれば……」

「知ってるでしょ？　私の魔力は質が違うのよ。朱音や眞緒のを貰もらうことはできない」

　電卓を媒ばい体たいとして発動するという、珍めずらしい瑞希の世界の魔法。そのおかげで、和かず臣おみに対する武器となったこともある。だから、魔力の受うけ渡わたしができない。

「そうだ。エレベーター。明あき道みちみたいに飛び降りれないか？」

　熱で歪ゆがんでしまったエレベーターの前に立ち、統吾はそれができないことを知る。檻が通らないのだ。動物たちを見捨てるならば、あるいはここから避ひ難なんできる。

　命は大事だ。当たり前のことだ。そして統吾にとって、ぷれい部のみんなの命も自分のものと同じくらい大切だ。

　ここで犬と猫を見捨て、人間だけエレベーターの通路から飛び降りて、無事ビルの外に出られたとする。下にいたペットショップの店員に「頑がん張ばったけどやっぱり無理でした」と言う。自分の命が大切なのだからと、その人たちは許してくれるだろう。ポケットに入るだけの数すう匹ひきでも連れて帰れば、それだけでたくさん感かん謝しやされるかもしれない。

　それでいいのだろうか。

　世界を救った勇者が、これだけの小さな命を救えない。そんなアホなことがあるか。

　統とう吾ごの隣となりで朱あか音ねは魔ま法ほうの杖つえを強く握にぎり、目を潤うるませていた。嗚お咽えつと共に、震ふるえる声が漏もれる。

「私が……もっと魔法が使えたらっ……水とか出せたらっ……こんな……」

「朱音……」

　何を言っても、慰なぐさめになんてならない。事実は、慰めの言葉も気休めも簡かん単たんに踏ふみ潰つぶしてしまう。

「なんでなのだ！　眞ま緒おは罪つみ滅ほろぼしもできないのかっ！　これはアーチバールの民を苦しめた罰ばつなのかっ」

　もう一人ひとり、誰だれかの役に立つという生き方を選んだ少女も、地じ団だん駄だを踏ふむ。

　が、炎ほのおは止まらない。

「統吾、ここも危ないわよ」

　迫せまる炎は、氷の粒りゆう子しによってわずかに勢いを削そがれている。これが瑞みず希きのなけなしの魔ま力りよくだというのがわかる。

　が、その氷の粒子も散るように消えていく。瑞希の魔力が底をついた。

「くそっ。屋上だっ」

　それは消去法の選せん択たくで、状じよう況きようが好転するわけではない。それでも行くしかなかった。

　上に通じる階段はまだ何とかのぼることができた。女子三人を先に行かせ、統吾は後ろから檻おりを抱かかえて階段に足をかける。

「うおっ……」

　頭の上に乗せた檻が揺ゆれた。中の動物が暴あばれているようで、犬の鳴き声がする。ただでさえ重い檻が揺れるせいで、統吾の足もとがおぼつかなくなる。このままでは階段をのぼれない。仕方なく統吾は檻を一度おろした。暴れている奴やつは手が空いている瑞希に頼たのもう。一番怖こわいのは、そいつに感化されてたくさんの動物が暴れ出してしまうことだ。

「わうっ！」

　檻をおろした瞬しゆん間かん、その暴れていたらしい犬が飛び出してきて統吾の体にぶつかった。小型犬だったが、不ふ意いをつかれて統吾はのけぞった。

「あっ……！」

　その拍ひよう子しに、ジャケットの内ポケットからストラップが飛び出てしまった。ストラップは床ゆかを滑すべり、さらには逃にげ出だした犬に蹴けられて商しよう品ひん棚だなの下に見えなくなっていく。

　マズい。この一刻を争う状況で、助けなければいけないものが二つ。逃げ出してしまった小さな犬と、朱音に渡わたすプレゼント。命あるものとないもの。どちらを優先するべきかなんて、普ふ通つうに考えたら決まっている。でもあれは、あれだけは。

　犬は炎ほのおから逃にげるように、しかし炎に囲まれつつあるこの場に逃げ場などなく、悲ひ痛つうな鳴き声をあげながら走り回っている。統とう吾ごはまずその犬を捕つかまえ、しっかりと腕うでの中に抱だいた。

「おとなしくしてろよ。お前を先に助けたのは大サービスなんだからな」

　統吾はストラップが下に入ってしまった棚たなを押す。が、床ゆかに固定されているのかびくともしない。蹴けってみても変わらない。覗のぞきこんでみると、確たしかにそこにストラップはあった。手を伸のばすが、届かない。指が触ふれるが、摑つかめない。

　そうしている間に、炎の包ほう囲い網もうは狭せまくなっていく。あと一分もたたないうちに、ここもすべて火の海になる。

「この……もうちょい……」

　腕をいっぱいに伸ばしても、何のいたずらか、わずかに指先が触れるだけ。酸素が足りない。頭がクラクラする。

　守るべき命がたくさん詰つめ込こまれた檻が見える。あれを再び持ち上げて階段をのぼる時間を考えたら、もうここにはいられない。

　でも諦あきらめられない。諦めたくない。このストラップだけは朱あか音ねに渡わたしたい。朱音の笑え顔がおが見たい。

「くぅん……」と胸の中の子犬がか細い声を漏もらす。炎は、確実に小さな命に迫っていた。

　ちくしょう。

　苦労して手に入れたプレゼント。渡せば絶対に喜んでもらえるプレゼント。でも、今預かっている小さな命たちに比べたら……。

「バカっ！」

　ストラップを諦め、立ち上がった統吾に浴びせられたのは瑞みず希きの声だった。前を走っていたはずの瑞希がわざわざ踵きびすを返し、階下に飛びおりたのだ。

「瑞希ちゃんっ!?」

　足を止め振ふり返かえる朱音に瑞希は言い放つ。

「あんたは先に行きなさいっ！　早く！」

　その剣けん幕まくに押されるように、朱音は階段を再びのぼり始めた。

「穂ほ科しなっ……」

「伏ふせなさい！」

　瑞希がこちらに走ってくる。言われるがままに統吾が犬を抱いたまま姿勢を低くすると、瑞希はためらいなく踏ふみ切きり、棚たなにドロップキックを喰くらわせた。床に固定されていたはずの棚が浮うき、飛んでいく。

　合宿の時、あれ喰らったんだよな、確たしか。よく生きてたよ自分。

「お前……」

　統とう吾ごはストラップを拾いあげ、ポケットにねじ込んだ。

「渡すんでしょ!?　こんなことで諦あきらめるんじゃないわよ！」

　ビル火災が「こんなこと」か。いや、そうかもしれないと思った。大好きな女の子と過ごすクリスマスに比べたら何だって「こんなこと」だ。

　屋上に行かないと。統吾が屋上への階段を振ふり返かえると、そこは火の海だった。

「やっ……べぇ……」

　もう声も出ない。

　階段までの道が赤く染まっていた。突つっ切きるか。いや、仮に統吾が無事でもこの子犬は耐たえられない。

「こん……のおおおおおっ！」

　瑞みず希きが殴なぐるように電でん卓たくを押すと、瑞希を中心として氷の粒りゆう子しが渦うずを巻き、炎ほのおを退しりぞけていった。聖書の一節のように、炎の海が割れ、道ができる。瑞希はその中をおぼつかない足取りで歩き出した。

「……すげえな」

「早く行くわよ」

　瑞希の跳はねた毛先は少し焦こげていた。

　幸い、置いてきた檻おりまでは火が届いておらず、統吾は子犬を瑞希に任せると檻を担ぎ階段をのぼった。

「魔ま力りよく……大だい丈じよう夫ぶか？」

「膝ひざがガクガクよ。まったく……。それとね、あんたもちょっとは男見せなさいよ。朱あか音ねを幸せにするんでしょ？」

「……お前っていい奴やつだよな」

「気づくのが遅いわよ」

　おそらく眞ま緒おによって蹴け破やぶられた鉄てつ扉ぴをくぐり外に出ると、途と端たんに十二月の空気に包まれる。熱せられた体が急速に冷えていった。

　屋上は何もなかった。普ふ段だんは閉へい鎖さされているのだろう。統吾は抱かかえていた檻を置く。

　サイレンの音がする。

　すぐ下は火の海。このままではじり貧になるには目に見えている。

「一応訊きく、空飛べるか？」

　誰だれも答えなかった。三秒後に眞緒が「〇・七秒くらいならいけるぞ」と言った。それはジャンプだ。そもそも、アーチバールに飛行系の魔ま法ほうがないことは知っている。合宿の時に瑞希が氷のペガサスを作り出したことを思い出す。しかし、今の瑞希の魔ま力りよくでは難むずかしいだろう。

　いや、何を言っているんだ。ここに魔法はあってはいけないのだ。空を飛びでもしたら何分もかからずにその映像がインターネットに流れていてもおかしくない。

　その時だった。統とう吾ごのポケットの携帯電話が震ふるえた。

　明あき道みちかと思って画面を見ると、そこには「水み無な瀬せ悠ゆう子こ」の文字。この場で何より心強い五文字だった。

「悠子先せん輩ぱいっ」

『メリークリスマス。いかがお過ごしですか？』

「燃えるくらいに熱いっす」

　緊きん急きゆう事態に、いつもの口く調ちようの悠ゆう子こ。しかし不ふ思し議ぎとイラつくことはなかった。この人が用もなく電話なんてかけてくるはずがない。

『ふふ。元気そうで何よりです。電話に出られるということは、安全な場所にいるのですか？』

「いえ、とりあえず屋上に出ただけで……」

　統吾はペットショップの動物たちを助けていたら階段からの避ひ難なんが間に合わず、逃にげるように屋上に来たことを話した。

『そういうことでしたか。統吾くんたちが火事から逃げ遅おくれるなんておかしいと思っていたんです』

　悠子はというと、火事が起きた時は学校にいたが、和かず臣おみから連絡を受けて駆かけつけてきたとのことだ。統吾たちがビルの中にいて、証しよう拠こ隠いん滅めつをする必要ができたから手伝えと。学校からここまでの距きよ離りをどうやって移動してきたかは想像がつかないが。

「じゃあ悠子先輩は近くにいるんですか？」

『はい。ちょこっと魔ま法ほうを使って、報道カメラの到とう着ちやくを遅らせています』

　きっとテレビ局のカメラを乗せた車は、幻げん影えい魔ま法ほうによって知らない道を走らされていることだろう。

「悠子先輩、協力してください。俺おれたち、動物もみんな守りたいんです。でも、誰だれも空飛べないし、火を抑えてた穂ほ科しなも魔ま力りよく切れで……」

　もしかしたら、悠子であれば統吾たちの体を浮うかし、そのまま安全に地上まで運ぶことができるのかもしれない。でもそれは人目がなかったらのことで、野や次じ馬うまの集まってしまった今ではそんな目立つことはできない。いくらテレビ局のカメラが来ていないといっても、カメラなんて携帯についている。

『もちろんです。統吾くん、何か方法はあるんですか？』

「……はい。っていうか、もうそれしかないです」

『確たしかにそうですね』

　そうなのだ。ここまできたら、もう脱だつ出しゆつする方法なんて一つしかない。あくまで魔法を使わずに、普ふ通つうの人間のように。

「悠子先輩、少しだけ下にいる野次馬の目を注意を引くことってできますか？」

『ええ、できますよ。その隙すきに皆みなさんが、ということですね？』

「はい。お願いします」

『わかりました。それでは一分後、少し離はなれた場所で私が音だけの爆ばく発はつを起こします。下の人たちの注意がそちらに行っている間にお願いします』

　電話が切れた。

　携帯をポケットにしまって、統とう吾ごは三人を見た。悠ゆう子こからの電話に、みんな希望を見出しているようだった。

「統吾くん、私たちどうすればいいの？」

　朱あか音ねがおそるおそるといった感じで訊きいてきた。

「飛び降りるぞ」

「えっ？」

「悠子先せん輩ぱいが野や次じ馬うまの目を逸そらすから、その隙すきに飛び降りるんだ。魔ま法ほうの助けはない」

　それはもう一分後に迫っていると統吾はつけ加えた。

「アホかトーゴ！　八階だぞ？　いくら眞ま緒おたちでも体が……」

「いや、できる」

　遮さえぎって、統吾は言い切った。ぐ、と眞緒は口をつぐんだ。

　蹴け破やぶって出てきた扉とびらの向こうが、オレンジに染まっている。屋上が火の海に変わるのも時間の問題だ。

「理由を訊こうかしら」

　動物たちだけじゃない、自分の命がかかっている。瑞みず希きの目は真っ直ぐに統吾を捉とらえていた。

「勇者御ご一いつ行こうだからだよ」

　他ほかに理由なんてない。勇者だからできる。できないなら勇者じゃない。そんな単純な理り屈くつ。

　誰だれかが統吾の袖そでを軽く摑つかんだ。

「私は行くよ。統吾くんがいるんだもん。絶対に上う手まくいくよ」

　そう言って、朱音は笑った。

「結局それなのよね。まあ、もういいけどそれで」

　瑞希は手のひらを上に向けて肩かたをすくめてみせる。

「眞緒がトーゴの仲間に入っているのは気に入らないが、付き合ってやるぞ」

　ふん、と、眞緒は鼻を鳴らした。どうやら魔ま王おうは「ふん」とよくやるらしい。

　統吾は大きな檻おりを抱かかえた。

　考えがまったくないわけではない。可能性はある。みんなが無事に地上にたどり着ける可能性が。

「あっちだ。あのフェンスを越こえるぞ」

　統吾はそっちに体を向けた。もともと人が立ち入らない場所だから、設置されているフェンスも低い。檻を抱えていても跳とび越えられる。

　爆ばく発はつの音が届いた。悠ゆう子こが、こことは逆方向のどこかの階を爆ばく破はさせたのだ。少しの間だが、野や次じ馬うまの目はそこに集中し、カメラのレンズも向けられる。

　統とう吾ごを先頭に、四人は駆かけ出だした。八階という高さが何メートルになるかなんてわからないし、わかったところでどうしようもない。ただ、すごく高いところから、しかも動物たちを庇かばいながら飛び降りる。パラシュートも、ゴムもない。

　それだけのことだ。

　世界を救うことに比べたら。

「だあああああああっ！」

　フェンスを跳とび越こえ、地面がなくなる。一いつ瞬しゆん、重力が消える。イルミネーションがきれいだった。

　落ちていく先には、テラスの屋根があった。
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　最悪。

　最悪だ。

　最悪だわ。

　出された手て拭ぬぐいで顔についた煤すすを拭って、瑞みず希きは冷たい水を一気に飲み干した。

　どうしてわざわざ寮りようを出て食事に行って火事に巻まき込こまれなければいけないのか。もちろん、いつ起こるのかわからないから災害なのであって、起きたことを今さら言っても仕方ないのだけれど。

　瑞希がいるのは小さな定食屋で、他ほかの客といえば常連らしい中年のサラリーマンくらい。ビールを飲みながら隅すみに置かれたテレビを観ている。

「無事でよかったよ」

　そして向かいに座るのは明あき道みち。髪かみも整っていなくて、服も焦こげている。いつものキラキラ粒りゆう子しも弱まっているように感じた。

「ホント、よく無事だったと自分でも思うわ」

　統吾の後に続いて飛び降りた先にはオープンテラスの屋根があった。これをクッションにしようと考えたのだろう。直接地面に着地するより何倍もマシだ。実際、屋根は落下の衝しよう撃げきを緩かん和わし、四人はその下のテーブルを壊こわしながら地上に着地したのだった。

　そこからは別行動だった。爆ばく発はつに気を取られていた野や次じ馬うまもすぐに壊れたテントとそこにいる自分たちに気づき、丁てい寧ねいにも救急隊員を呼んでくれた。それが常じよう識しき的てきな判断なのだとはわかっていたが、瑞希たちにとってはありがた迷めい惑わく以外の何ものでもなかった。病院に連れて行かれでもしたら、別世界の人間であることがバレる。血液一つにしたって、この世界に存在しない成分が含ふくまれているのかもしれないのだから。

　瑞みず希きは動物を抱かかえていなかったため、最初にその場を離り脱だつすることができた。救急隊員の手を払はらいのけ、野次馬が作る人ひと垣がきを強引に突つき抜ぬけた。現場から少し離れてようやく一息つき、ビルを見た。その屋上はすでに炎ほのおに包まれていた。消防車からの放水も上までは届いていない。消防士が中に入って消火作業を進めているだろう。

　そこで明あき道みちから電話がかかってきて、合流した。

「デート、やり直さない？」

　明道は言った。

　レストランに入る前に火事が起きて、デートは何も始まっていなかった。いや待て、そもそもこれはデートなのだろうか。デートの定義は何だ。

　そして何よりお腹が空いていた。食事の前で、しかも魔ま法ほうを使い続けたせいで、音が出るのではないかというほど空腹だった。だから「ご飯、食べに行きましょ」と答えたのだ。

　が、近くのレストランをあたってもまったく空いていなかった。それも今日きようという日を考えれば当たり前だった。挙あげ句くの果はてには妥だ協きようしたファミリーレストランすら座れなくて、歩き回った結果、繁はん華か街がいを抜ぬけたところにあるこの店を見つけたのだ。

　古いテーブルに古い椅い子す。壁かべに貼はられたメニュー。ここのどこにクリスマスという言葉があるというのだろう。

　水のおかわりを自分でそそいで、一口飲む。

「統とう吾ごのせいよ」

「何がだい？」

「あいつがいると、絶対何かが起きるのよ。とり憑つかれてるんじゃないかしら」

「はは。それはひどい言いようだなあ」

　出火は火の気のない紳しん士し服ふく売り場。これはおそらく放火だろう。犯人が見つかるかはわからないが、動機が知りたいものだ。

　もっと楽しい一日になるはずだった。

　食事に行こうと誘さそわれてから、ずっとそわそわしていた。テスト勉強をしていても、このことばかり気になった。何を着て行こうとか、テーブルマナーで恥はじをかかないようにしようとか、本で勉強もした。

　終業式が終わって待ち合わせまでの時間にシャワーまで浴びて、クリーニングに出しておいたお気に入りの服を着て、鏡の前で髪かみを整えて、寮りようを出る時に奈な々な子こにからかわれた。

　どうしてここまでしてしまったのか、自分でもわからない。外出をするのだからオシャレをするのは当たり前。そうやって自分の気持ちに理由をつけた。一いつ緒しよに行くのが誰だれであっても関係ないと。

　繁華街は人が多くて窮きゆう屈くつな感じはしたものの、イルミネーションがきれいで、まるで別の世界のようだった。

　食事の後はどうするのだろう。寮りように帰るのだろうか。それともどこかに寄るのだろうか。そんなことを考えていたら、警けい報ほうのベルが鳴ったのだ。一いつ般ぱん人じんに紛まぎれて避ひ難なんするなんて選せん択たく肢しになくて、明あき道みちと客の誘ゆう導どうを手伝っていたら、何な故ぜか統とう吾ごと朱あか音ね、それと眞ま緒おまでやって来た。

　そして結果がこの定食屋である。

　正しいことをしたと思う。あのまま逃にげたら、後あと味あじが悪くて仕方ない。でも、このモヤモヤした感じは何なのだろう。

　心の隅すみの隅の方で思ってしまったのだろうか。火事なんて無視して、あのままクリスマスを続けていたいと。

「はあ……」

「元気出してよ。ほら、ご飯来たよ」

　テーブルに置かれた生姜しようが焼やき定食から白い湯気が立ちのぼっている。

「……美お味いしいわね」

「そうだね。味付けが知りたいなあ」

　定食は美味しかった。お腹が空いていることを差し引いても、申し分ない味だった。これで六九〇円は安い。ご飯もおかわり自由だし。

　白いご飯が半分ほど減ったところで、瑞みず希きは明道に訊きいた。

「そういえば、ストーカーに襲おそわれたんだって？　あの人、すごいわね」

　二年生の長おさ田だには瑞希も目をつけられている。クリスマスイブに一いつ緒しよに食事をしたなんて知られたら何されるかわかったものではない。

「ああ、大変だったよ。結局、プレゼントは物で貰もらったんだけどね」

「何貰ったの？」

「小物入れなんだけど、よく見たら髪かみの毛で縫ぬってあったよ」

「あんた……呪のろわれるんじゃない？」

　寄らないでとばかりに体を引くと、明道は「ひどいなあ」と微ほほ笑えんだ。いや、実際そこまでいくと危ないのではないだろうか。いっそのこと、ファンクラブと潰つぶし合あってくれればいいのに。そうすればもう絡からまれることもない。

「ファンクラブの人にもプレゼントを貰ったんだけど、置き場に困ってるんだ」

　自じ慢まんか。悪意はないのだろうが。どうやら大量に届いたらしく、統吾が「なんであいつばっかり……」と嘆なげいていたのを思い出した。プレゼントの中には統吾宛あての物が入っており、それが不幸の手紙だったから余計にうるさかった。

「部室に置くとかやめてよね」

「そんなことはしないって。……はあ、つくづく統吾が羨うらやましいよ」

　前に、合宿で肝きも試だめしをした時、明道は同じことを言っていた。

「またそれ？　何だっけ、私に構ってもらえるからだっけ？　まだ言ってるのそれ」

　統とう吾ごに構っているというのは間違いであって、統吾の行動が行き過ぎだったりバカ過ぎだったりするから粛しゆく清せいしているのである。そうでもしないとあいつは止まらない。

「違う部分でだよ。統吾は好きな人からモテてるじゃないか。そこが羨うらやましいんだ」

　統吾の好きな人は言うまでもなく朱あか音ねである。その朱音も統吾のことを慕したっているし、どこまでの気持ちかはわからないが「好き」であることには間違いない。朱音は他ほかの男子ともよくお喋しやべりをするし仲がいいが、統吾は特別だろうと思う。

　広い意味では、二人はすでに両思いだ。それが恋人という形に発展するかどうかは別として。

「そういうことね。まあ、あの二人を見てるとなんだか和なごむわ」

　ということは、明あき道みちには好きな人がいて、しかもその相手からモテていないということだ。

　相手は、悠ゆう子こだろうか。

　気に、ならない。別にどうでもいい。

「統吾……今いま頃ごろ朱音ちゃんと一いつ緒しよにいるのかな。今日きように向けて色々頑がん張ばってたみたいだし、仕切り直しできているといいんだけど」

「さあね。……ごちそうさま」

　きれいに定食を食べ終えて箸はしを置く。

「これからどうする？」

　言われて壁かべの時計とけいを見れば、九時を過ぎたところだった。

「帰りましょうよ。疲つかれちゃったし」

「そうだね。タクシーでいいかな。本当だったらダーツとかカラオケにでも行こうと思ってたんだけど、さすがに僕も疲れたよ」

　帰ろうにも駅ビルが火事になったせいで電車は止まっているだろう。すぐに復旧するとも思えない。

　タクシーに乗のり込こむと、どっと疲つかれが出た。早く寮りように帰って寝てしまいたい。魔ま力りよくも回復させないと。明日あしたから冬休みだ。何をしよう。

「あ」

「どうしたの？」

「そういえば、今日ってイブだったのよね。本当のクリスマスって明日じゃない」

「でも、僕が調べたところによると、何な故ぜかイブの方が大切な日って扱あつかいを受けているみたいなんだ。だから食事も今夜にしたんだよ」

「へえ。よくわからないわ。その文化は」

「僕もだよ」

　この世界の中でも多くを占しめる宗教の教祖の誕生日。そこまでは調べた。誕生日の前日がどうして大切なのか。何があったのかといえば、母親が産気づいたくらいではないか。

「あんたは何か予定でも……ああ、ファンクラブの娘こにプレゼントのお返しでも渡わたして回るのかしら？」

　こういうことは律りち儀ぎだから、きっとお返しを用意しているのだろう。そんなことするから、ファンクラブも調子に乗るのだ。

　しかし、明あき道みちは首を横に振ふった。

「何も用意してないよ。プレゼントは一つしか用意してないんだ」

　言いながら、明道はジャケットの内ポケットから長細い箱を取り出した。それを瑞みず希きの前にすっと差し出す。

「何よこれ」

「メリークリスマス、穂ほ科しなさん」

　火事に遭あって、服も体もボロボロなクリスマスイブ。

　現金なものだ。こうやって物を貰もらったら、悪くないかもって思ってしまう。それでいいのだ。商人なんだから。

　いや、この時くらいは自分に噓うそをつくのはやめよう。物を貰ったからではない。こいつから貰ったから、悪くない。嬉うれしい。

「……ありがと」

「これからもよろしくね」

　包みを開けて箱を開ける。暗い車内で、それは輝かがやいているようだった。

「別にさ、クリスマスだからってわけじゃないんだけど、前にあんたが欲しいみたいなこと言ってたから……これ、あげる」

　ハンドバッグから包みを取り出して、無む造ぞう作さに明道の膝ひざの上に乗せた。食事に誘さそわれた時から、こいつのことだからプレゼントを用意するんじゃないかと思っていた。貰って、そのままというのは嫌いやだった。プレゼントは貸し借りではないかもしれないけれど、お返しをしないと気が済まない。

「嬉しいなあ。開けていい？」

「どうぞ。大した物じゃないけどね」

「そんなことないよ。いやあ、最高だなあ。さすが穂科さん、僕のことをよくわかってくれているね」

「何言ってんのよ。バカ」

　バックミラーに映る運転手が微ほほ笑えんでいるのが見えた。
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「悪かったな」

「いえ。特に用事もありませんでしたし」

　火災のあったビルから離はなれ、和かず臣おみと悠ゆう子こは寮りように向かう道を歩いていた。

　今日きよう、和臣は完全なプライベートであのビルにいた。買い物のために外に出たが、近くの店ではすべて手に入れることができず、繁はん華か街がいまで足を伸のばしたのだった。

　火事を察知してからはすぐに現場を離れるつもりだったが、あの雪ゆき村むら統とう吾ごを発見してしまい、これは何かやらかすのではないかと後を追えば、案あんの定じよう何かをやらかした。一いつ般ぱんの人間では不可能な速さで走り、一いつ緒しよにいた夏なつ森もり朱あか音ねに至っては魔ま法ほうを使った。防犯カメラが作動している中で堂々と。

　しかしそれは命を救うため。強く咎とがめることはできない。が、異い能のうの存在を世間に知られるわけにはいかず、仕方なくカメラの破は壊かいやテープの回収など、裏工作に徹てつした。マスコミ対策は自分だけでは足りず、悠子を呼ぶことにした。

「お前、移動は転移魔法か？」

「ええ。来たことがある場所であれば、問題なく転移できますよ。魔ま力りよくは結けつ構こう使っちゃいますけど」

　未知である悠子の実力。こいつなら転移くらいするか。和臣も使えるには使えるのだが、あまり精度が高くない。この世界では人前に出てしまう可能性があるため、使わないことにしている。

　火災の顚てん末まつを見ていたが、人間は全員出てきたというのになかなかあいつらが出て来ないと思っていたら、屋上から飛び降りた。檻おりに入った動物を見て、和臣はため息をついたのだった。

「あいつら……動物を助けるために残るとは、呆あきれたものだな」

「そうですか？　素す晴ばらしいじゃないですか。人間だって動物だって、同じ命ですよ」

「だからといって自分の命を危険に晒さらす理由にはならん」

「そういうことを迷わずできるところが、統吾くんのいいところですよ」

「ふん」

「そうだぞ。善行というのはそうやって積み重ねていくものなのだ」

「……どうしてお前がいる」

　自然に会話に入ってきたのは眞ま緒おだった。さっきから後ろをちょろちょろと動き回っているのには気づいていたが、面めん倒どうなので無視していた。

「帰り道がわからないのだ。というわけで、連れて帰ってくれてもいいぞ」

　こいつは一度痛い目を見たというのに何な故ぜ偉えらそうなのか。統吾が勇者となった世界から来たと聞いたが、なるほど、その世界は総じて頭の弱い奴やつが多いらしい。

「眞緒さん、お疲つかれ様でした」

「うむ。さすがの眞緒も苦労をしたぞ。一人ひとりでは無理だったが、みんなもいたしな。今から善行日記に書くのが楽しみだ」

「ほら安あん藤どうくん、眞ま緒おさんが今、いいことを言いましたよ」

「ふん、黙だまれ」

　どうせ悠子はもっと協調性を持てとでも言いたいのだろう。生徒会の仕事はぬかりなくこなしている。そんなこと言われる筋合いはない。

「ところで悠ゆう子こ、明日は暇ひまか？」

「ええ。何もありませんよ」

「そうかそうか。なら明日は眞緒の部へ屋やに来るのだ。いいことがあるぞ。会長もどうだ」

「断る。俺おれにはやるべきことがある」

　そもそも今日きようもそのための買い物だったのだ。また明日あした、昼の間に調達しなければならない。

「あら、クリスマスに用事だなんて女の子ですか？」

　悠子は「うふふ」と笑う。

「黙だまれ。そんなわけないだろう」

「別に安藤くんは男子高校生なんですから、女の子に興きよう味みがあっても誰だれもおかしいとは思いませんよ。逆に、興味がない方が不自然ですよ」
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「そうだぞ。だいたい会長は顔がいいのだ。眞緒は好きなんだがなあ」

「ふふふ。そうですよね。私もそう思います。安藤くん、ほら、両手に華はなですよ」

　悠子と眞緒が挟はさむように並ぶ。邪じや魔まだ。

「面めん倒どうだ。転移魔ま法ほうを使う。お前らも帰るなら摑つかまれ」

　繁はん華か街がいはすでに抜け、住宅街に入っている。人目がないことを確認して、和かず臣おみは言った。

「あら、ゆっくり歩いて帰るのもいいと思ったんですけど。それじゃあお言葉に甘あまえて」

「助かるぞ。やっぱりいい奴やつなのだ」

「ふん」

　袖そでに摑まった二人ふたりと共に、和臣は転移魔法を使い、姿を闇やみに消した。
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　テラスの屋根に突つっ込こむ瞬しゆん間かん、統とう吾ごは体を回転させて背中からの着地を試みた。屋根は意外に丈じよう夫ぶで、統吾は屋根に背中をぶつけてそのまま滑すべり落ち、地面にたどりついた。一秒遅おくれることなく、朱あか音ねたちも落ちてきた。

「ぐっ……！」

　どこかで聞いた話によると、スカイダイビングやバンジージャンプなどの安全が保証されている状態でなく、このまま落ちたら死んでしまうような状態に陥おちいると、地面につくまえに気絶してしまうらしい。しかしそこは別世界出身。体も丈夫で身体能力も高く、魔法が存在する世界からやってきた住人たちは、意い識しきを失うことなく数秒の落下を耐たえ、屋根をクッションにして着地に成功した。

　テラスがここにあることは知っていた。待ち合わせ場所に早く着いた統吾は、下見を兼かねて辺りをぐるっと歩いていたのだ。もし朱音も早く着いていたら、この店でコーヒーでも飲もうかと考えていた。

　全身に衝しよう撃げきが走るが、ここで気絶してはいけない。そうなったら目を覚ますのは病院のベッドだ。寝ている間に検査をされてしまうかもしれない。

　悠ゆう子こが起こした爆ばく発はつに注目していた野や次じ馬うまも、屋根が壊こわれる音で統吾たちに気づいた。

「おい、子供がいるぞ！　飛び降りたんじゃないのか？」

「こっちです！　こっち来てください！」

　誰だれかが誰かを呼んでいる。遠くに見えるのは白いヘルメットに白い服。救急隊員だ。余計なことを。いや、普ふ通つうだったらそうするよな。

　真っ先に瑞みず希きが救急隊員を振ふり切きって逃にげていくのが見えた。統吾たちを待つ必要などない。我われ先さきにで構わない。

「じゃあねチャーシュー、元気でね」

　朱音がコートの中に入れていた犬を放してやる。犬にその名前はいかがなものか。

「お前ら、俺おれらの恩を忘れんじゃねえぞ」

　檻おりを置いて、中にいる犬いぬ猫ねこたちに声をかけた。

「君たち、ケガは……」

「すみません。どこかにペットショップの人がいるんで、こいつらを届けてください。煙けむり吸って元気ない奴やつもいるんで、獣じゆう医いも呼んでくれると助かります」

　駆かけつけた救急隊員に、統とう吾ごは頼たのんだ。

「いや、それよりも君たちが……うわっ」

　ぱん、と、統吾は猫ねこだましを繰くり出だした。

「今だ朱あか音ね！　こっち！」

「うんっ」

　朱音の手を摑つかんで、二人ふたりは野や次じ馬うまの中に紛まぎれこんだ。迷めい惑わくそうな顔をする人たちの中を強引に歩き続け、ついには人だかりの外に出た。それでも後ろから救急隊員が呼ぶ声がするので、そこからは走り、人目を避さけるようにして繁はん華か街がいから遠ざかった。

　無言のまま走り続け、やがて息をついたのはコンビニの前だった。

「つっ……」

　統吾はやっとそこで両方の手のひらの痛みを感じた。握にぎっていた朱音の手を離はなしてみると、赤く腫はれあがり、水ぶくれもできていた。痛いはずだ。

「統吾くん、手……大だい丈じよう夫ぶ？」

「平気だよ。回復も早いし。朱音はケガしてない？」

「うん。大丈夫だよ」

「ならよかった。みんな無事でよかったな。動物たちも」

　そうだね、と朱音は笑った。つられて統吾も笑え顔がおになる。腕うで時計どけいに目を落とすと、九時になろうとしていた。本当だったら、食事を終えて、プレゼントも渡して、そのまま帰らずにボウリングとか行って遊んでいる頃ころだったのに。いや、本当だったらなんてない。本当に火事が起きてしまったのだから。

「手当てしないと……包帯、売ってるかな」

　二人はコンビニに入った。幸い包帯は売っていて、かごに入れる。店員は暇ひまそうにしていた。

「なあ朱音、なんかボロボロになっちまったけど、クリスマスイブ、今からやり直さないか？」

「うんっ、まだ時間あるもんねっ」

　どうして朱音はこんなにかわいく笑えるんだろう。心臓がきゅっと縮む。一秒の半分の半分くらい息が止まる。やっぱり朱音が好きなんだと実感する。好きになってよかったと思う。

「腹減ったなー」

　レストランで食べたばかりだったが、動きまくったせいでまたお腹が空いてきた。

「私も。あ、これ美お味いしそうだよ」

　かごにパンとジュースを入れて、ふと、統吾はケーキに目がいった。二切れで三百円のショートケーキだ。イチゴも小さくて値段相応だけど、せめてケーキがあれば雰ふん囲い気きが出るかもしれないと思った。

　しかし、統吾がケーキに手を伸ばしたところで、その腕を朱音に摑つかまれた。

「朱音？　どうした？」

「ケーキはその……あのね……ダメ。えっと、私、その……ダイエット中だから……」

　はて。朱あか音ねがダイエットをしているなんて聞いたことがない。体重を気にしている素そ振ぶりもなかった。だいたい、今の朱音にダイエットなんて不要だ。朱音らしくない言葉だったが、どうしても食べたいわけでもないので統とう吾ごはケーキを買うのをやめた。

　コンビニを出てしばらく歩くと小さな公園があった。すべり台とブランコだけの公園には誰だれもいなかった。十二月の夜に公園に来る人などいない。

　ベンチに座って、朱音に包帯を巻いてもらった。ヒリヒリした痛みが和やわらいだ。

　冷気が頰ほおに刺ささる。風がないのがせめてもの救いか。

「統吾くん、改めてメリークリスマス」

「メリークリスマス、朱音」

　ペットボトルをお互いにぶつけ、焼きそばパンにかぶりつく。

「美お味いしいね」

「そうだな。……普ふ通つうに美う味まいなこれ」

　カップルはレストランで、家族は家で、それぞれのクリスマスイブを過ごしているのだろう。温かい場所で、温かいものを食べながら。

　自分はというと、寒い公園で、コンビニで買った百円のパンを食べている。シャンパンは百五十円のジュースになってしまった。

　惨みじめ。

　そんな言葉が頭をよぎった。

　自分だけならまだいい。朱音を付き合わせてしまったのが許せなかった。火事は偶ぐう然ぜんで、むしろその中でできる最善のことをしたと思う。感かん謝しや状じようをもらったっていいくらいだ。だが、そんなことはどうでもよかった。どんな理由があったにせよ、現実はこれ。結果はこれ。イブの夜に女の子を誘さそって、公園でコンビニのパンを食べる男。最低じゃないか。

「統吾くん、元気ない？　手、痛いの？」

　パンを食べる手が止まっていて、朱音が心配そうな顔を見せていた。

「あ、いや、大だい丈じよう夫ぶ。……っていうか、ごめん。せっかくのクリスマスだっていうのに、こんな寒いところでさ。俺おれから誘っておいて……本当にごめん」

　頭を下げると、朱音は首を横に振ふる。

「そんなことないよっ。火事が起きちゃったのはびっくりだったけど、これも美味しいよっ。元気出して。統吾くんらしくないよ」

　ああ、自分は卑ひ怯きようだ。こう言えば、朱音がこう言ってくれるのをわかっていて言ってしまった。少しでも救われたくて、朱あか音ねが優やさしいのを利用したんだ。

　やがてパンはなくなり、ジュースも半分くらいになった。

　ずっと意い識しきしているジャケットの内ポケットの感かん触しよく。

　もう雰ふん囲い気きもタイミングもないけれど、せめてこれだけは渡わたしたい。台無しになってしまったクリスマスをちょっとだけでも挽ばん回かいしたいとか。そんなことじゃない。

　朱音にプレゼントを渡したい。それだけだ。

「えっと、朱音」

「なに？」

　内ポケットから取り出したのは、限定品のストラップ。きれいなラッピングは火で焼けてしまったけれど、中身は無事だった。炎ほのおの中で落としてしまい、諦あきらめようと思ったところを瑞みず希きが拾ってくれた。

「その……これ。プレゼント。朱音に」

「私に？　ありがとう」

　焦こげた包みを丁てい寧ねいに開けて、朱音はストラップを取りだした。電灯の光の下で、間の抜ぬけた顔のキリンと、輝かがやくクリスタルが朱音を満面の笑え顔がおにさせた。

「嬉うれしいっ。これ欲しかったの！　すっごく数が少なくて、もう売ってないかなって思ってたの。嬉しすぎて、何て言えばいいかわからないよー」

　この顔が見たかった。見られてよかった。

「俺おれよくわからないんだけど、のんキリンっていうの、好きなんだろ？　グッズ集めてるって穂ほ科しなから聞いてさ……おわっ」

　朱音が抱きついてきた。朱音のいた世界は抱だきつくという行こう為いは日常的で、朱音は相手が異性であっても抱きつくことに抵てい抗こうがない。嬉しい風習である。

　こうやって朱音に抱きつかれるのは何度目だっただろうか。飽あきないし、温かい。

「うんっ！　私大好きなのっ！　これ限定品だよね？　なんで統とう吾ごくんが持ってるの？　ねえ、ねえっ」

　胸の中の朱音が上目づかいで統吾を見る。あまりの破は壊かい力りよくに、頰ほおの温度だけ急上昇していくのがわかった。今なら餅もちも焼ける。朱音の背中に手を回したいのに、こんな時に勇気が出ない。

　しかし、嬉しい反面、覚悟しなくてはいけないこともある。朱音の力が常人よりも遥はるかに強くて、このハグの威い力りよくは骨に達するということだ。

「そ……それは内ない緒しよだよ。あと、ほら、俺の服汚よごれてるから、くっついたままだと朱音の服も汚きたくなっちゃうよ……」

　背骨が悲ひ鳴めいをあげている。

「ダーメ。教えてくれるまで離はなれないもん」

　かわいいでも背中痛い。

　観かん念ねんした統とう吾ごは、福ふく引びきで当てたことを白状した。ハワイ旅行と交こう換かんしたことは隠かくした。そんなことはないと思うが「ハワイの方がよかった」とか言われたら泣くに泣けないからだ。

「すごーい！　さすが統吾くんだねっ」

「まあな。俺おれくらいの勇者になると、一回の福ふく引びきで当てちまうもんなんだよ」

　そこで統吾は朱あか音ねから解放された。骨が危険ですぐにでも離はなれて欲しかったのに、離れてみると名な残ごり惜おしいものである。

　朱音はしばらくストラップを眺ながめていた。

「ケータイにつけようかな。でも、ケータイってあんまり使わないから、学校の鞄かばんにしようかなー」

「好きなところにつけてくれよ。絶対女子から羨うらやましがられるぜ」

「うん。そうするねっ」

　よかった。本当によかった。朱音にプレゼントを渡わたせてよかった。統吾の頭の中には、よくわからないが神こう々ごうしい音楽が流れていた。

　体が冷えてきた。朱音も同じだろう。

「……朱音？」

　朱音が眉まゆ根ねを下げてどこか悩なやんでいるように見えた。「どうしよっかな」と小さく声が漏もれている。やがて「もう話しちゃってもいいよね」という前置きをして、統吾に言った。

「あのね、実は私も統吾くんにプレゼントを用意してるの」

「え？　マジで？　すげー嬉うれしい！」

　不ふ意いに待ち合わせをしていた時の妄もう想そうが蘇よみがえってくるが、まさかそんなことはありますまい。と否定しつつも、隅すみの隅の方で期待してしまっている統吾である。

「何だと思う？」

「そりゃ朱音が自分の体にリボンを……じゃなくてっ。うーん、わからん」

「えっと、ここにはないんだけど、手作りのケーキを食べてほしいなって」

「おおっ！　いいなそれ！　朱音の手作りかあ。楽しみだなあ。……ん？」

　だからさっき、ダイエットなんて理由をつけてコンビニでケーキを買わなかったのか。「私のケーキを食いやがれ」と。

　そこで統吾は気づく。朱音って料理できたっけ。いや、できなかったはずだ。一度だけ朱音に弁当を作ってもらったことがあるが、ケチャップとタバスコを間違えるという荒あら技わざをやってのけている。同じ部へ屋やの眞ま緒おにでも教わったのだろうか。しかし、眞緒に料理ができるとは悪いが到とう底てい思えない。

　その疑問を口にする前に、朱音が先に答えを口にした。

「私、料理って全然できなくて……。眞緒ちゃんにも協力してもらったんだけど、失敗ばっかりで、どうしようってなって……」

「お菓か子しって、普ふ通つうの料理より難むずかしいって言うもんな」

「うん。それでね、藤ふじ井い先生なら家庭科の先生だから教えてもらえるかもって思って、教わりにいったの」

　唐とう突とつに藤井の名前が朱あか音ねの口から出てきて、統とう吾ごの胸は大きく跳はね上あがった。が、直後にあの時のことを理解し、胸中は安あん堵どの色に染まる。

「ああ、だから藤井先生といたのか」

「え？　知ってたのー？」

「廊ろう下かの窓からちょうど見えたんだよ。家庭科はテストもないし、藤井先生と何話してるんだろうって思ってたんだ」

　そうか。そうだったんだ。ケーキの作り方を訊ききに行っていただけだったんだ。気があるとか、好きだとか、そんなんじゃなかったんだ。

　驚おどろかせるなようもう。安心したようもう。ひゃっほう。統吾は飛び上がりたい気持ちを必死に堪こらえた。

「クリスマスまでは内ない緒しよにしたかったの。部活休んで、ゴメンね」

「いや、そういうことなら別にいいよ」

　氷こおり漬づけの眞ま緒おという尊い犠ぎ牲せいを払はらって、朱音のケーキは完成に近づいたらしい。

「だから、明日あしたは私の部へ屋やでパーティーだよっ」

「よし！　こりゃ楽しみになってきたぞ」

　ケーキだけでなくて、他ほかの料理も用意しよう。まあ、料理するのは明あき道みちなんだけど。

　気分は盛り上がっても寒さだけは変わらなくて、統吾は帰ろうかと促うながした。これ以上外にいて朱音に風か邪ぜを引かせるわけにはいかない。

「電車……あ、火事があったのって駅のビルだから、止まっちゃってるよね」

「あ、そっか。ちょっと時間かかるけど歩くしかないなー」

　泊とまり。などというロマンチックな単語も浮かんできたものの、高校生でしかも寮りよう母ぼの奈な々な子この許可なく外がい泊はくはまずい。寮の罰ばつ則そくは寮母によって違い、統吾のクラスの場合は魔ま法ほうで亀かめにされて数日間過ごすというものだ。外泊なんてしようものなら、冬休み中はずっと亀になる可能性がある。

　公園を出た道路は車の通りは少なく、二人ふたりは寮のある山に向かって歩き出した。

「統吾くんはすごいね」

　何台かの車とすれ違ったところで、朱音が口を開いた。

「どうしたよ急に。それにすごいって、どこが？」

「統吾くんがいれば、何でもできる気がするの。私一人ひとりじゃ無理だけど、統吾くんと一いつ緒しよならどんなことでもできちゃうって思うの」

「ま、勇者だからな」

　そんなことない。と、心の中では叫さけんでいた。できないことばかりで、単純な力比べでも朱音に負けてしまうくらいの、弱い世界の勇者なのに。

　まだまだ自分は弱い。だから、見み栄えを張ることしかできない。噓うそをつくことしかできない。

「屋上から飛び降りる時だって、私だけじゃきっとできなかった。統とう吾ごくんがいるから、飛び降りれたの。統吾くんはとってもすごい勇者なんだね」

　でも、と、朱あか音ねは言葉を継ついだ。その声は小さく、消え入りそうで。

「私は何もできなかった。瑞みず希きちゃんみたいに火を防ぐこともできなくて、私がもっと魔ま法ほうを使えたら、統吾くんも火傷やけどしないでビルから出られたかもしれないのに……」

　お願ねがいだから、そんな顔で、そんな声で、そんなことを言わないで欲しい。

　朱音の祖母と母は偉い大だいな魔法使いで、朱音は血を継いでいながら開花しない魔法の才能にコンプレックス持っている。とんでもない魔ま力りよくの片へん鱗りんは見えているものの、すべてをコントロールするには至っていない。火事という命がかかった場所で力を発はつ揮きできず、朱音はそのことを強く自覚してしまったのだ。

　朱音はもっと自信を持っていい。素す直なおすぎて、マジメすぎるから、全部を受け止めてしまう。悩なやんでしまう。

　だから、勇者はこう言う。

「おかしいなあ。俺おれのパートナーはこんなに弱気な魔法使いだったかなあ」

「統吾くん……」

「っていうか、パートナーには魔法使う以外にも大切な仕事があるんだけどなあ。朱音はそれをバッチリしてくれてるんだけどなあ」

「私が……何か、したの？　できたの？」

　統吾は、隣となりを歩く朱音を見た。目が合った。白い息が触ふれ合あう。

「俺に勇気をくれたよ」

「……っ。私っ、そんな……」

「なんかさあ、俺が剣振って、朱音が魔法使うっていうのも、勇者と魔法使いの形かもしれないけどさ、ちょっと上っ面な感じじゃん？　もっとこう、精神的に連れん携けいするっていうか、協力するっていうか、心を支え合うっての、よくね？」

　朱音がいるから、頑がん張ばれる。強くなろうと思える。相手が和かず臣おみでも火事でも、立ち向かっていこうって勇気がわく。

　もし仮に、朱音が朱音の理想としている魔法使いになれなくても、統吾のパートナーは朱音しかいない。この世界で魔ま王おうを倒たおす旅に出ることなんてないけれど、パートナーはパートナーだ。

「私は、統吾くんを支ささえてるの、かな」

「超ちよう支えてるって。俺、朱音がいるから学校が楽しいもん。朱音に会わなかったら、今いま頃ごろワルになってファミレスのメニューの値段に０を書き足して回ってたかもしれん」

「あははっ。それはやっちゃダメだよー」

　やっと朱あか音ねが笑ってくれた。朱音は笑ってないと。

「それくらい朱音は俺おれのこと支えてくれてるんだって。ホントだぞ」

　そう言うと、朱音は統とう吾ごを見たままはにかんで。

「私も、統吾くんが隣となりの席にいなかったら……寂さみしいな」

「結けつ婚こんしよう」

「え？」

「あ、なし！　今のなし！　なんかノリで言っちゃった！　朱音がかわいすぎるからいけないんだぞっ！」

「え？　そ、そんなこと言われても……」

　朱音がかわいすぎてついプロポーズしてしまった。「世界一『結婚しよう』と言わせてしまうはにかみ」でギネスに申しん請せいしてやろうか。

「あー、寒いな。体冷えるから、やっぱタクシー使っちまうか」

　恥はずかしくなって、ごまかした。

「そうだね。温かいお風ふ呂ろに入りたいな」

　本当は、このまま朱音と歩いていたい。このままの距きよ離りで歩いていたい。もうしばらく、タクシーは見つからなくていいかな。むしろ見つかるな。まあ、駅から遠いし、こんな所を走ってるわけないか。

「あ、統吾くん、タクシー来たよ」

　と思ったらこれだよもう。






　第６話　勇者たるもの、ケーキは存分に味わうべし







　翌日の朝のニュースで、統とう吾ごたちはビルの火災が放火であったこと、その犯人が捕まったことを知った。

「やっぱ放火か。やってくれたよなまったく」

「でも、捕まってよかったよ」

　朝食のオムレツを食べながら、統吾と明あき道みちはテレビを観ていた。ちなみに統吾の両手は昨夜のうちに悠ゆう子こに治してもらっている。

　昨夜、統吾と朱あか音ね、そして明道と瑞みず希きは同じくらいの時間に帰ってきて、疲ひ労ろうのせいもあって倒たおれるように眠ねむってしまった。目が覚めたのは八時過ぎで、すでに明道は起きていてオムレツを作っていた。

　放火の犯人は大学生で、現場周辺にいたところを職務質問され、ガソリンが入ったペットボトルを持っていたとのことだ。放火犯は現場に戻もどるとはよく言ったものだ。クリスマス直前に彼女にフラれ、むしゃくしゃしてやったと証言しているらしい。「むしゃくしゃしてやった」は「遊ぶ金ほしさ」に並ぶ二大犯行動機であると統吾は勝手に思っている。

　大きな火災だったとあって、どのテレビ局も時間を割さいて放送していた。しかし、テレビに映るのは消火寸前で火が弱くなっている映像ばかりで、建物が燃え盛っている様よう子すは映されていなかった。これは悠子が報道カメラの到とう着ちやくを遅おくらせたからだ。おかげで、統吾たちの姿はどこにも映っていない。

　さらに注目されたのは、これだけの火災だったにもかかわらず、死者が一人ひとりも出なかったというところだ。それを知った時は統吾も胸をなでおろした。当然ながら統吾たちの活かつ躍やくは表に出ることはなく、従業員の緊きん急きゆう時じにおける迅じん速そくな行動が評価されることになった。あと、火事場泥どろ棒ぼうが一人捕まったと小さく放送された。

「ヒーローが堂々と出られないってのも、もどかしいよなー。あんだけ頑がん張ばったってのに」

「まあまあ。『縁えんの下の力持ち』って言葉があるじゃないか。それに僕らが世間に知られちゃったら、それこそ事件だよ」

「そりゃそうだけどよ」

　和かず臣おみもテープの回収をしてくれたようで、統吾たちがあそこにいた証しよう拠こは何も残っていない。それに統吾たちの存在の裏には、国の上の方が絡からんでいる。仮に証拠が残っていても、警察やマスコミに話を通して隠ぺいするくらいのことはやってしまうだろう。

　あの火事場泥棒だけは眞ま緒おの異常な腕わん力りよくで吹ふっ飛とばされたわけだが、警察に言ったところで「文字通り火事場の馬ば鹿か力ぢからってやつじゃないのか？」とか言って信じてもらえないのではないだろうか。

　そこでテレビの画面が切きり替かわり、現場でのインタビューが流れた。背景が夜なので、鎮ちん火かの後あたりだ。女性がマイクを向けられている。

『私は二階にいたんですけど、突とつ然ぜん警けい報ほうのベルが鳴って、外に出たら上の方が燃えてたんです』

『建物の中に人はたくさんいたんですか？』

『はい。私も少し押されたりして……きゃっ』

　と、インタビューを受けていた女性が、横から割り込んできた女性に押しやられるようにして画面の外に出ていってしまった。どんな目立ちたがりだと思って観ていると、その女性はどこかで見覚えがあった。

『私、八階のペットショップの者です！　動物たちを助けてくれた学生くらいの人たちがいたんです！　お願ねがいです！　お礼を言わせてください！　動物たちはみんな無事でした。お店まで連れん絡らくしてください！』

　その女性はカメラに摑つかみかからんばかりの形ぎよう相そうで、必死に訴うつたえていた。言われた通り店に連絡して感かん謝しやの言葉を浴びせられたいところではあるが、我が慢まんするしかない。

「結果的にビルの中にいた全部の命が助かったんだね」

「ま、俺おれ率いるぷれい部がいたんだから当然だな」

「そうだね。結果論になるけど、統とう吾ごの判断は最善だったんじゃないかな」

　朝食を終え、明あき道みちにコーヒーを入れてもらった。テレビは火災から芸能のニュースに変わっていた。

「お前さ、穂ほ科しな誘さそったんだな。悠ゆう子こ先せん輩ぱいにフラれでもしたか？」

　角かく砂ざ糖とうを一つ溶とかしたコーヒーを一口飲むと、明道は微ほほ笑えんだ。

「どうだろうね」

　くそ。表情から心が読めない。しかし、誰だれかにフラれたから次の人、というような失礼なことを明道がするとは思えない。

　追求しようか迷っていると、明道はコーヒーをさっさと飲み終えて、「買い物に行ってくるね」と言って立ち上がった。昨夜、みんなが寮りように帰ってきたところで朱あか音ねがパーティーを企画していたことが明かされ、午後からその準備をすることになっている。料理担当はもちろん明道だ。

「一人ひとりでいいのか？」

「うん。多分、一人の方が逃にげやすいと思うんだ」

「逃げる？」

　何からだろうか。すると、上着を羽は織おった明道は玄げん関かんから靴くつを持ってきて、窓から飛び降りていってしまった。火事でもないのにどうして玄関から出て行かないのか。首を傾かしげていた統吾だったが、ドアの向こうから感じる気け配はいを察し、理解した。

　ドアを隔へだてた外側からは、数人、いや数十人の人の気け配はい。

　おそるおそるドアを少し開けると、すぐに向こうから引っ張られた。そこには目を血走らせた女子がそれぞれ着き飾かざって仁に王おう立だちしていた。

「ひっ……」

　慌あわててドアを閉めようとするが、それをさせてくれない。先頭にいた女子が、統とう吾ごの前に立った。幸いにも長おさ田だではない。

「城しろ田たくんはいますか？」

「いえ……、外に買い物に……」

「本当ですか？」

「ベリー本当です」

　すると、女子たちは踵きびすを返し、走って行ってしまった。「探しましょう！　まだ近くにいるはずです」「今日こそは私たちのパーティーに！」「探たん査さ魔ま法ほうを使える人を先頭にしなさい！」と叫さけびながら。

　ファンクラブも色々と大変なようだ。統吾も女子に追いかけられたいという願望はあるが、ああいうのには勘かん弁べんしてもらいたい。

　一人になってしまったところで、統吾は寮りようを出て少し離はなれた別の寮に向かった。二年生の寮である。玄関にいた先せん輩ぱいに部屋を訊きく。

　ノックをして「雪ゆき村むら統吾です」と言うと、中から「入れ」と声があった。

「失礼します。会長、起きてました？」

「ああ。用件は何だ」

　訪ねたのは和かず臣おみの部屋。間取りは同じなのだが、家具が少なく質素な印象受けた。余計な物を置かないのは和臣らしい。一人ひとり部べ屋やなのだろうか、ルームメイトの姿は見えない。

　和臣はコーヒーを飲んでいて、しっかり髪かみも整っていた。

「昨夜のことです。その、朱音が魔法を使ってしまったことなんですけど……」

　防犯カメラの前で魔法を使ってしまったのは朱音。でも朱あか音ねに悪意なんてもちろんない。だからこそ、部長である自分が決着をつけなければいけない。部活動の最中でなかったとしても、部長は部長だ。部員の行動に対して、責任を負う義務がある。

「夏なつ森もりのことか。あれは重大な校則違い反はんだ。相応の処分を受けることになる」

「っ！　……処分って、退学とか……ですか？」

「外に出せない別世界の人間を退学にしてどうする。おそらくは当分の間、別の施設で生活することになるだろうな」

　朱音が、いなくなる。そんなの、想像できるわけがない。

「ちょっと待ってください！　朱音は俺おれと子供を守るために魔法を使ったんですよ!?　あんまりじゃないですかっ！　そりゃ外で魔法を使うのがまずいことだってのはわかります。でも、命と比べられるものなんてないですよ！」

　和かず臣おみは統とう吾ごと目を合わせず、何も言わずにコーヒーに口をつける。

「朱あか音ねは本当に優やさしい女の子なんです。ほら言うじゃないですか、『ラーメン好きな人に悪い人はいない』って。それにすごく着やせするし、っていうかマジでかわいいし。ああもうそうじゃなくてっ……。お願いです会長、処分だったら俺おれが受けますから、朱音だけは許してあげてください」

　そこでようやく、和臣は統吾と視し線せんを合わせた。

「話を最後まで聞け。水み無な瀬せに調べさせているが、今のところお前らの映像が出回っている様よう子すはない。俺も教師たちも収しゆう拾しゆうはついたとみている」

　今朝早く、和臣と悠ゆう子こを交えて教師たちの話し合いの場がもたれたと和臣は付け加えた。そこで、統吾たちが映ったテープを回収したことと、それらしき映像がどのテレビ局からも放送されず、またインターネット上にも見当たらないことが報告されたと。

「はあ。ん？　じゃあ……」

「ビルでの人命救助というお前らの功績も加味し、夏なつ森もりの処分は特にない。水無瀬に連れん絡らくさせるつもりだったが、ちょうどいい、お前から夏森に伝えておけ」

「ホントですか!?　ありがとうございます！」

　統吾は深く頭を下げた。朱音が責任を問われなかったのは、和臣と悠子が裏で奔ほん走そうしてくれたおかげだ。もし映像か何かが出回ってしまえば、たとえビルでたくさんの人を助けたとしても朱音は処分を受けることになっただろう。

「俺おれ達がフォローしたからよかったものの、大ごとになる可能性は高かったといえる。肝きもに命じておけ」

「はい。……なんか、魔法を使えばもっと早く助けられたのにそれができないなんて、もどかしいっすね」

「お前らはな。俺には事後処理を完かん璧ぺきに行う能力がある。お前らにはそれがない。その部分を自覚しろと言っている」

「大だい丈じよう夫ぶっす。足りないところはみんなで力を合わせて何とかしますから。それが俺たちぷれい部です」

　笑え顔がおで親指を立てる。気に入らないのか、和臣は眉まゆをしかめた。

「ふん。とにかく、厄やつ介かい事ごとを起こさなければそれでいい。もう帰れ」

　顎あごで出て行けと促うながされる。統吾は「一ついいですか？」と和臣に訊きいた。

「会長にとって、俺たちは目の敵かたきかもしれないですけど、どうですか？　少しは認識変えてくれましたか？」

「…………。お前らがやってきたことが間違っていたとは思っていない。結果も出ている。そこは認めよう。しかしそれが来年度の予算に反映するとは思わないことだな」

「やっぱそこはダメっすか！」







　二年生の寮りようを出て、その足で統とう吾ごは朱あか音ねの部へ屋やを訪ねた。今日の会場は朱音の部屋である。

　ノックをすると、眞ま緒おが顔を出した。

「トーゴか。待ってたぞ」

「俺おれは飾り付け担当でいいんだよな」

　統吾は瑞みず希きと一いつ緒しよに飾かざり付つけをすることになっている。朱音はどうしてもケーキは自分で作りたいと言うので、手伝いを遠えん慮りよしたのだ。

　考えてみると朱音の部屋に入るのは初めてで、意い識しきすると緊きん張ちようしてきた。だが、勇者たるものキョロキョロなんてしない。

「朱音はまだ起きてないのだ」

「まあ、昨日きのうは疲れたもんな」

「そういえば、ビルから飛び降りた後、トーゴたちはどこに行っていたのだ？　一緒に帰ってきたと思うのだが」

「そりゃあお前、まあ……てへへ」

「気持ち悪いぞ」

　うるさい。

　と、部屋の扉とびらが開いて、朱音が姿を現した。

「おはよー眞緒ちゃん……」

　まだ半分夢の中のようで、跳はねた髪かみもそのままに、パジャマを着て目をこすっている。

　ごちそうさまです。

「お邪じや魔ましてるぞ、朱音」

「……え？　あ、わわっ、統吾くん!?　もう来てるのー？　あーん、見ないでー」

　一気に目が覚めた朱音はすぐに部屋に引ひっ込こんでしまった。「眞緒ちゃん、来てるなら言ってよー」と不満の声が扉の隙すき間まから漏もれてくる。

　今いま頃ごろ必死に髪をとかして着き替がえをしているに違いない。朝の寝ね起おき朱音が見られただけでも満足である。

「朱音は何を慌あわててるんだろうな」

　食べかけのトーストをかじりながら、眞緒は首を傾かしげた。どうやら眞緒はこの世界に来た衝しよう撃げきで恥はじらいをどこかに落としたらしい。

　飾りのための色鮮あざやかなモールやら何やらを取り出していると、眞緒は善行日記を書き始めた。見る限り、一冊目もすでに終盤に来ているようだ。

「昨日のこと書いてるのか？」

「うむ。誰だれも死ななかったとテレビでやっていたな。頑がん張ばってよかったのだ」

「そうだな。……お前はすげえよ。決心したことちゃんと実行できてるんだから」

　すると眞ま緒おはノートに書く手を止め、いぶかしげな顔で統とう吾ごを見た。

「むう。トーゴが眞緒を褒ほめるなんてなんだか気味が悪いぞ」

「素す直なおに受け取れって。他た意いはねえよ」

　眞緒が用意したらしい飾りの中には鼻メガネまで入っていて、これは誰がつけるのだろうか。罰ばつゲームにでも使うか。

　ノートを書き終わった眞緒は、「そういえば」と顔を上げた。

「眞緒とトーゴの勝負がまだついていなかったな。まだパーティーまでは時間がある。どうだ。ここで決着といこうではないか」

「ほう。確たしかにまだだったな。いいぞ。どっちがアーチバール最強かってことを教えてやるよ。……でもアレだぞ。マジケンカは朱あか音ねが怒おこるからダメだぞ」

「わかっている。あの魔ま法ほうはもうこりごりなのだ」

　朱音は眞緒のトラウマ魔法を簡かん単たんに使える。またケンカをして、あれよりも上位の魔法なんか使われたら、眞緒はきっと気絶してしまうだろう。

　それであれば何で勝負をするか。トランプは運の要素が強いし、いや、運も実力のうちという言葉もあるけど。

「眞緒、いらない雑誌あるか？　二冊くれ」

「これを使っていいぞ」

　統吾が雑誌を丸めて棒状にすると、眞緒は察したのか、風ふ呂ろ場ばから洗面器を持ってきた。

　二人はおもむろに正座をし、向かい合う。傍かたわらには丸めた雑誌。真ん中には洗面器。

　今、アーチバール最強が決まる。

「じゃんけんポン！」

　統吾はチョキ、眞緒はグー。眞緒が棒を握にぎるよりも早く、統吾は洗面器に手を伸のばした。が、洗面器が突然姿を消した。

　眞緒が棒を持たない方の手で払はらい飛とばしたのだ。

「なっ……」

「もらったのだあああっ！」

　完全な反則。が、統吾は早々に洗面器を諦あきらめ、腰こしを浮うかし、両手を広げていた。

　今こそ、この技を使う時。

　白しら刃は取り。

「てりゃっ！」

　統吾は両の手のひらを合わせ、棒を挟はさむ。はずだった。

「にゅっ……」

　結果的に、眞ま緒おの振ふり下おろした棒は統とう吾ごの額に命中し、統吾の両手は眞緒の頰ほおを左右から挟はさみ込んでいた。

　統吾はアーチバールで身体能力が強化され、眞緒はアーチバールの出身。つまり二人ふたりの攻こう撃げき力りよくと防御力は拮きつ抗こうしているのだ。もっと簡単に言えば、今、お互いにかなりのダメージを受けているのだった。

「二人とも、何やってるのー？」

「お邪じや魔まします。……何があったの？　あんたたち」

　部へ屋やから出てきた朱あか音ねと、玄関から入ってきた瑞みず希きが見たものは、アーチバールのトップ２が相あい討うちのまま固まっているところであった。







　夕方になり、ぷれい部のクリスマスパーティーが開催された。悠ゆう子こも部屋を訪れ、テーブルにはたくさんの料理が並んだ。

「メリークリスマス！」

　統吾の乾かん杯ぱいで、眞緒を含めた六人はジュースの入ったグラスを合わせた。眞緒は早さつ速そく料理にかぶりつき、「この唐から揚あげはまるで奇き跡せきのような味がするぞ！」と箸はしを休めようとしない。お前は奇き跡せきを食べたことがあるのか。

「すみません、準備に参加できなくて」

「いえ、むしろ忙いそがしい中来てくれて嬉うれしいです。それと、昨日きのうはすみませんでした」

　悠ゆう子こには昨日の事件の後あと始し末まつという仕事があったらしい。後始末といっても、悠子や和かず臣おみという異い能のうの力が介入し、一部のマスコミを操作したことと、映像が出回っていないという調査報告書を提出しただけと本人は言うが、元はといえば統吾たちがビルの中で大立ち回りをしたからだ。統吾たちがお咎とがめなしで済んだのも、悠子と和臣のおかげに他ほかならない。

「謝ることなんてありませんよ。統吾くんたちは正しいことをしましたし、生徒をフォローするのは生徒会の仕事ですから」

「そう言ってくれると助かります」

「ほら、料理を食べましょう？」

　明あき道みちが腕うでによりをかけて作った料理はどれも美お味いしくて、みんなから好評だった。これが押し寄せるファンクラブから逃げながら完成に至ったことは本人と統吾以外には知られていない。明道に逃にげられたファンクラブは、今いま頃ごろ主役不在のパーティーでもしているのだろうか。想像すると不ふ憫びんな気もするが、まさか野や獣じゆうの群れに明道というウサギを放り込むわけにもいかない。

　そういえば、料理をする明道は普ふ段だんはつけないエプロンをしていた。それにあのエプロンは手作りのように見えた。ファンからのプレゼントだろうか。とても気に入ったのか、そのエプロンで料理をする明道はどこか楽しそうだった。

　料理が半分くらいなくなったところで、朱あか音ねが「じゃーん」と統とう吾ごがあげたストラップを取り出した。

「ねえ見て見てっ。これね、あのね、統吾くんにもらったのー！」

　朱音は見せたくて仕方がなかったらしく、みんなの前で高く掲かかげてみせた。

「あら、これって限定品じゃなかったですか？　統吾くん、やるじゃないですか」

「はっはっは。かわいい部員のためですから」

「私も部員ですけど、部長から何か貰もらえるんですか？」

「あ……えっと……お、俺おれのサインでよければ」

「ふふっ。冗じよう談だんですよ。いりません」

　満面の笑えみで断られた。意外にへこむなこれ。

「そうだトーゴ、眞ま緒おの頼たのんだプレゼントはどうした？」

「何だっけ。マフラーみたいな毛虫だっけ」

「逆だ！　そんな大きい毛虫がいたら全身がかぶれてしまうではないか」

「冗談だよ。ほら、マフラーじゃないけど、こんなのどうだ？」

　統吾が用意しておいたのは、ふさふさした尻尾しつぽのようなアクセサリーだった。店員によると、これを腰こしからさげるのが流は行やっているらしい。

「おおっ。すごく手て触ざりがいいぞ。これはどうする物なんだ？」

「腰からさげるんだってさ」

　眞緒が言われた通りにそれを腰につけると、朱音が「すっごくかわいいよっ」と笑え顔がおを見せる。これで耳のついたカチューシャでも装着しようものなら、一部の趣しゆ味みの人にはもう堪たまらないのではないだろうか。

「よくやったトーゴ。嬉うれしいぞ」

「そりゃよかった」

　ふと、瑞みず希きと目が合った。統吾が小さくピースを作ると、瑞希は微ほほ笑えんだ。瑞希がいなかったら、朱音にプレゼントを渡わたすことはできなかった。

　その瑞希の首もとに、統吾は見慣れない物を見つけた。

「穂ほ科しな、そのネックレスどうした？　いつもしてないよな」

　十じゆう字じ架かが光る、銀のネックレスが瑞希の首にぶら下がっていた。瑞希が私服の時にアクセサリーをつけていたことはなかった気がする。しかもそのネックレスは新品のようで、それに高そうだ。

「……っ。別にいいじゃない。私がネックレスつけたって」

「いや悪いとは言ってねえって。似に合あうじゃん」

「……そう？」

「すっごく似合うよっ。瑞希ちゃんが選んだの？」

　隣となりにいる朱あか音ねが訊きくと、瑞みず希きは顔を赤くして斜ななめ上に視線を逸そらした。

「あ、いや……。ほ、ほら料理食べなさいよっ」

　なんだかごまかそうとしているようだが、どうしてだろうか。ネックレスを褒ほめただけなのになあ。悠ゆう子こは「うふふ」と笑っているし。

　パーティーは和なごやかに過ぎていって、ついに朱音のケーキが披ひ露ろうされる時が来た。昼過ぎから寮の厨ちゆう房ぼうで作業を始め、眞ま緒お以外は手伝いを禁止されていた。

「あの、あんまり形はよくないんだけど……笑わないでね？　味も、ちょっと自信ないんだけど……。でもね？　ちゃんと藤ふじ井い先生に教わって作ったから、大丈夫だとは思うんだけど……」

　朱音から藤井の名前が出て、明あき道みちと瑞希は「なるほどね」と察したようだった。

「笑うもんかって。なあ」

　たとえケーキが液状だったとしても、朱音の手作りとあれば全部飲み干すことなど息をするより簡単である。

「一いつ生しよう懸けん命めい作ったんでしょ？　美お味いしいに決まってるわ」

「女の子の料理は何だって美味しいよ」

「手作りケーキなんて、かわいらしいですね」

「ＸＯ醤じやんを入れようと思ったが止められたのだ」

　最後の一言が気になったが、冷蔵庫から出てきた朱音の手作りケーキはイチゴがきれいに並んだショートケーキで、朱音が自信がないと言ったのが謙けん遜そんに思えるほどの出来だった。クリームの塗ぬり具合にムラがあって、店に並んでいる物と比べたら劣りはするものの、ほとんど料理ができなかった朱音が作ったのだ。完かん璧ぺきといっていいだろう。

「どう、かな」

「すげえっ！　超ちよう美う味まそうじゃん！　これってスポンジから焼いたんだろ？　食う！　俺おれが全部食う！」

「統吾、気持ちはわかるけど、みんな食べたいんだから」

　フォークを持って丸ごと食べようとした統吾を、明道が制した。このケーキには朱音の愛が詰つままっている。それであれば全部体内に取とり込こみたいのだが、さすがにそれをやったら非ひ難なんを浴びそうだ。

　切り分けられたケーキを食べると、クリームも適度に甘あまくて美味しかった。ちゃんとスポンジの間にもクリームとイチゴが入っていて、朱音がどれだけ試し行こう錯さく誤ごを繰くり返かえしたかが伝わってくるようだった。

「あ、統吾くん、ほっぺにクリームついてるよ」

　おお、と統吾が反応するよりも前に、朱音は統吾の頰ほおについていたクリームを指でとって舐なめてしまった。

「…………」

「統とう吾ごくん？」

「あらあら、気絶しちゃってますよ」

「人のこと言えないじゃない」

　統吾が気づくと三分ほど時間が進んでいて、みんなの皿に乗ったケーキが減っていた。おかしいな、何があったのだろう。

　しっかり全部食べ終えて、朱あか音ねに「ごちそうさま」とお礼を言った。

「これが私からのクリスマスプレゼント。みんな、これからもよろしくねっ」

「むぉっちろん！　今日から冬休みだし、遊びまくろうぜ！」

「おーっ！」

　と、拳こぶしを上げたのはいつものように朱音だけ。ではなく、眞ま緒おも一緒になってやっていた。

「ちょい待て。お前部員じゃないだろ」

「にゃっ……。ちょ、ちょっと待つのだっ」

　そう言って、眞緒は自分の部へ屋やに入っていってしまった。するとすぐに一枚の紙を持って出てきた。ルーズリーフに「入部届。一年Ｂ組、阿あ智ち原ばら眞緒、ぷれい部」と書かれている。

「受け取れトーゴ！　眞緒も入ってやるぞ」

「あ、いや、遠えん慮りよするわ」

「何でだ！　あとその無表情をやめろ！　いいから受け取るのだっ」

　すると眞緒は即そく席せきの入部届をクシャクシャに丸めて、統吾の口に突つっ込こんだ。「むがっ」とのけ反ぞる統吾。

「へめえっ！　はひひひゃひゃるっ！」

「はほもふれいふにはひひはいのふぁっ！」

　統吾は口から入部届を吐はきだす。

「どうしてお前まで口く調ちよう合わせるんだよ！　口に何も入ってねえだろ！」

「し、しまったつい……」

　こいつアホかもしれない。

　念のため悠ゆう子こにこの入部届は有効か確認すると、部長が認めればそれでいいとのこと。

「統吾くん、眞緒ちゃんも入れてあげようよー。絶対楽しいよー」

　朱音が味方についたか。というより、もうほとんど入部しているような状態だったわけで、今さら断る理由もない。ただ眞緒が上から目線で入部しようとしてきたものだから反射的に拒きよ否ひしてしまったのだ。

「わかった。入部を許可する。まあ、部員増えた方が部費増やしてもらえるかもしれないしな」

　というよりも、火事での活かつ躍やくを評価してほしいのだが、和かず臣おみは増額しないと言っていたし、これからもっと実績を積んでいかなければなるまい。

　が、根本的な問題があった。それを瑞みず希きが呟つぶやく。

「その前に、活動内容決まってないけどね」

「いえーい！」

　統とう吾ごは余っていたクラッカーを鳴らした。

「露ろ骨こつにごまかしたね」

　それはまあ、これから決めよう。部ができてから二カ月くらい経つけど。冬休み中には決めよう。そろそろマジメに怒おこられる。

　こうして、眞ま緒おがぷれい部の部員になった。統吾と戦ったアーチバールの魔ま王おう、だけど今は人の役に立とうと必死な健けな気げでアホな少女。主にアホな少女。

　十分に楽しいこの高校生活は、これからもっと楽しくなりそうだった。






　　　エピローグ







　冬休みに入った学校には生徒などおらず、教師の持ち回りの当直が一人ひとりだけ。日も落ちて、夜の闇やみに包まれた学校の中に、一つだけ光の灯ともる教室があった。

「こちらでしたか」

　生徒会室のドアを開けた悠ゆう子こは、そこにいた影かげに声をかけた。和かず臣おみは視線だけを悠子にやり、息をついた。

「何の用だ。お前、今日きようはあの部のパーティーに出るとか言ってなかったか？」

「途と中ちゆうで抜けて来たんです。安あん藤どうくんも誘さそおうと思いまして。探しちゃいましたよ」

「ふん。俺おれがそんなものに行くと思うか？　今日は用があると言っただろう」

　まさのその用を実行している最中だったのだ。いらない邪じや魔まが入った。しかし、一時間ほどこの状態でいるが、何かが起きそうな様よう子すはない。もっと時間が必要なのだろうか。

「あの、とても訊ききにくいんですけど、これがその用事ですか？」

「そうだ。クリスマスというのはこういうことをする日なのだろう？」

「何をご覧らんになって？」

「インターネットのどこかのサイトに載のっていた」

　和臣は悠子ほどパソコンが得意ではないが、インターネットでサイトを閲えつ覧らんすることくらいはできる。クリスマスというイベントがあることを知り、それを調べたらこのようにする日であると書いてあったのだ。

　和臣は床ゆかに大きく五ご芒ぼう星せいを描き、頂点にはロウソクを置き火を灯し、星の中心には七しち面めん鳥ちようを置いていた。さらに自身は赤と白のサンタクロース服を纏まとい、しっかり帽ぼう子しまでかぶっていた。そして正座していた。

「これをすると何が起きるのでしょうか」

「サタンが降こう臨りんするとそこには書いてあった。サタンとはこの世界の悪あく魔まの名前だろう。どんな奴やつか興きよう味みがある」

　魔ま法ほうなどないこの世界で、もしそのような存在が実在するとしたら。仮に災さい厄やくを呼ぶような奴であったのなら、その場で消し去らなければならない。

　昨日きのうはこの服と七面鳥を買いに行っていた。そうしたら火事とあいつらに付き合うことになり、買い損ねてしまったのだ。それなので今日の昼に再度調達し、この儀ぎ式しきに至った。

　集中が途と切ぎれれば失敗するかもしれない。と、和臣は悠子を追い出そうとした時である。

「悠子せんぱーい、会長のことだからパーティーなんて来ませんって……何すかこれ」

　続いて統とう吾ごが現れた。冬休みになってまでこいつの顔を見ることになるとは。

「あら、安あん藤どうくんはその気みたいですよ？　サンタの服まで着てますし」

　統吾の顔はみるみる内に崩くずれ、派は手でに崩ほう壊かいした。

「あっはははははっ！　な、何やってんすか会長！　星っ、星描いて何かしてるっ！　儀ぎ式しきっぽい！　儀式っぽいっすよ！」

「安藤くんは、サタンを降こう臨りんさせようとしてたんですって。ふふっ」

「サタン!?　サンタじゃなくて!?　やっべ腹痛い！　あははははっ」

「なんでも、サイトに載のってたそうなんですよ。私も驚おどろいちゃいました」

「それって絶対バカなオカルトサイトっすよ！　そうだ写メ……これ撮とらないと一生後こう悔かいすぶへっ！」

　衝しよう撃げき波はで吹ふき飛とばした。

　この世界出身である二人ふたりが儀式を知らないとなると、本当にあのサイトはオカルトだったのだろうか。くそ。何てことをして、そして見られてしまったのだ。

　いっそ、記き憶おくを消すか。専用の魔ま法ほうはないが、何度か頭を強く殴なぐればどうにかなるだろう。

「安藤くん、せっかくサンタの服も着てるんですから、これからパーティーに来ませんか？　まだ料理も残ってますし」

「そうですよ。きっとみんな歓かん迎げいしますって。……ぷぷっ、ぼふえっ！」

　衝撃波で吹き飛ばした。

「ほら、行きましょう。あ、七しち面めん鳥ちようも持っていきましょうか」

　悠ゆう子こに手を引かれる。振ふりほどくことはできた。が、いつまでも怪あやしいままのあの部を定期的に審しん査さする必要があると感じた。

「……わかった。万が一にも酒など飲んでいないか確認しに行く」

「ふふ。じゃあそういうことで」




　　　　†




　和かず臣おみも入ると部へ屋やは窮きゆう屈くつになってしまったが、統吾たちは残った料理とジュースでパーティーを再開させた。学校からそのまま来たので、和臣はあの服のままだ。

「おお会長！　ぴったりの服を着ているではないか。眞ま緒おも用意すればよかったぞ」

「うるさい黙だまれ」

「今日こそ眞緒と魔ま王おう談だん議ぎをするのだ。会長はどんな城に住んでいたのだ？　眞緒は階段が面倒だから平屋の城にしたぞ」

「……お前と話すと疲れる。どこかに行け」

　サンタクロースの服を着た和臣は眞緒には好評だったが、事情を知らない他ほかのみんなは頭にクエスチョンマークを浮かべていた。明あき道みちが統とう吾ごの耳元で声をひそめる。

「統吾、会長に何があったんだい？」

「すごく言いたいのだが、多分俺おれの身がもたん。察しろ」

「どこをどう察しても答えが出ないよ」

　オカルトサイトを鵜う呑のみにしてサタンを降こう臨りんさせようとしたと、どうやってもたどり着く答えではない。瑞みず希きは早くも考えるのを諦あきらめたようで、朱あか音ねはそのままサンタ姿の和かず臣おみを受け入れていた。

「安あん藤どうくん、コーラでいいですか？」

「ああ。……見たところ、酒はないようだな」

　テーブルの上を一いち瞥べつして、和臣は悠ゆう子こがそそいだコーラを飲んだ。統吾たちは酒を準備しなかったが、他ほかのところでは酒を飲んでいる奴やつらもいるのではないだろうか。明道ファンクラブの女子たちは、主役不在のパーティーでやけ酒をあおっているに違いない。

「穂ほ科しなさん、僕に酔よってしまったかい？」

「全っ然酔ってないわ」

「ああ、服を着てたからだね。うっかりしてたよ」

「脱ぬぐな！」

「ふう……。しゃあねえな。俺おれの出番か」

「何で満を持したかのように脱ぎ始めるのよ！」

　今日も冴さえている瑞希のツッコミで統吾と明道は脱ぐのを断念せざるを得なかった。本気で脱ぐつもりはなかったが、ちょっと暑くなってきた。これだけの人数が集まって、しかも暖だん房ぼうも効きいているから、汗あせが滲にじむくらいには部へ屋やの温度は上がっていた。

　と、統吾は朱音がいないことに気づいた。さっき、トイレに立ったまま帰ってこない。まさか調子でも悪くなったのかと思ってトイレに行ってみるが誰だれもおらず、玄げん関かんから朱音の靴くつがなくなっていた。外に出たらしい。

　統吾も部屋を出るが廊ろう下かにも朱音の姿は見えず、そのまま寮りようの中を探していると、朱音は上着も着ないで一階の玄関を出てすぐのところの段差に腰こしかけていた。何をするでもなく、空を見上げている。

「朱音、風か邪ぜひくぞ」

　しまった。統吾も上着を羽は織おらずにそのまま出てきてしまったから、朱音の肩かたにジャケットをかけてあげるというカッコいいことができない。

「統吾くん。ちょっと火ほ照てっちゃって、冷ましてるだけだから。すぐに戻もどるよ」

「じゃあ俺も。隣となりいい？」

「うん」

　今夜は晴れている。山の空気は澄すんでいて、夜空にはたくさんの星が瞬またたいていた。冷たい風が火ほ照てった頰ほおを撫なで、冷ましていく。

「冬休み、どうしよっか」

「統とう吾ごくんは家に帰るの？」

「一応その予定。そうだ。そのついでに東京観光するか？　俺おれの家からだったら近いし、空いてる部屋あるからみんな泊とまれるし」

「いいのっ？　行きたいっ！」

　どうせ明あき道みちたちも冬休みは暇ひまなのだ。だったら存分に遊あそび倒たおしてやる。明日あしたから早さつ速そく計画を練ねろう。また楽しくなってきた。

　ぷれい部という部を作ってよかったと、何度思ったかわからない。みんなに出会えてよかったと、何度思ったかわからない。多分これからも何度だってそう思うことになるだろう。

　冬休みが終わっても、まだまだたっぷり時間はある。勉強も、遊びも、部活も全部楽しんでやる。みんなとなら、それができる。

　自じ慢まんの友達がいる。

「そろそろ戻るか。マジで凍こごえちまう」

「うん。……ねえ、統吾くん」

「ん？」

　隣となりにいる朱あか音ねは、笑え顔がおと、白い息と一いつ緒しよに空に向かって言った。

「私ね、この世界に来て、統吾くんに出会えてよかった。みんなに出会えてよかった。毎日がすごく楽しいの。だから、これからもよろしくねっ」

　純真で無む垢くで、素す直なおな朱音だから、口にするのが恥ずかしいような言葉も、こうやって真っ直ぐに言える。

　参ったな。思っていたことを先に言われた。

「朱音、ぶっちゃけ、俺も今同じこと思ってた」

「えへへ、お揃そろいだね」

　笑うと、リボンが揺れた。

「おう。だがな朱音よ。楽しんでる具合としては俺の方が上だ。そりゃもうカツカレーなんて比べ物にならん」

「えー。だったら、私は統吾くんの百倍楽しいっ」

「じゃあ俺は朱音の百万倍楽しい！」

「なら私は……、えへへ」

「引き分けにするか」

「そうだね」
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　二人は立ち上がって、寮りように戻った。

　部へ屋やではまだ賑にぎやかなパーティーが続いている。

　いや。

　きっと、このパーティーはずっと終わらないのだ。






　　　　　あとがき




　先日、大学の文化祭にＯＢとして遊びに行った時、一年生が平成３年生まれと聞いて、時間が流れるのって速いんだなあと静かに実感していました。

　こんにちは、高たか遠とお豹ひよう介すけです。

『ぷれいぶっ！』３巻をお届けいたしました。このようなラブコメな作品には定番のクリスマスのお話です。私はマリカーよりもスマブラ派です。黄色いネズミしか使いません。







　さて、今とても旅行に行きたいです。結局、去年はどこにも行けなかったので、今年こそはと思っています。このあとがきを書いているのが１月中なか頃ごろでして、本が発売されるのが３月です。さあ、その間に私は旅行に行けているのでしょうか。時間が取れないというのが一番の理由ですが、一緒に行く仲間と都合を合わせるのが難しいというのもあります。一人旅もそれはそれで楽しいのですが、たまには気の合う仲間と泊とまりがけどこかに行きたいものです。過去、一人旅をして、昼間は色々と観光をしたり美お味いしいものを食べたりして楽しんだのですが、旅館で夜になると寂さみしくなって友人に電話をしてしまった、なんてこともあります。

　あと、失恋した先せん輩ぱいの傷心旅行に付き合わされ、グチを散々聞かされた挙あげ句くに、その先輩は復ふく縁えんを果たしたというね。もちろん言いましたよ。「お金と時間返してください」と。ええ、言いましたとも。

　あー……旅に出てえ。







　以下、謝辞とさせて頂きます。

　イラストのプリンプリンさん、現時点で私が受け取っているのは眞ま緒おと表紙のラフだけですが、今回も素晴らしいイラストを描いて頂けていると信じて疑っておりません。毎回、素敵なイラストをありがとうございます。担当様、何度か体調を崩くずされてしまったようですが、お忙いそがしい中この作品のために時間を割いて頂きましてありがとうございます。私に送られてくるメールの半分は日付が変わった後ですが、いつ寝てるんですか？

　そして、この本を手にとって読んでくださった読者の皆みな様さまに最大の感謝を。

　機会があれば、またお会いしましょう。








高遠豹介　
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高たか遠とお豹ひょう介すけ

東京生まれの千葉育ち。今年は見事に正月太りをして、この本が出版される頃には元の体重に戻り、さらには腹筋が割れている予定です。好きな飲み物はしじみの味噌汁、苦手な飲み物は野菜ジュースという人間に出会ったら、それが高遠です。
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プリンプリン

１９８×年１月12日生まれ・自称Ｂ型。

５羽のセキセイインコに囲まれて京都の片隅で細々と絵を描く日々を送っています。インコ臭くんかくんか！
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